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序章
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序章

昭和 22年「社会科歴史」は，近代(戦前

から終戦まで)歴史教育の否定のうえに，そ

れらとは異なった論理を持って成立した。戦

後，戦前の歴史科が否定された理由は言うま

でもなく，それが「忠君愛国」の精神を育成

し忠良なる臣民形成に役立っていたという認

識があるからである。

しかし，私は，その認識において，歴史授

業そのものが果たした役割が等閑に伏されて

いるのではないかと疑問を持っている。それ

は，国家の成圧的態度のもとに国家が規定し

た皇国史観に基づく内容を，教師も成圧的、態
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度でその内容を機械的に教え込んだ注入主義

教育が行なわれていたので忠良な臣民が育成

されたのであり，法令，教科書の内容さえ民

主主義的内容に克服すれば，教師はそれを授

業で行なうことができ，民主的な市民を育成

することができるといったイメージや考え方

がまだ根強く存在しているからである。乙の

考え方やイメージは非常に大きな問題を持っ

ている。

すパての歴史授業は(戦前の歴史授業にし

ても) .教室という場の中で，教材(教室と

いう場には直接存在しない歴史事象)を，あ

る特定の時間内で認識していき，子供がそれ

によって有意味な発展をするものであると仮

定するならば，戦前の歴史科が臣民形成に役

立ったのは，まさに歴史授業の中における認

識の方法(授業過程)とその質(どのような

知識か 1) )にあったと言うことができるので

はないだろうか。(図 1) 

このように考えるとき，戦前の歴史教育の
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克服の上に，新しい歴史教育を打ちたてよう

として作り上げてきた「社会科歴史 J の，本

当の意味での克服すパき敵は，授業実践及び

それを理論的にささえる授業論にこそあると

言えるのではないだろうか。

では，戦後の「社会科歴史」が克服しなけ

ればならなかった，近代(明治期から終戦ま

で) r歴史科歴史」の授業論とはどのような

ものだったのだろうか。それは，いつごろ，

だれによって，どのようなものとして成立し

たのだろうか。との問いに答える近代歴史教

育史研究は現在進んではいない。 2) 

これまでの近代歴史授業研究では，近代学

校教育課程上に教科が位置付き行政上で規定

された，その法制や，教科書の記述の変容を

以て，忠君愛国の強化の過程と記述し，皇国

的価値の注入・無味乾燥な暗記の強化と考え

てきた。そして，それらの帰結として授業と

は技術の問題として論じられてきた。 3) 

しかし，このような研究では実際に行なわ
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れた授業がどのようなものであったのかを確

定できないという反省に立ち，実際の授業を

も研究の対象にし，その目的，内容，方法に

わたり詳細な事実の記述，特徴の記述的研究

を行ない，その基準によって時代区分，授業

の類型化を行なうようになってきた @4}

しかし，このような対象領域を拡大した記

述的研究では，近代歴史授業の構造がどのよ

うなものであったのか，前近代におけるそれ

との質的差がどのようなものであったのかを

説明するととができない。又それだけではな・

く，現代の歴史教育との質的差も明確にする

ことができず「社会科歴史」が克服すべき授

業論を明示できないこととなるのではないだ

ろうか。

なぜなら授業には，意識するにせよ，しな

いにせよ，なんらかの理論が存在する。授業

に現われたその目標，内容，方法は理論に導

かれたものである。そうであるならば，授業

に現われたその目標，内容，方法が「何故そ
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のようになるのか J を解明しその基本原理を

明示する事こそが上記の問題に答えていくこ

ととなるのではないだろうか。

このような問題意識から，小学校歴史教育

の完成期であると考えられる，明治 30 ・4

0年代に r内容的教授法」を主張し注目す

べき歴史授業論を展開した，斎藤斐章の歴史

授業論を取り上げ，どのような歴史授業論を

めざし，どのように歴史授業論を完成させて

いったのか，また，その歴史授業論とはどの

ような構成を持っていたのか，何故そのよう

な構成になるのか，その歴史授業論に拠って

作られた実際の授業は，どのような構成にな

っていたのか，そのような歴史授業論はどの

ように評価できるのか，と言った問いに答え

ることで，近代歴史教育完成期における小学

校歴史授業論を明示してゆきたい。

その際に r近代歴史教育完成期における

小学校歴史授業論 ー斎藤斐章の場合一」と

題打って以下の手ぜきにより論をすすめるこ
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とにする。

第 1章において，斎藤が授業論を成立・展

開させる前提としての明治 3 0 ・4 0年代を

中心とした，学制発布以来の近代歴史教育の

歴史的状況を概観することにする。

続いて第 2章において，斎藤斐章の歴史授

業論を述パる前提として，斎藤斐章が，どの

ように歴史教育を成立・展開させてゆくかを

見ていき，斎藤斐章がどのような授業論を目

指したのか，又，斎藤の時期区分，斎藤の歴

史授業論の前期(成立期)及び後期(完成期

)を明らかにし，それぞれの時期にどのよう

な特徴があるのか，また何故そのような変化

が起こったのかを明らかにしてゆく。

第 3章においては，斎藤の歴史授業論を明

らかにするため，目的，内容，方法において

どのような主張がなされているのかを見てゆ

き，目標論，教材論，教授方法論がどのよう

な論理で根拠付けられているのか，その方法

原理は何なのかを明らかにしていく。
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第 4章においては，斎藤斐章の歴史授業の

実際としての，教授カリキュラム，及び，教

案をみてゆき，斎藤斐章がどのように理論を

実践化したのかを見てゆく。

第 5章においては，斎藤斐章の授業論の特

質を述ペて行き，それはどのように評価でき

るのかといった問題にも答えていきたい。

終章においては，本研究のまとめと，斎藤

斐章の歴史授業論の歴史的評価を行い，近代

歴史教育完成期における小学校歴史授業論を

明示してゆきたい。また，本論文の課題であ

る歴史授業論に関する問題において，論を尽

くせなかった点を，今後の課題として示すこ

とにする。
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[註]

1 )ここで言う知識とは，授業の過程で育成

される知識，技能，能力，態度を含んだも

のである。

2 )このような研究に小原友行「近代歴史教

育成立期における小学校の歴史授業論」全

国社会科教育学会『社会科研究』第 4 0号

1 9 9 2 ，同「初期社会科における歴史授

業論ー『歴史科歴史』から『社会科歴史』

ヘー J Ii'広島大学学校教育学部紀要』第 1

部 第 12巻， 1 9 8 9 ，等がある。

3 )結城陸朗『学習指導のあゆみ・歴史教育

』東洋館出版社， 1 9 5 8 ，岩成 博「明

治初期における歴史教育 J (j'島根大学論集

.!I (教育学)第 3号， 1 9 5 3 

4 )近代歴史授業を，近世的儒学教授方式で

ある独見，輪講，解説から開発主義教授法，

そして，ヘルバルトの 5段階，乃至 3段階

教授法への変化という教授方法の変化と同
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時に徳育の強化の過程として，現在説明し

てきている。そのような研究に以下のよう

なものがある。吉田太郎編『歴史教育内容

・方法論史』明治図書， 1 9 6 8 ，同著「

明治前期 (1872""1903) における

歴史教育方法の研究 J Ii'横浜国立大学教育

紀要』第 8集， 1 9 6 8 ，同著「明治期(

明治 5"" 4 5年)の歴史教授方法の研究 J

日本社会科教育学会『社会科教育研究』第

3 2号 19 7 1 ，その他。また授業の内

容を構成する教材観の変化として論を展開

しているものに海後宗巨著『 歴史教育の

歴史』東京大学出版会， 1 9 6 9 ，がある。
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第i章 近代歴史教育完成期の歴史的状況
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第l節 明治30年・ 40年代の歴史的状況

斎藤斐章が歴史授業論について，成立・展

開し，完成させてゆくのは，後述するごとく

明治 30 ・40年代においてである。それで

は，歴史授業という視点から見れば，当時歴

史教育の歴史的状況とはどのようなものであ

ったのであろうか。

我国の近代歴史教育は，明治 5年の「学制

J 頒布によって出発した。以来，歴史教育は

教科過程の中で，重要な教科として位置づけ

られ発展してきた。しかしその発展の歩みは

決して直進的ではなく好余曲折を経ている。

なぜなら，近代歴史教育は近世の寺子屋的歴
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史教育を志向してはおらず，全く新しい試み

であり，どのような目標で，どのような内容

を，どのような方法で教育していけばよいの

かといった問題は誰にも分からなかったので

ある.

そのような状況の中で，歴史教育において

日本よりも進んでいると考えられた欧米の歴

史教育の研究，翻訳，移入が，近代歴史教育

の出発の当初から積極的に行なわれてきた。

それは教育の現場にも，また，国家が決める

「教則」などにも少なからず影響を及ぼして

いた。しかし，歴史授業の実際，及びその理

論的根拠となる歴史授業論が，本格的に，幅

広く論じられるようになったのは明治 3 0 ・

4 0年代に入つてのことである。

その状況を概観すれば以下のように言うこ

とができる.明治 2 3年には「教育勅語 J が

発布され皇室中心・儒教的道徳を教育の根本

とする方針が固められ，さらに，明治 24年

には「小学校教則大綱」が定められ，その第
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七条において「日本歴史ハ本邦国体ノ大要ヲ

知ラシメテ国民タ jレノ志操ヲ養フヲ以テ要旨

トス J と小学校歴史教育の目標が示され，こ

こに歴史教育の目標が，その方向性において

完成されることとなり，以降この目標は，明

治 30 ・40年代の「教則」においても継承

されることとなった。

また，明治 19年には，教科書検定制が始

まり，さらに明治 3 6年には，教科書疑獄事

件がきっかけとなり「小学校ノ教科用図書ハ

文部省ニ於イテ著作権ヲ有スルモノタルヘシ

J (明治 3 6年小学校令 第 24条)と教科

'書固定制度が採用されることとなり，翌年の

明治 3 7年から実施されることとなった。そ

してこれをきっかけにして教育内容の統制が

厳しくなった時代であったといえる。

この様な歴史的状況から従来の研究では，

この時期における歴史教育は目標・内容が国

家によって決められ，授業はその目標にした

がった内容を伝えるだけに拘泥した時代であ
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り，授業は技術の問題となった時代であると

評価されてきた。そしてその評価の基礎のう

えに，明治 30 ・4 0年代における授業過程

における変化である 5段階教授から 3段階教

授八変化したことの意味は，国家が規定した

内容を伝えやすくするための変化である。ま

たは，実践においてその内容を伝えるのに 5

段階教授では難しすぎたから 3段階教授にな

ったと評価されてきた。

しかし，私はこのような考えに，賛成する

ことはできない。伊jえば(表 1)を見ていた

だきたい。これは，主要な教育雑誌とその刊

行年数を挙げたものである。これをみれば，

明治 30年代に入って， (表 1)の B群の様

に，現場の実践の改良・普及を目的にした性

格の教育雑誌 1)が次々と刊行されていること

がわかる.

又， (表 2)は，戦前(とくに明治期・大

正期)の歴史教授論に関わりのあると思われ

る文献を著書・教育雑誌に求め，それを年代
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-著者別に整理され，文献目録として発表さ

れた宮原兎一氏の一連の研究を整理し，著者

がその総数を表にしたものである 2)。これに

よれば，歴史授業に関わる論が(数の上から

という限界はあるが)本格的に成立・展開し

てゆくのはまさに明治 30 ・4 0年代に入つ

ての事であると言うことができる。

このように，この時期，一見歴史授業研究

の沈滞状況のように思えるが，多様な歴史授

業実践及び歴史授業論が，著書，雑誌論文と

いった形で主張されはじめており，本格的に

歴史授業を対象に研究されはじめた年代であ

ると言えよう。
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(表1)主要な教育雑誌とその刊行年

雑誌名 出版社 発刊年

① 大日本教育会雑誌 明治11年
A ② 東京若渓会雑誌 明治15年
③ 教育時論 開発社 明治18年刊行

@ 教育実験界 育成会 明治31年発刊
⑤ 教育学術界 教育学会 明治32年発刊
B @ 日本之小学教師 国民教育会 明治32年発刊
⑦ 教育界 金港堂 明治34年発刊
@ 教育研究 初等教育研究会 明治37年発刊

※グループAは理論書的性格
グループBは現場の実践の改良・普及
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(表2)年代別文献目録

年代 冊数

明治 1~9 3冊

明治10年代 7冊

明治20年代 24冊

明治30年代 7 5冊

明治40~44
3 2口49冊

大正元~5 1 7 

※参考文献

宮原兎ー 「歴史教授法序説」東京教育大学教育学部紀要第12号， 1966.
同 「明治歴史教授論史」東京教育大学教育学部紀要第14号， 1968.
同 「大正歴史教授論史J社会科教育研究N027，1968.
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第2節 明治30 ・40年代の歴史的課題

明治 3 0 ・4 0年代当時の歴史的状況は先

に述べた通りであるが，それでは当時の歴史

授業論における謀題とは一体なんであったの

だろう。

1.目標論 一法令の場合一

法令上に歴史教育の目標が初めて示された

のは，明治 14年 5月に文部省布達第 12号

として公布された「小学校教則綱領 J におい

てである.それ以後，明治 19年の「小学校

令」にともない周年 5月に文部省令第 8号を
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もって公布れた「小学校ノ学科及其程度 J

明治 23年の「小学校令 J 改正にともない明

治 24年 1 1月文部省令第 11号をもって公

布された「小学校教則大綱 J 明治 33年 8

月の「小学校令」改正にともない周年 8月文

部省令第 14号をもって制定された「小学校

令施行規則」第 1章「教則」と変遷を続ける

が，基本的目標は(表 3)に示すように r

国体ノ大要」という実質的側面と「国民タル

志操」というf形式的側面の同時的育成であり

本質は変わっていないと言える。

そしてその事は，目標論について多くの研

究者が様々に主張しているが，最終的にはこ

の「教則」で示されている「国体ノ大要ヲ知

ラシメ，国民タルノ志操ヲ養フ J という方向

性において一致しいる事も考えあわせると，

との目標論は，明治 3 0 ・4 0年代におい

てコンセンサスを得た目標論だったと言うこ

とができょう。

2 1 



(表3) r法令」における歴史教育の目的一覧表

教則の年次別

明治14年
小学校教則綱領

明治24年

小学校教則大綱

明治33年
小学校令施行規則

「教則」

明治36年
小学校令施行規則

「教則」

歴史教育の要旨

生徒ヲシテ沿革ノ原因結果ヲ了解セシメ

殊ニ尊王愛国の志気ヲ養成センコトヲ要ス

国体ノ大要ヲ知ラシメ国民タルノ志操ヲ養

成。

尋常小学校デハ郷土ニ関スル史談ヨリ始メ

jレ。
図面等ヲ示シ当時ノ実情ヲ想像セシメル。

人物ノ言行等ニ就テハ修身デ授ケタ格言ニ

照シテ正邪是非ヲ弁別セシメル。

国体ノ大要ヲ知ラシメ兼テ国民タルノ志操

ヲ養成。

図面，地図，標本等ヲ示シ当時ノ実情ヲ想

像シ易カラシメル。

特ニ修身ノ教授事項ト連絡セシメル。

国体ノ大要ヲ知ラシメ兼テ国民タルノ志操

ヲ養成。

図画，地図，標本等ヲ示シ当時ノ実情ヲ想

像シ易カラシメル。

特ニ修身ノ教授事項ト連絡セシメル。

※『明治以降教育制度発達史』第2巻

『同』第3巻
『同』第4巻
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Z内容構成論 一三宅米吉の場合一

近代歴史教育における内容構成論に大変革

をもたらしたのが三宅米吉の「小学歴史ニ関

スルー考案 J ( Ii'東京若渓会雑誌』第 1 1 --

1 4号，明治 16年 11月--1 7年 3月)で

ある。 3)三宅は，この中で以下のような内容

構成の方法を提唱している。 4) 

第 lは，歴史上の開化の進展を軸とし，其

の開化発展への関係の軽重によって内容構成

を行なうことである。、三宅は，歴史編纂の主

義を以下のように述ペている。

「現今欧米ニ於テ歴史編纂ノ大眼目トスル所

ハ即チ開化ノ進退是ナリ。故ニ開化ヲ進ムル

モノ之ヲ逼ムルモノ皆残サズシテ之ヲ挙テ且

又各事実ノ軽重ハ其ノ開化ニ関係ノ軽重ヲ以

テ之ヲ定ム.是以世態人情ノ変遷文字技芸政

治宗教等ノ変遷ヲ主トシテ論シ戦争ノ事王室

ノ記ノ知キハ余リ有用トセス。 J 5 ) 
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第 2に，この開化進展の次第を理解させる

ために，時代区分を行い，前時代と後時代と

の関係，前事実と後事実との関係をつかまそ

うとしている。そしてそこでは r大事蹟ヲ

取テ大別スル J 時代区分法を最良の方法とし

て r上古，藤氏，源平，北条，南北分立，

足利，群雄割拠，豊臣，徳川，維新，現時 J

という時代区分法を提唱している。(但し，

三宅米吉自身は，この時代区分法を「分類法

J と呼んでいる。)

第 3に，この開化発達の進展を理解させる

ための教材の選択基準として「仁君英主ノ治

績 J r失政の更迭及政蹟 J r外交外戦 J r内

乱 J r文芸宗教技芸付著名の学士僧侶 J r風

俗 J r忠臣，賢者，英雄，等ノ伝 J の 7点を

挙げている。

このように三宅の内容構成論の軸は，開化

発展の進展を理解させるということにあった

と言えるが，その根本には，明治 19年に普

及舎から刊行された『日本史学提要第一編』
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の緒言に述べられている如く r事々其歴史

事象の原因結果を尋ね，相互の関係を明らか

にし，以て我が国社会変遷の大要を示さんと

す。』という三宅の，原因結果を探求するこ

とで歴史発展を認識していこうとする歴史学

的指向性があったということができるであろ

う。

しかし，三宅の，この歴史教育論は授業を

どのように構成するかという問題には触れら

れておらず r歴史編纂法 J として，教科書

編纂として結実していくことになった。

a教授方法論 ーヘルバルト主義教授法一

近代歴史教育における歴史授業論に心理学

.一般教育学から立論し教授方法論に一大改

革をもたらしたのが，ヘルバルト主義教授法

の 5段階教授法である。

ヘルバルト主義教授法は，明治 20年， ド

イツからハウスクネヒトが招集され東京帝国

大学で教育学を教授することとなり，そこに
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おいてヘルバルト主義教授法が教育界に導入

される事となり，以後明治 20年代後半から

大きく展開していきすべての教科を教授方法

的側面で大きく規定していくことになる。

その傾向は歴史教育にも指摘することがで

き，明治 20代後半からヘルバルト主義教授

法に理論的根拠をもっ様々な著作や訳書が，

本格的に論じられるようになる。

その中で特に明治 20年代の有力な歴史教

授論であると考えられる著書に明治 2 5年，

博文館から刊行された，本荘太一郎著の『歴

史教授法.!I (この書は歴史教授法と銘打って

出版された最初のものである。)と明治 2 7 

年に六盟館から刊行された，谷本 富の『実

用教育学教授法』とがある。その日次を示す

と以下のとうりである。(表 4) (表 5) ( 

本荘太一郎，谷本 宮も共に，帝国大学特約

生教育学科の生徒としてハウスクネヒトから

ヘルバルト派の教育学について直接学んでい

る。)
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(1)本荘太一郎著『歴史教授法』

(表 4) 

目次

第一編 教授汎論

第一節 心ノ体及ピ其用一心情ノ二区

分

第二節 外界事物ノ二大類別-経験及

ピ交際

第三節 学校教授の必要一人文科及ピ

自然理科

第四節 両科教育上ノ価格及ピ此ノ事

ニ関スル諸家ノ意見

第五節 地理科ノ人文理科ノ二大学科

ニ対スル関係

第六節 結論

第二編 歴史科本論

第一章 歴史科ノ教授上ノ価格

第七節 歴史教授ノ目的

第八節 国民教育上ノ効果
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第九節 道徳教育上ノ効果

第十節 日本歴史ノ特質

第十一節 東洋歴史ノ特質

第十二節 コンペーレ氏小学歴史教授ノ

目的
， ¥¥，C 

第十二節 歴史ノ心意発達上ノ効果

第十四節 小学歴史科ノ範囲

第十五節 小学歴史教授ノ時期

第二章 歴史科の教材及ピ配列法

第十六節 歴史科教材配列法

第十七節 独逸ヘルバルト派ノ衆心的配

列法

第十八節 グリム氏童話一小学初年級ノ

衆心的配列中心史料

第十九節 ロビンソンクルーソ一物語

一衆心的配列中心史科

第二十節 聖経物語

一衆心的配列中心史科

第二十ー節 オデッソイス物語

一衆心的配列中心史科
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第二十二節 独乙国史伝一全中心史科

第二十三節 我国歴史科ノ教材一昔噺物語

類

第二十四節目 我国歴史科教材ー郷土史

第二十五節 我国歴史科教材一神代史

第二十六節 歴史ノ教材ニ関スル二大誤解

第二十七節 我国歴史科教材一日本史伝

第二十A節 我国歴史科教材一結論

第二章 歴史科教授法

第二十九節 歴史科教授法ノ順序一教授ノ

五段階形式

第三十節 教授材料ノ区分

第三十ー節 実例ー鱒鵡ト熊トノ話

第三十二節 実例ー魯敏孫物語一節

第三十三節 実例一日本武尊

第三十四節 従来ノ歴史教授法批判

第三十五節 歴史ヲ直観的タラシムル法

第三十六節 歴史ヲ実演セシムル法

第三十七節 歴史教科書

第三十λ節 教科書ノ用法
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第三十九節 談話演習ノ必要

第四十節 歴史科教員ノ資格

第四十ー節 結論

(2) 谷本 富『実用教育学及教授法』

(表 5) 

日次

上篇

第一章 ヘルバルトの教育史上に於ける

第二章

第三章

第四章

第五章

第六章

第七章

第八章

地位(上)

ヘルバルトの教育史上に於ける

地位(下)

ヘルバルトの心理説ー班

教科統一論

五段階教授法

人物養成論

支那古代の教育史

孔子の教育主義
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第九章 貝原益軒の教育主義

第十章 学校教員心得

下篇

第三章 歴史科教授法

これら 20年代のヘルバルト派の教授論は

論者によって相異は在るものの，共通したい

くつかの特徴を挙げることができる。

第 1に，教授方法として 5段階教授法を行

なうことである。 5段階教授は，具体から抽

象八，既知から未知ヘ，事実から概念へとい

った，子供が知識を獲得してゆく理法を形式

化したものである。その形式化されたものは

様々に呼ばれているが，例えば本荘は r予

備期 J r提示期 J r概括期 J r応用期 J と呼

んでいるし，谷本は r予備 J r提示 J r織

綜 J r統合 J r応用」と呼んでいる。

それでは，それぞれの段階においてなされ

る内容は，どの様なものであろうか。谷本を
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例にとれば，以下のように述ペている。 6) 

予備

「先一課題を授けむとする時は，之に先立ち

て予め生徒の知り居る所の知識を分析し，以

て新たに授くるものを了解会得するの階梯を

作るペし。 J

提示

「提示の法は説述を主とす。説述は簡易明哲

にして，且感情に宮まざるべからず。是は所

謂歴史上の遺物を斉し，地図を提示するこ由

りて成るペし。 J

織綜

「さて歴史上の事実は別にして前後の関係を

考察すること肝要なりとせば，織綜の段にお

いては，二人物，二時代を比較評論せしめ以

て事物変遷の有様を知らしめ，且つ之に道徳

的判断を加八しむべし。 J

統合

「次に統合の段にては，手短に新たに授けた
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る事実及び其の判断を約め，之を記載して，

以て生徒の記憶に便ならしむ。」

応用

「即ち先づ偉人豪傑の嘉言善行を以て，生徒

自身の模範とすlることを教習すパし。又史論
~ピ

或いは紀事文を起草して，其感慨を吐露せし

むるも可なり。而して特に望む所は，歴史的

詩歌，文章を講読せしむることなり。 J

第 2は，この 5段階を歴史の授業で必ず行

なうことを要求している点である。谷本は，

次のように述ペている。

「歴史も又他の諸学科と同じく五段の順序を

追って教授すパし。 J 7】

また，本荘は，次のように述ペている.

「歴史教授ノ順序ハ，他ノ諸学科ニ於ケルガ

如ク，個ヨリ教授学一般ノ形式ニ準拠スベキ
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モノトス。蓋シ教授ノ形式ナルモノハ，学科

ノ性質異ナルニ従ヒテ之ヲ実施スルノ際，多

少ノ掛酌ヲ加ヘザルベカラザルコトハ勿論ナ

レドモ，其要旨ニ至リテハ，何学科ニ適用ス

トモ，決シテ誤べリナキモノ之レナリ。 J 8) 

これらの主張は，心理学・一般教授学より

立論された知識獲得の理法としての 5段階教

授法を，その真の意味を理解する事無く，ま

た，歴史認識の論理とは関係なく，機械に当

てはめて行く事へとつながっていった。

第 3は rとにかく児童をして身白から其

の境にありて目とするが知くに感動せしむる

を要す。 J g) とあるようにあたかもその場所

にいるがごとくに子供を引き込めということ

である.しかし，この主張は，歴史学的に根

拠をもってなされたものでなく，経験的ある/

いは心理学的に，人物から感化を受けるとき

に有効な手段として主張されたものである。

34 



第 4は，普通教育における歴史教育の目標

を人物育成，品性陶冶に置いていることであ

る。本荘は，以下のように述ペている。

「其(普通教育ρ ・著者)教育ノ目的トスル所

ハ実ニ此品性ヲ陶治スルニ在ルモノナレバ，

之ガ教授ノ目的ニ至リテモ，学理専攻ノ外ニ

他ヲ考慮スルノ遺ナキ学校トハ，自ラ其趣ヲ

異ニセザルベカラズ。 J 1 0 ) 

又，谷本は，人物養成を目的とする教授を

「教育的教授」と呼び，以下の様に言って，

歴史教育を区別している。(表 6) 1 1】

「歴史と一口に言へど其種類固とよりーなら

ず。ーは科学的歴史にして是は専門教育に属

す。此れに用なし。ーは教育的歴史にして，

吾人の普通教育に於いて用品、るところの者な

り.教育的歴史を分かちて更に予備的歴史及

簡易的歴史の二種類となす。 J 1 2) 
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「所調予備的歴史とは，専ら歴史とは如何な

る者か，人民の歴史的生活とは知何なる者な

るかと云ふことを知らしめむが為に，歴史的

生活の模範となすべき者を教へ，以て人文開

化の由りて来る所，由りて進むべき所の大意

を会得せしめ，是に由りて以て児童の心に百

般の興味を起こし，道徳の意志を養成するを

其目的とするなり。 J 1 3) 

「筒易的歴史と云ふは，主要なる時代に就き

て児童に解し易く説く者なり。 J 1 4 ) 

(表 6) 

「一一予備的歴史

普通教育…教育的……|

」一一簡易的歴史

専門的歴史…科学的………完全的歴史
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第 5は，子供に理解できないという理由と

人物養成に資することができないという理由

で，歴史の因果関係を教授することを小学校

段階では否定している点である。本荘は以下

のように述ペている。

「小学校歴史教授ハ決シテ高尚ナル文明史人

類発達史ヲ目的トスベカラズ，直接ニ歴史ヲ

教授センコトノミ目的スルコト既ニ誤レリ。

小学校ノ歴史ハ史学ヲ教授スルニアラズシテ

史学ニ関セル交際上ノ知識ニ依リテ生徒ノ品

性ヲ陶治センコト.其主眼トスル所ナリ。…

(中略)…故ニ小学校ノ歴史科ヲ教授セント

スルモノハ，ソノ順序ヲパ学理ニ取ラズシテ

児童心理ノ発達ニ準拠シ.其事実ヲバ文明史

的ノ関係ニ依リテ取捨セズシテ，児童の心情

を感動セシムルノ多少ニ依リテ.之ガ採取ヲ

決スベシ J 1 5) 

又，谷本は，次のように述ペている。
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「普通教育にー於て歴史を教授するの首意は，

那辺に存するやと云ふに，この事我国の時流

論者は，概ね誤解し居るか知くなり。彼等は

旧来の歴史教授を以て，徒らに潰末の事実に

拘泥し，機運消長の大道に通せず。又徒に人

物の行跡に着眼して文明進歩の理法に注目せ

す。世態変遷，原因結果の推究に至りては挙

げて是等を顧みさる者なりとし，多々其弊を

弁して，一概に，文明史的，人類学的講究の

新法を主張せり。否な，我文部省にて先年，

小学校歴史教科書を募集せられたる時なとも

其編纂の趣旨として公にせられたる所は，ま

た殻分かこの持論に感化せられたるか如くな

りしを見る。想うに，是れ未だーを知りて，

2を知らざる者にはあらさるか。 J 1 6 ) 

この第 5の特徴は，明らかに三宅米吉の「

開化発達 J r原因結果」の認識の論に対し，

子供の理解力と品性陶治という視点から批判

/ 

、
」

. 
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している。

このように 2 0年代におけるヘルバルト

派の歴史教授方法論は 5つの特徴を持って

いるのだが，その主張の立論の根拠になって

いるのは何であったのだろう。

それは，①目標としての品性陶冶及び人物

教育。これは「教則 J の中で主張されている.

「忠君愛国の志操 J と同じ内容を示すもので

あった。②この目標と，心理学・一般教育学

から立論された「子供の発達の原理 J ③「

知識獲得の理法」としての r5段階形式」の

3点から成り立っていたと言える。

4.小結

明治 3 0 ・4 0年代の歴史教育の歴史的状

況は，授業そのものをどの様に構成するかと

いうことに問題意識が向けしられた時代だと言

うことができる。

そのような状況のなか明治 20年代には，

歴史授業が，目標，内容構成，教授方法にわ
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たって改善されてきていた。

その内容を示すと①目標論は「国体ノ大要

ヲ知ラシメ忠君愛国ノ志操ヲ養フ」事と完成

し，②内容構成論的立場から三宅米吉が「原

因結果の関係 J r開化発展の歴史 J を教える

ことを主張し改善されて来た。そしてその立

論の根拠に歴史学があった。一方，@教授方

法論的立場から，谷本 宮等が「子供の心理

的発達」・「認識の一般的法則 J r 5段階教

授法 J を主張し，授業の教授方法的側面が改

善され(足。そしてその立論の根拠になってい

たのは，一般教.育学，心理学であった。

そして，お互いに影響をしあいながら歴史

授業論の改善を進めて行くのであるが，しか

し，この内容論と方法論は明治 2 0年代の段

階では，内的に結合することができないでい

た。内容構成論の立場では教材としての教科

書の内容を改善するにとどまり，一方，教授

方法論の立場では ヘルバルト主義教授法の

5段階教授法を機械的に当てはめた教授方法
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のみの改善にとどまってしまっていた。

このような状況の中で，内容構成論の立場

からは教授方法論的改善には「因果関係」

「開化史」が徹底していないと批判し，方法

論的立場からは，歴史学に根拠をもっ「因果

関係」は子供の心理的発達に適合しておらず

子供が理解できない。また，目標論との関係

で品性陶冶を忘れたものと批判し，相互批判

をしていた。その結果結局，内容構成論は教

科書編纂，ヘルバルト学派の教授論は教授方

法の改善に ξどまってしまい，全体として目

標，内容，方法に論理整合性を持った授業論

となることができないでいた。

斎藤斐章はこのような歴史的状況のもとに

東京師範学校で，歴史学に根拠をもっ三宅米

吉の授業論(内容構成論)と，心理学・一般

教育学に根拠をもっ谷本 富等の歴史授業論

(教授方法論)を直接に学ぶことになる。そ

こで斎藤斐章は，三宅の内容論的立場で歴史

授業論を構成するのか，谷本 富の教授方法
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論的立場で授業論を構成するのか，それとも

これら 2つとは異なる斎藤斐章の歴史授業論

を作り出すのか 3つの選択を迫られることに

なる。そこで斎藤は，第 3の立場をとり，両

者の主張をアウフヘーベンした形で内容的教

授法を中心とした授業論を提案していくこと

になるのである。(図 2) 

(図 2) 

U 

斎藤斐章

三宅米吉 谷本富

42 



[註]

1 )当時(明治 3 0 ・4 0年代〉の教育雑誌

の性格については，稲垣忠彦『明治教授理

論史研究一公教育教授定型の形成一』評論

社， 1 9 7 7 ，の 18 5 - 1 9 2.頁に詳述

されている。

2 )宮原兎ー「歴史教授法序説 J Ii'東京大学

教育学部紀要』第 12号， 1 9 6 6 ，同「

明治歴史教授に論史 J Ii'東京大学教育学部紀

要』第 14号， 1968，同「大正歴史教

授論史 J Ii'社会科教育研究.!I N027， 1

9 6 8 ，より作成。

3 )三宅米吉の歴史教育論を分析したものと

しては，田中史郎「近代教育形成期におけ

る三宅米吉の歴史教育論」中国四国教育学

会『教育学研究紀要』第 15巻， 1 9 6 9 ， 

河内徳子「三宅米吉の歴史教育論 J 日本教

育学会『教育学研究』第 42巻 3号， 1 9 

7 5 ，等がある。
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4 )三宅米吉「小学歴史科ニ関スルー考察 J

『東京若渓会雑誌』第 11号， 1883，

3 2頁。

5 )向上， 3 7頁。

6 )谷本 富『実用教育学及教授法.n 1 8 9 

4， 175-176頁。( Ii'近代日本教科

書教授法資料集成』第 3巻，東京書籍，

1 9 8 2 ，所収)
J 

7 )向上， 1 7 5頁。

8 )本圧太一郎『歴史教授法 全』博文館，

1892， 123頁。

9 )谷本 富『実用教育学及教授法.n 1 8 9 

4， 1 7 5頁。

10)本庄太一郎『歴史教授法 全』博文館，

2 9頁。

11)谷本 宮「歴史教授法要論 J [j'山口高等

学校教則説明書付録 JJ • 3 6頁。( [j'近代

日本教科書教授法資料集成』第 3巻，東京

書籍 19 8 2 ，所収。)

12)谷本 富『実用教育学及教授法.n 1 6 9 
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頁。

13)向上， 1 7 0頁。

14)同上， 1 7 0頁。

15)本庄太一郎『歴史教授法 全』博文館，

30-3 1頁.

16)谷本心富『歴史教授法要論.!I 3 3頁。
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第2章 斎藤受章の歴史教育の成立と展開
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第l節 斎藤受章の歴史教育の成立と展開

1.斎藤斐章の年賦と著作

斎藤斐章の歴史教育論は，明治 3 0年代か

ら大正期全般，さらに昭和 10年代にまで歴

史教育界に大きな影響を与えたにもかかわら

ず，現在の所ほとんどその研究は進んでいな

い。けそれ故，まず斎藤斐章が歴史教育にど

のように関わっていったのか，又どのように

歴史教育論を成立・展開していったのかを見

ていく事で，斎藤斐章がどのような授業論を

目指していたのか，どのように時期区分がで

きるのかという問いに答えて行きたい。そこ

で，まず，斎藤斐章の年賦と著作をまとめた

ものを以下に示すことにする。(資料 1) 2) 
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(資料1) 

莞毛三重子雇菜霊E主主 CJ:)&=干三言普と三吾{~

慶応3年 (1867)2月26日岩手県胆沢郡河村宇佐に生ま

れる。

明治10年 5月小学校入学

明治17年 1月小学初等科教員免許状を受ける。

5月胆沢郡佐野小学校の訓導となる。

明治18年 1月盛岡に出て岩手県師範学校に入学。

明治22年 7月岩手師範学校卒業。郷里阻沢郡脂沢高等小学校

訓導となる。

、 11月抜擢され盛岡小学校訓導となる。

明治27年 『訂新体日本歴史初歩.!l (2冊)大日本図書株式

会社(小学校)

明治28年 4月好学の念やまずして，高等師範学校文科に入学

する。

同校においては国史を三宅米吉に，東洋史を那珂通

世に，修身・教育心理は谷本 宮，波多野貞之助，

大西祝，大瀬甚太郎，元良勇次郎に習う。

同窓生に，乙竹岩造，佐々木吉三郎，馬上孝太郎等

20人がいた。

明治29年学生の身分ながら r奈良朝の仏教Jを『岩手県学

事葉報』によく明治30年まで， 2 9回にわたり連

載。

4月『訂新体日本歴史初歩.!l (2冊)大日本図書

株式会社(小学校)

明治32年 3月高等師範学校卒業と同時に東京府師範学校教諭

兼訓導となる。

8月「修身科教材発達史(上)J (卒論) Ii'教育時
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論』第515号

「修身科教材発達史(中)J Ii'教育時論』第518

号

「修身科教材発達史(下)J Ii'教育時論』第520

号

rt乍文教材改良論J Ii'教育時論』第527号
「作文教材改良論(承前)J Ii'教育時論』第529

号

「元太祖西征の原因J Ii'史学雑誌』第10編

9月「小学校に於ける日用文の教材教授上の悪弊並

びに其の真価J Ii'教育実明治33年験界 (7団連

載).Il 

「作文教材改良論(承前)J Ii'教育時論』第 533

号

明治35年 4月東京高等師範学校助教諭

『歴史教授法全』金港堂

『補習帝国史綱』成美堂 (中学校)

『五年級用 日本歴史』成美堂 (中学校)

明治36年東京師範学校教諭となり主として付属中学の歴史を

担当。

『中等教科東洋史綱』育英舎(中学校)

『中等教科世界史綱上・下巻』

育英舎(中学校)

『中等教科東洋史綱全訂正再版』

育英舎(中学校)

『中等教科世界史綱上・下巻訂正再版』

育英舎(中学校)

明治37年@(j'史学界明治37年3月5日』

「中等教科より東洋史なるー科を削除すペし(ー)
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J Ii'教育時論』第688号

「中等教科より東洋史なるー科を削除すペし(二)

J Ii'教育時論』第689号

「向上(三)J Ii'教育時論』第 691号

「向上(四)J Ii'教育時論』第692号

「向上(五)J' Ii'教育時論』第 693号

「同上(六)J Ii'教育時論』第694号

「中学校長及師範学校長諸君に白す(上)J Ii'教育

時論』第701号

「中学校長及師範学校長諸君に白す(下)J Ii'教育

時論』第702号

「中学校の東洋歴史科の削除J Ii'教育学術界(※明

治37年6月).!l 

「中学校の東洋歴史科の削除J Ii'教育学術界』

第9巻巻第2号(明治37年7月五日発行)

「中学校長及師範学校長諸君に白す(上)J 

『教育時論』第701号

「中学校長及師範学校長諸君に白す(下)J 

『教育時論』第702号

※年代がわかっていない

@ r東京近勝、学校参観概評J Ii'教育学術界』第4巻

第2号

@r東京近係学校参観概評J Ii'教育学術界』第4巻

第3号
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明治38年 『小学校地理歴史教授法講義』目黒書庖

「白鳥博士の帝国教育界における東洋史に関する説

を釈して世の惑を解く J Ii'教育公報』第301号

11 

「白鳥博士の東洋史に関する演説を釈して世の惑を

説く(ー)J Ii'教育時論』第742号

「向上(二)J Ii'教育時論』第743号

「向上(三)J Ii'教育時論』第744号

「同上(完)J Ii'教育時論』第745号

「明治に於ける我が園地理教授の発達J Ii'教育実験

界』第16巻第5・6号

「拙案に対する河島の誤解を釈く(上)J Ii'教育時

論』第711号

「拙案に対する河島氏の誤解を釈く(中)J Ii'教育

時論』第712号

「拙案に対する河島氏の誤解を釈く(下)J Ii'教育

時論』第713号

※河島松之助

「驚藤氏の東洋史削除説を駁すJ (上) (中)

(下) Ii'教育時論』第707号~第709号

「斎藤氏の東洋史削除説を駁す(上)J Ii'教育時論

』第718号

「斎藤氏の東洋史削除説を駁す(中)J Ii'教育時論

』第721号

「斎藤氏の東洋史削除説を駁す(下)J Ii'教育時論

』第722号
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「河島氏の駁論読む(上)J Ii'教育時論』第725

号

「向上(中)J Ii'教育時論』第726号

「同上(下)J Ii'教育時論』第727号

※以下の枠中のものは年代を確定できていない。

「中学校における歴史の初歩教授J Ii'教育学術界』

第10巻第3号

「中学校歴史系統案J Ii'教育学術界』 第 11巻

第5号

「中学校歴史系統案(承前)J Ii'教育学術界』

第11巻第6号、

明治39年 「柴田常恵氏に答ヘ且つ拙案の趣旨を誤れる人に告

ぐJ Ii'教育学術界』 第13巻第3号

「答の答=中学歴史科改良教案例の緒言J Ii'教育学

術界』第13巻第5号

「中学歴史科改良教案例J Ii'教育学術界』第13巻

第6号

「地理歴史教授法研究のー進歩J Ii'教育研究』第3

2号

明治40年 「歴史教授要目を論して中等歴史教科書に及ぶ」

『教育公報』第317号
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「歴史教授要目を論じて中等歴史教科書の性格に及

ぶ続J Ii'教育公報』第318号

11 

「歴史教授要目を論じて中等歴史教科書に及ぶ上

J Ii'教育』 第84号

「歴史教授要目を論じて中等歴史教科書の性質に及

ぶ下J Ii'教育』第85号

『統合歴史教科書日本史上・下』大日本図書(師

範学校)

『統合歴史教科書東洋史総括』大日本図書 (師

範学校)

『統合歴史教科書西洋史』大日本図書(師範学校

『統合歴史教科書日本史上・下』大日本図書

(中学校)

『統合歴史教科書日本史上・下訂正再版』大日

本図書 (中学校)

『統合歴史教科書東洋史総括』大日本図書

(中学校)

『統合歴史教科書西洋史』大日本図書 (中学校)

『統合歴史教科書日本史』大日本図書(女学校)

『統合歴史教科書東洋史総括.!J (女学校)

『統合歴史教科書西洋史』大日本図書(女学校)

明治41年 『歴史科教授法』同文館

「歴史教授に就いて(師範学校長諸君に搬す)J 

『教育時論』第833号

『統合歴史教科書日本史上・下訂正再版』

大日本図書(師範学校)

『統合歴史教科書東洋史総括師範学校用訂正
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再版』大日本図書

(師範学校)

『統合歴史教科書西洋史師範学校用訂正再版』

大日本図書(師範学校)

『統合歴史教科書東洋史訂正再版』大日本図書

(中学校)

『統合歴史教科書西洋史 訂正再版』大日本図書

(中学校)

『統合歴史教科書日本史訂正再版』大日本図書

(女学校)

『統合歴史教科書東洋史総括女学校用訂正再

版』大日本図書:(女学校)

『統合歴史教科書西洋史訂正再版』大日本図書

(女学校)

明治42年 4月東京高等師範学校教授を兼任。

「師範学校教授要目を評すー併て中学校高等女学校

教授要目に及ぶーJ Ii'教育時論』第861号

6月文部省から歴史教授法研究のため満2年間， ド

イツ.イギリス.アメリカに留学を命じられる。

7月留学出発。 (42才)

明治44年留学を終える。

『修正統合歴史教科書日本歴史上・下』

大日本図書 (中学校)

『修正統合歴史教科書西洋史 中学校用訂正3版

』大日本図書(中学校)

『修正統合歴史教科書日本史女学校用上・下

訂正3版』大日本図書 (女学校)

明治45年 ドイツ語で『日本史 (GeschichiteJapans)~ ベル

リンの書庖ジェムラーよ(大正元年)り(英語，
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スエーデン語にも訳され大きな反響)

「小学校に於ける歴史科の位置J Ii'教育研究』

第100号

『修正統合歴史教科書日本史上・下師範学校用

訂正3版』大日本図書(師範学校)

『修正統合歴史教科書師範学校用 日本史上・下

訂正4版』大日本図書 (師範学校)

『修正統合歴史教科書西洋史師範学校用訂正3

版』大日本図書 (師範学校)

『修正統合歴史教科書師範学校用西洋史訂正

4版』 大日本図書 (師範学校)

『修正統合歴史教科書中学校用 日本歴史上・

下』大日本図書(中学校)

『修正統合歴史教科書東洋史 中学校用訂正4版

』大日本図書(中学校)

『修正統合歴史教科書西洋史 中学校用訂正4版

』大日本図書(中学校)

『修正統合歴史教科書女学校用 日本史上・下

訂正4版』大日本図書 (女学校)

『修正統合歴史教科書東洋史女学校用訂正3

版』大日本図書(女学校)

『修正統合歴史教科書西洋史女学校用訂正3版

』大日本図書(女学校)

『修正統合歴史教科書西洋史女学校用訂正4版

』大日本図書(女学校)

大正2年 『実証的見地心理的思索に拠れる歴史の内容的教授

法』目黒書庖

『改訂統合歴教科書日本史上・下巻師範学校用

訂正5版』大日本図書(師範学校)
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『修正統合歴史教科書東洋史訂正4版』大日本図

書(師範学校)

『修正統合歴史教科書東洋史訂正5版』大日本図

書(師範学校)

『統合歴史教科書日本史 中学校上級用』大日本図

書 (中学校)

『修正統合歴史教科書東洋史訂正4版』大日本図

書 〈中学校)

『統合歴史教科書日本史 実科高等女学校用』大日

本図書(女学校)

『修正統合歴史教科書東洋史女学校用訂正4版

』大日本図書

大正4年 『中等歴史教科書日本史師範学校用上・下巻』

大日本図書(師範学校)

『中等歴史教書西洋史 師範学校用』大日本図書

(師範学校)

『中等歴史教科書日本史 中学校用上・下巻』

大日本図書(中学校)

『中等歴史教科書日本史中学校用上・下巻訂

正再版』大日本図書(中学校)

『中等歴史教科書日本史 中学校上級用』

大日本図書(中学校)

『中等歴史教科書西洋史 中学校用』

大日本図書 (中学校)

『中等歴史教科書日本史高等女学校用上・下巻

』大日本図書(女学校)

大正5年 『中等歴史教科書日本史師範学校用上・下巻

訂正再版』大日本図書 (師範学校)

『中等歴史教科書東洋史 師範学校用』大日本図書
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大正6年

(師範学校)

『中等歴史教科書西洋史師範学校用訂正再版』

大日本図書(師範学校)

『中等歴史教科書日本史 中学校上級用』

大日本図書 (中学校)

『中等教育教科書東洋史 中学校用』

大日本図書 (中学校)

『中等歴史教科書東洋史 中学校用訂正再版』

大日本図書(中学校)

『中等歴史教科書西洋史 中学校用訂正再版』

大日本図書(中学校)

『中等歴史教科書東洋史 高等女学校用』

大日本図書(女学校)

『中等歴史教科書西洋史高等女学校用訂正再版

』大日本図書(女学校)

『西洋文明史観』

『中等歴史教科書東洋史師範学校用訂正再版』

大日本図書(師範学校)

『中等歴史教科書日本史 中学校上級用訂正再版

』大日本図書(中学校)

『中等歴史教科書東洋史高等女学校用訂正再版

』大日本図書(女学校)

大正7年 「最近歴史教授の進歩J Ii'最近教授論の進歩』

大日本学術教会

『中学校用統合歴史教科書日本史上・下巻』

大日本図書

大正8年 「最近歴史教授の進歩J Ii'最近各科教授の進歩』

大日本学術教会

「中等学校「タ卜国史教材要項JJ Ii'歴史と地理』
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第3巻第1号

「歴史教授の目的J Ii'歴史と地理』第3巻第5号

『中学校用統合歴史教科書日本史上・下巻訂正

再版』大日本図書

大正9年 東京高等師範学校付属中学校主事。

(昭和3年まで)

『日本国民史』賢文館

大正10年 「外来の新思想と我が国民性(ー)J 

『歴史と地理』第7巻第3号

「世界大戦と我国民性(下)J Ii'歴史と地理』第7

巻第4号

大正11年 『中学校用統合歴史教科書日本史上・下巻訂

正3版』大日本図書 (中学校)

大正12年 『中学校用統合歴史教科書日本史上・下巻訂

正4版』大日本図書 (中学校)

『女子用 日本史新教科書上・下巻訂正再版』

大日本図書(女学校)

大正13年 『中等世界史要 中川一男共著』大日本図書

(中学校)

『女子日本史上・下巻』大日本図書(女学校)

『女子日本史上・下巻訂正再版』大日本図書

(女学校)

『女子日本史上級用訂正再版』大日本図書

(女学校)

大正14年 『女子西洋史』大日本図書(女学校)

大正15年 『中等日本史第2・5学年用 中川一男共著』

大日本図書(中学校)

『女子東洋史訂正再版』大日本図書(女学校)

『女子西洋史訂正再版』大日本図書(女学校)
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『実業教育外国史』大日本図書(実業学校)

昭和2年 『中等日本史第1・2学年用訂正再版中川一

男共著』大日本図書

昭和3年 主事辞職。昭和11年4月に退官するまで，東京高

等師範学校教授及び文理科大学講師として西洋史を

講義。

『世界読史年表』大日本図書

昭和4年 『文学博士三宅米吉著述集』編纂・刊行

『三宅博士古稀祝賀会 記念論文集』編纂・刊行

昭和5年 『実業世界史』大日本図書

昭和8年 「歴史教育の比較研究一欧米における歴史教育制度

の比較ーJ [j'教育』第一巻第二号，岩波書庖

「中等外国史教材要項J [j'歴史と地理』第3巻第

1号

『日本国民史(上・下巻)JJ賢文館

昭和9年 『中学国史第3・5学年用訂正再版』

大日本図書(中学校)

昭和10年 『女子東洋史訂正3版』大日本図書(女学校)

『女子西洋史訂正3版』大日本図書(女学校)

『実業教育外国史全訂正再版』大日本図書

(実業学校)

昭和11年 「国民教科としての歴史教育J [j'歴史教育講座』第

1 2輯四海書房

『女子国史下巻訂正5版』大日本図書

『女子国史上・下巻訂正6版』大日本図書

昭和13年 『中学校用新制東洋史訂正再版』大日本図書
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Z明治 3 5年『歴史教授法 全』の成立

斎藤斐章は，慶応 3年 (1867) に岩手

県に生まれ，明治 10年，同地の小学校に入

学し，明治 17年には小学校教員免許状を受

け，更に進んで明治 18年，盛岡に出て岩手

県師範学校に入った。明治 22年，そこで優

秀な成績で卒業したのち，同年(当時斉藤は

2 2才)盛岡小学校訓導となり明治 2 8年(

2 8才)までの 6年間，実地に教育を行なっ

ている。ここから，斎藤の教育活動の出発点

は教育実践にあると言うごとができょう.

しかし，斉藤は好学の念やまずして上京し

て，明治 2 8年，高等師範学校文科に入学す

る。同校においては，国史を三宅米吉に，東

洋史を那珂通世に，修身・教育心理は谷本

富，波多野貞之助，大西 祝，大瀬甚太郎，

元良勇次郎等に習うこととなる.そしてそこ

では，当時の歴史教育界における権戚と考え

られる，歴史内容構成論としての三宅米吉の

論(三宅は r歴史編纂法 J として主張し，
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歴史内容構成論に多大な影響を与えた。)及

び，歴史教授方法論としてのヘルバルト主義

(谷本 富の歴史教授論など)といった内容

論と教授方法論の両方を学ぶこととなり後に

斎藤斐章独自の歴史授業論を作り出す前提と

なっている。

斎藤は高等師範学校において上記のような

素晴らしい様々な師に巡り合っているが，特

に三宅米吉に私淑し，師事している。

斉藤は明治 32年高等師範学校を卒業した

と同時に，東京府師範学校教諭兼訓導となり

研究を続けると同時に，実際の教育現場にも

たずさわづている。そして，明治 3 5年には

東京高等師範学校助教諭となり，本格的に歴

史授業論を展開していくことになる。その第

一段が金港堂より出版された『歴史教授法

全』である.この書物は，斎藤斐章の歴史授

業論の出発点であるという意味と同時に，わ

が国最初の本格的且つ単独の歴史教授法論と

して高く評価されている著書である。この著
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書の目次を示すと以下の(表 7)のようにな

る。

(表 7) 

①明治 35年 『歴史教授法 全』

第一章 歴史教授法発達略史

第一節 欧州に於ける歴史教授の発達

第二節 我が国に於ける歴史教授の発

達

第二章 歴史教授の目的

第一節 歴史とは何ぞや

第二節 普通教育上に於ける歴史教授

の目的

第一 実質上の目的

第二 形式上の目的

第三節 我が国小学校に於ける日本歴

史教授の目的

第三章 歴史教材の選択

第一節 歴史思想の人種的発達
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第二節 歴史思想の心理的発達

第一 児童は歴史を好まざるか

第二 児童の歴史的意識の発達に関

する実験

第二 児童の歴史的記憶に関する思

想の発達

第四 児童の歴史的年代に関する思

想の発達

第二節 知何なる教材が児童の心意に

適すパきか

第四節 我が国小学校に於いて課すペ

き歴史教材

第四章 歴史教材の排列法

第一節 歴史の基礎観念

第二節 郷土史の教授

第三節 一般歴史の教材排列法

第一 順進的排列

第二 逆進的排列

第二 円周的排列

第四 分類的排列
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第五 連合法

第六 伝記体

第七 編年体

第八 紀事本末体

第九 地理的関展法

第十 我が採用すべき排列法

第五章 歴史教材の取扱方(教法)

第一節 ヘルバルト派の所説

第二節 我が採るべき教法

第三節 教案例

第六章 歴史教授上注意すべき件

第一節 歴史の種類について

第二節 歴史教授の形式に関する注意

第二節 歴史教授の材料に関する注意

第一 一国の発達を世界進歩の一部

分として理解せしむべし

第二 歴史教材は現代史に重きを置

く Jくし

第二 歴史教材は常識を養成するも

のなるべし
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第四節 歴史教授に於いては児童を活

動せしむべし

第五節 歴史教授は常に反復せしむパ

し

第六節 歴史教授は直観的なるべく又

推理的なるべし

第七節 プランゲ氏の歴史教授に関す

る注意

第八節 歴史教授は予備授典精成の二

時期に分つペし

第九節 歴史教科書に関する注意

第十節 歴史教授用具に関する注意

第一 歴史の根本史料

第二 年代地図年表等

第二 参考室

第七章 中等教育における歴史教授法

第一節 其の目的

第二節 其の教材

第二節 教授上注意すべき要件

第八章 歴史研究法
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第一節 根本史料

第二節 図書館と博物館

第三節 目録， .沿草地図，現代地図，

年表，系図，図書，模型，

写真，肖像等

第四節 手録

第五節 現代史と地方史

第六節 歴史研究法の三段階

中学校に於ける歴史教授要目

ここで斎藤斐章は，第 1章において欧州及

び我が国における歴史教授法の発達の歴史が

述べられ，現在までの歴史教育の到達点及び

欠点を評価し，第 2章において目的，第 3章

・第 4章において内容の選択及び配列，第 5

章において，方法を述ペ，目的・内容・方法

を明確に区別し論を展開しようとしている。

そして，第 7章・第 8章において，中等歴史

教育についても述ペており，小学校歴史教育
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と中等歴史教育を共に研究視点に入れている

という斎藤の特徴を表している。

また斎藤は，歴史教授法を論じるに際し，

以下のように主張している。

「凡て教授法を論ずるには，二つの方面より

せざるべからず。其のーは，形式的教授法に

して，他のーは内容的教授法なり。形式的教

授法は，各学科に関する一般の教授法にして

一般教育学より立論せるもの，内容的教授法

は学科の性質より立論せるものなり故に歴史

教授法を研究するにも，必ず此の二方面より

研究せざるべからず。されば今ここに歴史に

関する内容的教授法に就きて論ぜんとす。 J

3】

斎藤は，歴史教授法を論じるには 2つの方

法があると考えている o 1つは形式的教授法

で，一般教育学から立論したもの。 1つは内

容的教授法で，教科の持つ性質(ここでは歴

史)から立論したものであった。斎藤は 2
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つの方法とも同様に等しく重要なものである

としながらも，ここでは内容的教授法から論

を展開していっている。この内容的教授法に

根拠を持ち，授業論を展開してゆくことこそ

が，他にはない斎藤独自の歴史教授業論の特

徴であった。

a明治 4 2年の欧米留学までの活動

翌，明治 3 6年，東京高等師範学校教諭と

なり主として付属中学の歴史を担当した。こ

こに至り斎藤は小学校・中学校及び師範学校

といった様々な学年段階における歴史授業を

実地するという経験をもつに至のである。こ

のことは斎藤の歴史授業論の総合的性格に大

きな影響を与えることとなる。なぜなら，当

時の学校教育制度が，小学校では日本史を教

え，中学校では日本史・東洋史，西洋史を教

えたことから，小学校及び中学校をも視野に

入れた歴史教育研究は必然的に，日本史・東

洋史・西洋史の全てを視野に入れる必要があ
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り，そこから斎藤の歴史教育の総合性が生ま

れたと考えることができるからである。

斎藤は明治 37年以降，中等歴史カリキュ

ラム改造についてIi'教育時論』や『教育学

術界』等の，当時の歴史教育界において重要

な学術雑誌の中で，東洋史削除説を精力的に

展開し，東洋史擁護派の白鳥庫吉等と激論を

戦わせている。ここにおける斎藤の論は大略

以下のようなものである。中等教育において

東洋史を教授する際，現場における困難は東

洋史という教科そのものに起因する。日本史

を中心に，それとの関連において東洋史の内

容も選択すべきであり「東洋歴史を日本歴史

科の中に之を挿説する J という論であった。

この論は，当時の中等歴史カリキュラム編成

に大きく影響を及ぼしてゆくこととなる。

斎・藤は翌 3 8年に 2作目の歴史教授法書で

ある『小学歴史地理教授法講義』を出版する

事となった。この著書の目次をあげれば次の

通りである。(表 8) 
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(表 8) 

明治 3 8年『小学歴史地理教授法講義』

目次

第一章 歴史教授法発達略史

第一 欧羅巴に於ける歴史教授の発達

中古以前

ー 近世初期一

十八世紀

(1) フランケ

(2) パセドー

(3) パールト

但) 汎愛派及新人道派の所説

(5) 十八世紀の歴史教授

四 十九世紀

(1) ナトルプ

(2)ー ゲジケ

(3) 十九世紀に於ける歴史教授

の欠点

ω ペスタロッチー
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(5) ヘルバルト

(6) コ-)レラウシュ

(7) レーベル

(8) ベテル

(9) カンベ

ω ランケ
(11) ピーデルマン

(12 ) フリック

(13) チェレンネ Jレ

五 現在に於ける欧羅巴諸国の歴史

科

第二 吾国に於ける歴史教授の発達

明治維新以前の歴史教授

明治時代の歴史教授

(1)第一期 明治五年前後

(2)第二期 明治十年前後

(3)第三期 明治十六七年年以後

(4)第四期 明治二十三四年以後

第二章 歴史教授の目的

第一 歴史とは何ぞや
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第二 小学校に於ける歴史授業の

目的

実質上の目的

(1) 歴史の性質

(2) 歴史教授の目的

一 形式上の目的一

(1) 愛国心の養成

ー (2) 善悪の判断力の養成

(3) 因果応報の理を知らし

但) 歴史の価値

(5) 永久不滅の念を養ふ

(6) 歴史は見聞を博くする

第二 我が国に於ける日本歴史教の目

的

第三章 。歴史教材の選択

第一 歴史思想の人種的発達

(1) ブッシュメン

(2) 濠太刺利亜人(上)

(3) 濠太刺利亜人(下)

但) ヴェツダ
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第二!

第三

第四章

第一

第二

四

(5) ダコタ

(6) エスキモ一人

(7) メキシコジン

(8) 結論

①社会的結合

②因果の観念

③過去の観念(年代的観念)

@其の他の歴史思想

歴史思想の心理的発達

児童は歴史を好まざるか

児童の歴史思想に関する実験

歴史教授の方針

児童の心意に適すべき材料

歴史教材の排列

郷土歴史の教授

一般歴史教材の排列

順進的排列

逆進的排列

円周的排列

分類的排列
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(1)事実的関係に依って分類する

もの

(2)重要なる出来事の年月に従つ

て分類するもの

五 編年体

--L.o 

紀 事本末体ノ、

七 連合法

八 伝記体

九 地理的関展法

十 開化史的教授法

第五章 歴史教授材料の取扱方(教式)

形式的段階

第一段 予備

第二段 提示

第二段 比較

第四段 総括

第五段 応用

第一 歴史教授の形式に関する注意

(1)報知的表明

(2)教訓的表明
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(3)美文的表明

但)推究的表明

第二 歴史教授の材料に関する注意

第三 近世史に重きを置くこと

第四 歴史は常識を養うものなるペし

第五 歴史教授は常に反復せしむべし

第六 直観的なるべく又推理的なるパ

し

第七 プランゲの説

第八 歴史教授は予備，授興，精成の

三時期に分かつペし

第九 歴史教授用具に関する注意

根本史料

(1)伝説

(2)当代の記録，日記，その他の

古文書

(3)石碑貨幣の紋様

(4)国民文学

(5)遺物，遺跡

(6)言語
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四

五

-"色a

ノ、

第十

(7)現存せる所の儀式，習慣

年代図

地図

年表

系図

図書，模型，写真，肖像

手録

(一~六省略)

第十一 教科書使用上の注意

第七章 固定教科書使用上の注意

第一 従来のものと異なる教材

第二

第三

南北朝を同格にせること

壬申の乱なきこと

児島高徳のこと

時代時代を分つペし

各時代に於ける年代の長さを知

らしむべし

第四 重なる紀元年数を知らしむべし

第五 各時代を終らば総括をなすべし

第六 史料は因果の関係によりて連絡

7 6 



第七

第入

第九

第十

第十一

第十二

第入章

第九章

付録

せしむべし

文明史的要素(直観材料)の取

扱につきて

各時代時代に於ける外国との関

係を了解せしむべし

年表系図の取扱につきて

複式多数の制に於ける適用

第一，二巻の使用につきて

第三，四巻の使用につきて

固定教科書挿絵の解説

小学日本歴史教授要目

(教授時間配当)

歴史研究法

ここで斎藤は，第一章「歴史教授法発達略

史」において，これまでの歴史教授法の歴史

的発展の過程を述ペ評価している。第二章「

7 7 



歴史教授の目的 J 第三章「歴史教材の選択

」・第四章「歴史教材の排列 J では内容，第

五章「歴史教材の取扱方(教式) J では方法

について述ペ，明治 3 5年の『歴史教授法

全』と同じ論理構成となっておりしかも内容

もほぼ同じものであり.斎藤斐章の歴史教授

法の構成のひとつのスタイルがすでに明治 3

5年には成立していたと考えられる。

この中でも斎藤は，内容的教授法について

次のように述ペている。

「一体教授法には，二通りあります。即ち形

式的教授法と内容的教授法とありますが。形

式的教授法とは如何なるものかと云ふと，

般教授学より立論したものである。一体小学

校の教育は，どんな目的を有するか，又それ

を教育するにはどうゅう方便を用ひねばなら

なぬかと云ふように一般教育学より立論した

ものが，形式的教授法である。教授の形式は

五段教授法に依らなければならぬとか，三段
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教授法に依らなければならぬと云ふのは，形

式的教授法であります。所が内容的教授法と

云ふのは，これと反対で各学科の性質より立

論したものであります。吾々は一方は形式的

教授法を研究して，一般教育学を研究した結

果としてこうゅう風にしなければならぬと云

ふ事を研究して参らねばなりませぬ。所が教

育学の方からは適当であっても内容の上から

はいかぬという事実があります。その時は，

内容的教授法を研究して彼の形式に適合させ

て行かねばならぬ o J 4) 

斎藤は，ここでも一般的教授法と内容的教

授法の両方が，教授法には必要であ'るとしな

がらも，内容的教授法からの立論に重点を置

いて，授業論を説いている。

続いて明治 39年の「地理歴史教授法研究

のー進歩 J (j'教育研究』第 3 2号の中では，

次のように教科の性質から，歴史授業論を立

論していくことの重要性を説いている。
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「一，形式的教授法の研究のみに満足すペか

らず J 5) 

「形式的教授法は，心理学及び教育学の示す

所の原則に従って，一般的形式，普通的方法

を研究するものであるから，我が国に教育学

が，はいってくると同時に，盛んに教育者に

研究せられたが，内容的教授法の研究は，ー至

って遅々として進歩しなかった，全体教授法

は，形式的研究ばかりでは，不完全である，

必ず各学科々々の性質上からも.研究せねば

ならなぬものだ， ;tも，初期に於いては，一

般教授法，即ち形式を研究することが，必要

であるけれども，今は，これのみに満足して

は，居られぬ，必ず.各学科々々の性質上よ

り，要求するところの，特殊の方法を研究せ

ねばならなぬ o J 6 ) 

r (他の教科は…著者)色々，其の学科の内
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容上より，教授の方法を考えて，居る，従っ

て是等に関する著書もあれば，講習なども比

較的に多いが，地理歴史の 2科については，

一向，研究が出来てな'い，従って歴史地理科

の性質より，教材の選択配列，並びに教材の

取り扱い方を如何にせねばならぬかというこ

とは.殆んど，研究されて居らぬ，であるか

ら，つまり，中学校や，師範学校や，又は，

是等以上の高等なる学校で，教ふる教材をコ

ンデン卜したものを，教授するに止まって，

地理歴史の教材につきて根本的研究をなし，

所謂，学科内容上性質から教授法を研究する

ことを怠って居る.是れ，此の二科の教授法

が，尤も遅々として進歩しない所以である。

}
 

句
，E

E
J
 

こ の主張から 2つのことが読み取れる。

第 1は，明治 35年以来，斎藤斐章が，主

張し続けていた内容 J的教授法とは，歴史のも

つ性質からの立論であり，その歴史の性質を

8 1 



歴史授業論の原理として教材構成論，及び，

教授方法論を根拠付けて行かねばならないと

いう主張であったのであり，それは歴史認識

にかかわる問題であり，ただ内容を詳しく教

えれば，事足りるという性質のものではなか

ったことがわかる。

第 2は，歴史授業論には一般教授法と内容

的教授法の両方が必要であるが，当時の歴史

授業論研究は，一般的教授法のみを研究し，

より重要であるはずの内容的教授法をまった

く研究していない。それ故，歴史の性質から

立論する内容的教授法を研究していくことが

必要であるというのである。そして，この内

容的教授法によって構成された歴史授業論こ

そが，斎藤斐章の目指す歴史授業論であった

のである。

続いて，明治 4 1年には，同文館より『歴

史科教授法』が刊行されている。この目次を

示せば，以下(表 9)のようになっている。
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(表 9) 

明治 4 1年

第一章

四

五

第二章

(1) 

(2) 

(二)

『歴史科教授法』

歴史とは何ぞや

第一説 歴史は過去の事実を

研究する学問なり

第二説 歴史は過去の記録を

研究する学問なり

第三説 歴史は人間に関する

学問なり

第四説 歴史は過去の政治な

り

歴史の定義(歴史は社会にお

ける人類の発達を研究する学

問なり)

小学校に於ける歴史教授の目

的

歴史の性質

歴史教授の目的

形式上の目的
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(1) 愛国心の養成

(2) 善悪の判断力の養成

(3) 因果応報の理を知らしむ

(4) 歴史の価値

(5) 永久不滅の念を養う

(6) 歴史は見聞を博くする

第二章 歴史教材選択の方針

本論

第四章 国定教科書使用に関する一般

の注意

第一 固定教科書の教材について

(一) 南北朝を同等に見たること

(二) 御歴代の数が無い

(二) 壬申の乱が無い

(四) 其の他の教材

第二 時代の区分法について

(一) 神代

(二) 上古

(二) 新政時代

(四) 平安朝時代
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(五) 鎌倉時代

(六) 南北朝

(七) 室町時代

〈入) 織豊時代

(九) 徳川時代

(十) 明治時代

第三 紀元年数について

第四 各時代の総括をなすべし

第五 史実は凡て因果の鎖にて結び

付くペし

第六 各時代時代に於いて其の外国

との関係を説明すパし

第七 文明史に注意すパし

第八 年表系図について

第五章 日本歴史総説

第六章 神代

第七章 神武天皇の創業

第入章 崇神垂仁の両代 上古の風俗

第九章 熊襲と蝦夷

第十章 韓国内附
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第十一章 学問工芸の伝来

第十二章 韓国の叛服

第十二章 仏教の伝来と美術の進歩

物部蘇我両氏の争い

第十四章 大化の新政

第十五章 律令の選定

第十六章 奈良朝

第十七章 平安初期

第十八章 藤原氏の檀権

第十九章 前九年後二年の役

第二十章 院政時代

第二十一章 鎌倉幕府

第二十二章 両皇統の分立

第二十二章 北条氏の滅亡

第二十四章 建武の中興

第二十五章 南北朝

第二十六章 室町幕府の組織

第二十七章 関東管領

第二十八章 応仁の乱

第二十九章 東山時代
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第三十章

第三十一章

第三十二章

第三十三章

第三十四章

第三十五章

第三十六章

第三十七章

第三十八章

第三十九章

第四十章

室町幕府の滅亡

戦国時代

足利時代に於ける対外関係

織田信長の業

豊臣秀吉の海内統一

豊臣秀吉の外征

徳川家康の創業

江戸幕府の組織及び其政策

外国との交通

文教の振起

幕府の中興

第四十一章 徳川幕府衰勢 尊王論

第四十二章 米艦渡来と尊王摸夷説の進

行

第四十三章 王政維新 明治新政の大綱

第四十四章 征韓論 西南の乱

第四十五章 諸般の改革 帝国議会

第四十六章 ロシア及び朝鮮との関係

第四十七章 明治二十七八年戦役

第四十八章 明治三十七八年戦役
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第四十九章 歴史教授用具に関する注意

根本史料

一 年代図一
地図

四 年表

五 系図

-'- 図画，模型，写真，肖像ノ、

この著書は，今までの著書とは若干趣を異

にしている。第 1章から第 2章までを「歴史

とはなんぞ」やと言う聞いに対する，歴史学

の定義，歴史の性質を述パ，歴史教授の目標

及び，歴史教材の選択の方法を述ペている。

これは先に見た内容的教授法の立論の根拠で

ある r歴史の性質 J に答えるものになって

いることがわかる。(但し，この「歴史とは

何ぞや」という問いに関する解答は，明治 3

5年『歴史教授法 全』には，すでに述パら

れており，この点に関しても，明治 35年の
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段階ですでに成立していたと考えられる。)

このように歴史の定義・性質を述べたあと

に，その定義にしたがって国定教科書の使用

上の注意として第 4章を述べ，以下第 5章か

ら第 48章まで，形式的には教科書に添った

かたちで，歴史授業の中でどのような内容を

教授していくのかということを，具体的に説

明して行っている。その際，内容構成の大原

則は，以下に示すとおり，時代と時代の因果

関係であった。

「元来，歴史教材は，日本の閲閥より現今ま

で，一つの大なる連鎖となって，前代は後代

の原因となり，後代は前代の結果として，説

明せねばならぬのである。故に，若し或る歴

史的事実が，前代の何等かの結果として説く

必要なく，又後時代の何かの原因として，後

日の教授の予備としての必要もなかったら，

凡てそれらの史実は，除き去るが好い。即ち

因果の鎖から離れた片々たる事実は，凡て之
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を除き去るといふやうにしなければならぬ。

因果の鎖で，以て，生徒の観念を結合せしめ

ねばならぬ。 J 8) 

この大原則からすれば，教科書(この時点

では明治 36年に発行された固定教科書)は

どの様に評価されるのであろう。

r (教科書の…著者)中には，一々取り扱ひ

がたきものもありますから，多少，変更した

り，順序をかへたり，文節を改めたり，せね

ばならぬ所もあります。けれども，大体，こ

の分ち方が適当のものといってよからうと思

います。歴史科の分節は，単に，教授上の便

宜からばかりでなく，歴史的発達の順序(即

ち歴史の本質より)からも，考えねばなりま.

せぬが，この点から見ると，固定教科書の分

節はまづ適当のものと思われます。 J 9 ) 

と一定の評価している。しかし，例えば，蘇
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我氏滅亡の取り扱いなどに対しても不満を述

ペており，まったく教科書に拠るべきものと

は考えていおらず，次のように述ペている。

「以上述ペた通り，日本史を十の時代に分か

ち，各時代々々の特徴を述べて，その時代の

前時代及び後時代と如何なる関係あるかを因

果的に説明して，歴史的知識を有機的に結合

統一せしめねばならぬ。それ故単に教科書の

順に，謀を逐ひ章を進めて説明したのみでは

何等の効果も無い。つまり歴史読本を講釈し

たと同じ結果になるのであるから，よくよく

ここの慮を含み込んで，教材を取り扱はねば

ならぬ。 J 1 0) 

この方針に添って教科書の教材を取り扱う

ことを主張している。但し，この著書の内容

は明治 3 8年の『小学校歴史地理教授法講義

』第 7章・第 8章・第 9章に述パられている

事を敷街したものということが出来るので，
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やはり明治 35年の『歴史教授法 全Jl明

治 38年の『小学校歴史地理教授法講義』に

斎藤の歴史授業論の基礎があったといえる。

4.大正 2年の『実証的見地心理的思索に拠れ

る歴史の内容的教授法』の成立。

明治 4 2年は，斎藤斐章の歴史授業論にと

って，大きな転機となる重要な年であった。

それは，同年，文部省から歴史教授法の研究

のため 2年間にわたり(明治 4 2年から明

治 44年まで) ド・イツ，アメリカ， イギリス

に留学を命ぜられ，自己の歴史教育論に大き

な影響を与えていた欧米諸国，特にドイツに

おける歴史教育論及びその実践の様を実地に

見聞する機会を与えられたことである。そし

て，その中でも特にヘルバルト主義の本流と

考えられているラインの主宰するイエナ大学

の夏期講習会への参加及びそこにおける授業

実践の参観は斎藤に大きな衝撃を与えたこと
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を，帰国後，明治 4 5年「小学校に於ける歴

史科の位置 J [j'教育研究』第 100号や目黒

書脂から大正 2年に出版された『実証的見地

心理的思索に拠れる歴史の内容的教授法』と

いった重要な論文，著書のなかで，次のよう

に告白している。

「自分は，初めて独逸国の小学校を参観した

時に当って異様な感を起こしたのは，日本の

教授と違って，教授上，何等の段階をも踏ま

ず，形式的段階をば眼中に置かないことであ

った。初めはヘルバルト派に反対の意見を有

って居る教師であろうと思ったから，他の教

師又は他の学校を，成るべく広く参観した。

所が何れの教師，何れの学校に於ても，日本

で見るような形式的段階を踏んで，型に当て

朕めたような授業をして居る所は無かった.

最後に自分は教師・校長に質問した。[j'貴国

に於いてはヘルバルト派の教育学教授法を排

斥して居るのか，我国に於ては，教師と言へ
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ば，必ずヘルバルト派の教育学，教授法を一

通り学び，多くの教師は，ラインの所謂形式

的段階を金科玉条として守って居る。然るに

貴国に於て我国に見る知き形式的段階を踏む

事をしないのは，頗る異様に感じた』と。此

の間いに対して，彼国の教師は，異口同音に

答ヘて『我国に於ては，勿論，ヘルバルト派

及非ヘルバルト派の二潮流が教育界に流れて

居るけれども，教授の形式，教授の方法等が

心理学を基礎としている点に於ては，ヘルパ

ルト派の説〈所を是認して居る。であるから

誰人もヘルバルト派の心理的基礎に築き上げ

た教授法を知らない者はない。学ぱぬ者もな

い。又従って其方法を掛酌して居らない者は

ない。唯我が国に於ては，其形式に捕はるる

ことをしない。其基く所の原理を是認し.生

徒の心理的発達に適するように教授する。換

言すれば，子供の胃腸は子供相応の消化力し

か有って居らないから，其消化力に相応する

丈の食物を調理して輿えてやる様なもので，
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子供の心力に適する，所謂心理的滋養分をば

教師が適当に料理して興へるのであって，ラ

イン若くはヘルバルトの定めた料理法を必ず

死守しなければならぬと云ふことは何人も信

じて居らぬ』と云った o J 1 1 ) 

若干長くなったが重要であると思われるの

で全文を載せた。このように，斎藤斐章は，

ドイツへの留学の結果，形式的段階の型を踏

むという呪縛から開放され，明治 35年以来

持っていた，内容的教授法からの歴史授業論

の立論に深く自信を強めた。そして，より一

層の内容的教授法の重視，それに対しての，

より一層の一般的教授法の相対的低下が起こ

り，帰国後，その考え方に基づいて大正 2年

に『実証的見地心理的思索に拠れる歴史の内

容的教授法』を発表した。いま，その日次を

示せば，以下の(表 10 )のようになる。
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(表 10 ) 

大正 2年『実証的見地心理的思索に拠れ

る歴史の内容的教授法』

目次

緒言

第一部

第一章

第二章

第三章

第四章

第五.章

第六章

目的編

誤れる歴史教授の目的

歴史の性質

歴史の外形と内容

歴史の生命=内容

歴史の継続と分化

歴史は実験(直観) A n s c 

h a u u n g の学問なり

第七章 歴史の有機的考索

第一 史実を有機的にする原則

第二 史実を有機的にする方法(解

釈の定義)

第三 解釈の材料(即ち根本史料)

第一 直接観察の材料

9 6 



(一)遺物

(イ)身体的遺物

(ロ)言語

(ハ)風俗習慣儀式等

(ニ)美術工芸品等有らゆる知

識的産出物

(ホ)政治的職業的事物

(ニ)紀年碑

(イ)立像

(ロ)墓碑又は墓誌銘

(ハ)一里塚

(ニ)境界標

(ホ)貨幣

(ヘ)手蹟

第二 間接観察の教材

(一)口碑

(イ)歌

(ロ)物語

(ハ)神話

(ニ)逸話
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(ホ)飛語

(ヘ)諺

(二)文書

第二部

第一章

第二章

第三章

第四章

(イ)歴史的文書

(ロ)年代

(ハ)編年史

(ニ)伝記

(ホ)覚書

(ヘ)新聞類似のもの

教材編

普通教育に於ける歴史教材の

選択

建国の体制

万世一系

ニ，忠孝両全

一，歴代の仁慈

皇統の無窮

歴代天皇の盛業

天皇の御武勇

二，天皇の御仁慈
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第五章

第六章

第七章

第八章

第九章

第十章

第一

第二

第三

第四

第五

第六

七

八

九

十

第

第

第

第

一，国利民福を図らる

四，文化を進めらる

忠良賢哲の事績

国民の武勇

文化の由来

外国との関係

其他の主要なる事項

目本歴史の大要

神代

上古

新政時代

平安時代

源平時代(院政時代)

鎌倉時代

吉野朝廷時代

室町時代

織豊時代

徳川時代

政治的方面

二，外交的方面
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ー，経済的方面

四，文学美術的方面

五，宗教的方面

六，社会的方面

第十一 明治時代

第一期 第二期

第三期 第四期

日本歴史参考書

王政時代

武家政治時代

通史

文化史

明治四十四年十月十四日修訂

発行の固定小学日本歴史

第一 固定教科書修正の基礎

第十一章

第一

二
一
一
一

第

第

第四

第十ニ章

第二 皇位の継承

即位

二，譲位

一，皇室典範発布後の践俳即

位
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第三 三種の神器

第四

第五

第三部

第一章

第二章

第三章

第四章

第五章

安徳天皇の御代

二，後醍醐天皇の御代

天皇の尊称

教科書取扱上の注意

神功皇后

ー，安徳天皇と後鳥羽天皇

ー，南北朝

方法編

形式的段階の本義

歴史教授の目的

目的指示は概括的なるを要す

歴史の基礎教授

歴史の五要素

Wh  o，Wh  e n，Wh  e r e， 

What， Why，の五つの

W は歴史教授の要素なり

人

一，年代

ー，場所

101 



第六章

第七章

第八章

第九章

第一

第二

第三

第十章

第十一章

第一

第二

第三

第四

第五

四，何事か

五，何故に

学力修養の如何と教授法の巧

拙

第一期 第二期 第三期

教科書の取扱方(棒読教授の

弊)

教材選択の標準

弊害ある歴史教授の三形式

棒読的教授

講演的教授

板書的教授

心理学上より見たる歴史教授

教授力を増大する方法

板書を少なくすること

生徒に筆記せしめざること

教材を附加せざること

教師の知識豊富なること

発問に巧なるべきこと
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斎藤斐章は，この書の中で次のように内容

的教授法の重視を述ペている。

「歴史の研究は，実証的見地を以て始まり，

心理的考索を以て終らざるべからずとは，近

世歴史家の唱ふる所なり。此の方法は.小学

より大学に至まで，均しく採るべき進程なる

三よ，恰も大学の実験室(Laboratory) に於

ける科学的研究に成れる物理学の大原則を，

簡易に小学児童に実験理解せしめ得パきが如

し。本書は科学としての歴史研究の方法を如

何に小学児童に簡易に説明し得パきかを説明

せるものにして.従来の歴史教授に於て，全

く閑却せられし所のものなり。 J 1 2 ) 

「一般的教授法とは，学科の何たるかを聞は

ず，学校の何種たるに論なく，一様に当ては

まるべき所の形式方法を説く所のもので，教

師たる者の一般に知らねばならぬ通則にすぎ

ない.換言すれば所謂，教師の教育的常識
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を養ふに過ぎない。所が，常識は，何人にも

欠くパからざるものであると同時に，又何の

役にも立たぬものである。 J 1 3 ) 

「一般教授法も，是れと等しく，教師が唯，

之を知ったのみでは，何れの学科をも授くる

ことは出来ない。必ず各学科の特殊の教授法

を研究しなければならぬ。 J 14) 

「特殊教授法は，即ちこの学科の内容を研究

し，教授材料を整理することを意味する。故

に特殊教授法を又内容的教授法と言ひ，之に

対して一般教授法を形式的教授法と云ふ。殊

に近来，普通学科の分科が行なはれ，修身・

国語・地理・歴史等は，夫れぞれ特殊の目的

を持って居るから，是等の学科，夫れぞれの

目的を達せんには，必ず夫れぞれ特殊の学科

に就て，其内容を十分に研究して，適当に，

教授材料を選択し配列しなければならない。

】RU
 

-
A
 

'
E
J
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このように，この書は内容的教授法(歴史

の性質)をより一層重視する考え方がうかが

われる。それでは，このような考え方に従っ

て，どのような歴史授業論を展開しているの

だろう。この書の構成は，第 1部目的編，第

2部教材編，第 3部方法編の 3部構成になっ

ており，基本的には，それ以前のものと同じ

構成であった。しかし，その内容は以前のも

のと比ペてより精敏化しており歴史授業論と

してより進化したものとなっている。第 1部

目的編では，歴史とはなにかについてより詳

細に語っており，斎藤の考えていた歴史の性

質が明治 35年の『歴史教授法 全』や明治

3 8年の『小学歴史地理教授法講義』等と比

ペてより具体化されているといえる。第 2部

教材編では，目的編に書かれた「歴史の性質

J にしたがった教材構成を知何に行なうかと

いうことを教科書を用いながら具体的に説明

していっている。この手法は明治 4 1年の『

歴史教授法』の手法と同じものである。第 3
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部方法編では，先に見たように形式的段階の

型を踏むことをやめ，かわりに，歴史の 5要

素として Who， When， Whe  re， W 

hat， Whyを中心に教授方法論を述ペて

いる.

この教授方法論の変化は，今までの歴史授

業論の研究成果の上に，欧米留学の経験が積

み重なってできた，斎藤斐章の歴史授業論の

完成形態だということができょう。

E昭和 9年『日本国民史』の成立

以上見てきたように，斎藤斐章は，およそ

このような活動のなかで自己の歴史教育論を

完成させてゆき，それらの集大成として昭和

9年賢文館より『日本国民史』上・下を発行

している。この著作は千三百ページにも及ぶ

大部なもので，まさに集大成と呼ぶににふさ

わしいものであった。今，その目次を示すと

次の(表 11 )・(表 12 )のようになる。
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(表 11 ) 

昭和 9年『日本国民史(上) .lJ 

第一篇

第一章 歴史とは何ぞや

第一節 歴史の字源と誤れる歴史教授

(1) 歴史の字源

(2) 記録と歴史

但) 誤れる歴史教授

第二節 史観の発達

(1) コントの史観

(2) パックルの史観

(3) ランプレヒトの史観

(4) 生物学的唯物史観

(5) 経済学的唯物史観

(6) 西南独進学派の史観

(7) 歴史と自然科学との相異

第二節 歴史学の本質

(1) 歴史学の根本観念

(2) 歴史学の定義

(3) 国史学の研究
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ω 国史研究の対象たる国民生活
とは何か

(5) 自覚ある国民生活

(6) 生滅の意義

(7) 精神生活の共存共栄

第二章 歴史教育

第一節 歴史の教育的価値

第二節 国民教育の使命

第二節 歴史科の教授

(1) 歴史科と記録・編築物との関

係

(2) 歴史と博物学

第四節 歴史教材の取扱

第二章 国史概観

第一節 国民精神の特色

(1) 国体と国民性

(2) 我が国民性

(3) 家族制度

ω 祖先崇拝
(5) 忠君愛国
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(6) 忠孝一本

(7) 日本民族

(8) 武士道の発達

但) 外来思想

。0) 東西文化の根本基調の相異

(11) 日本帝国の進化

第二篇 神代史

第一章 神代史の研究

第二章 神話の起源

第二章 神話発生の順序

第四章 神代史概観

第一 造化神

第二 自然神

第二 英雄神

第四 天照大神

第五 素 鳴尊

第六 国民雄大の気象

第七 大国主命

第八 天孫降臨

第九 日向二代
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第十

第五章

第六章

章

篇

章

ω
ω
ω
ω
ω
章

ω
ω
ω
ω
ω
ω
章

七

註

三

一

二

三

第

第

第

第

第

神話時代の生活状態

神話の教育的価値

神代史の範囲

記・紀の由来

氏族制時代

天孫民族の東遷 帝国の紀元

天孫民族の祖国

天孫民族と出雲民族との融合

神武天皇の東遷

帝国の紀元

祭政一致

帝国の統治 四大民族の融合

崇神天皇の皇位発展

熊素民族の綴撫

アイヌ民族

日本武尊の東征

朝廷の対アイヌ策

四大民族の融合

国民統一
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(1) 社会組織

(2) 氏族制度

(3) 敬神崇祖

(4) 皇室中心の国家・国民

(5) 政治機関

第四章 上古の法制

(1) 相続法

(2) 氏の分裂

(3) 財産制度

ω 女子の社会的位置
(5) 奴蝉

第五章 対外関係 国民的自覚

(1) 任那日本政府の設置 二韓服

属

(2) 新羅の叛服

(3) 国民的自覚の発露

(4) 結言

第六章 日本文化の進歩

(1) 国民文化の要素

(2) 日本固有の文化
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(3) 日韓交通路

(4) 支那文化の渡来

(5) 造船術の進歩

(6) 雄略天皇の工芸改良

(7) 支那文化輸入の影響

第七章 支那思想と我が国民性

第八章 僻教思想及び俳教芸術の輸入

(1) 悌教と我が国民性

(2) 美術・工芸の進歩

第九章 支那との交通

(1) 西南地方の豪族の交通

(2) 随との対等交際

(3) 国民の自尊心

第十章 聖徳太子の功業

(1) 太子に対する批判

(2) 太子の摂政

(3) 任那の興復

(4) 冠位十二階の制定

(5) 十七条憲法の制定

(6) 暦の頒布
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(7) 学問・併教

(8) 其の他の事業

(9) 太子の莞去と国民の哀痛

。0) 太子の歴史上に於ける位置

第十ー章 氏族制度の弊 蘇我氏の滅亡

(1) 氏族制度

(2) 氏族の争

(3) 氏族制度の維持難

ω 蘇我氏の滅亡 旧制打破
(5) 日本国民性の本質

註

第四篇 新政時代'

第一章 大化の改新及び其の反動

(1) 大化の改新と明治維新

(2) 大化の改新の四大政綱

(3) 大化時代の地方状態

(4) 反動時代

第二章 国際政局の変化

(1) 唐の対韓政策

(2) 百済高句麗の滅亡
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(3) 朝鮮半島放棄

第三章 蝦夷・隼人両民族の綴服

(1) アイヌ民族の懐柔

(2) アイヌ民族征服

(3) 隼人民族緩服

但) 西南諸島服属

第四章 大宝律令

第一 行政機関

第二 財政

第二 刑律の大要

第四 徴兵の制 軍備

第五 学制

結果

註

第五篇 奈良時代

第一章 奈良時代の概観

(1) 遷都の習慣

(2) 実都の動機

(3) 奈良集都

ω 宗教権・政治権の対抗
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(5) 道鏡の不匡と清麻呂の忠烈

第二章 実都当時の経済状態

(1) 鉱産物

(2) 貨幣鋳造 貨幣経済

(3) 班団法と私田

第二章 貴族の生活状態と地方の文化

(1) 宮中府中の権勢

(2) 儀容服飾

(3) 宮廷生活

但) 社会の機関

(5) 地方政治

(6) 地方の文化

第四章 奈良時代の文献事業

(1) 国史の選修

(2) 諸国風土記

(3) 条理図籍

(4) 文学の発達

第五章 天平文化の時代

(1) 聖武天皇及び先明皇后.

(2) 僻教興隆
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(3) 写経と文化の流布

(4) 都会俳教

(5) 美術工芸の進歩

(6) 建築

(7) 彫刻

(8) 絵画

(9) 奈良時代文化の特徴

註

第六篇 平安時代

第一章 時代概観

(1) 平安京の経営

(2) 平安初期の文化

(3) 日本化時代

第二章 蝦夷征服

(1) 奈良時代の対アイヌ策

(2) 延暦初年の蝦夷叛乱

(3) 坂上田村底の戦功

(4) 志波城以北の蝦夷

第二章 新羅及び溺海との関係

(1) 新羅との関係
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(2) 溺海の来貢

第四章 日唐の交通 我が国民元気の

消長

(1) 遣唐使留学生の派遣

(2) 外国崇拝熱

(3) 日唐の通商

(4) 日唐往来の航路及び船舶

(5) 高岳親王の求法探険

第五章 摂関政治

(1) 貴族の宮廷生活

(2) 藤原氏の皇室侠縁策

但) 賜姓の皇族

ω 藤原氏の宮中・府中に於ける
勢力

(5) 権勢争奪の醜態

(6) 藤原氏栄華の頂点

(7) 時代の文化相概観

第六章 大陸文化の国民化

仏) 国民文化

(2) 国字の製作
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(3) 和歌国文の興隆

(4) 歴史書

(5) 書道

(6) 摂関文化時代

(7) 法制の日本化

(8) 僻教の新宗派

(9) 国民思想と僻教

側 浄土教

(11) 旧俳教と新僻教

(12) 本地垂跡説

(13) 美術の日本化

(14 ) 当代文化の短所概観

(15 ) 平安・奈良両時代の比較

第七章 国民的自覚と自主観念

(1) 国民の自覚

(2) 日宋の交通

但) 日本文化の独立と支那への逆

輸入

但) 国民の自主観念

第八章 貴族専権の反動 平民の勃興
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(1) 地方庁の財政

(2) 地方の状態

(3) 令制弛廃

(4) 軍隊の腐敗

(5) 地方政治の弛廃

加) 地方官の諒求

(7) 武士の起こり

加) 尚武の精神

(9) 武士道

。。 武士封貴族

第九章 院政の世

(1) 時代の要求に応じた院政制度

(2) 貴族文化の新気運

但) 新人即ち武士の台頭

第十章 平氏の全盛

(1) 忠盛の武功

(2) 清盛の功過

(3) 清盛の識見

但) 武家政治の始

第十ー章 源氏の興起 平氏の滅亡
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(1) 頼朝の興起

(2) 義仲の挙兵

(3) 義仲の敗死

(4) 平氏の滅亡

(5) 皇位の継承と二種の神器

註

第七篇 鎌倉時代

第一章 時代概観

第二章 鎌倉幕府の創立

(1) 鎌倉の位置

(2) 鎌倉幕府の組織

但) 頼朝の荘園統治策

ω 頼朝の封朝廷策
(5) 源氏将軍

第二章 北条氏執権の世

(1) 朝幕の関係

(2) 承久の乱

(3) 泰時の治

(4) 藤原・親王将軍

(5) 結言
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第四章 武士道と婦道

(1) 頼朝の人物

(2) 政子の人物婦道

(3) 武士道の根本義

(4) 鎌倉武士の分布

第五章 平安・鎌倉両時代に於ける道

徳観念の相異

第六章 鎌倉時代の法制及び財政

(1) 概説

(2) 公家・武家刑罰の根本的差異

(3) 鎌倉時代の後世に及ぼせる影

響

(4) 財政

第七章 鎌倉時代の文化

(1) 概説

(2) 悌教

(3) 美術工芸

(4) 書道

(5) 文学・新文体

(6) 風俗
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(7) 文化の特色

第八章 対外思想の拡大

(1) 日本交通

(2) 日蓮の日本主義

(3) 対外的敵悔心の高潮

但) 自主自尊の概念

第九章 文永・役弘安の二役

(1) 蒙古来襲の動機

(2) 蒙古の遺使

(3) 文永の役

(4) 国防

(5) 弘安の役

(6) 皇室の御震憂

(7) 国民の意気

(8) 彼我両軍の長短

(9) 戦勝の原因

(10) 戦後の処分

第十章 朝廷と幕府 鎌倉幕府の滅亡

(1) 承久役後に於ける朝幕の関係

(2) 両統迭立
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(3) 鎌倉幕府の表勢

但) 後醍醐天皇侠復の計

(5) 元弘の乱

(6) 鎌倉幕府の滅亡

註

第八篇

第一章

第二章

吉野時代

時代概観

建武の中興

王政復古(1) 

(2) 

(3) 

ω 

新田一門の誠忠

中興失敗の原因

尊氏の叛

(5) 尊氏の東上 正成の戦死

(6) 

第三章

後醍醐天皇の吉野行幸

吉野朝廷

(1) 吉野の行宮

(2) 官軍の盛表

(3) 親房侠復の計

但) 御村上天皇の初政 正行の戦

死
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(5) 賊軍の内証

(6) 南北合一

(7) 官賊の盛衰

(8) 御亀山天皇の還幸

(9) 南北朝の諸相

ω 南朝正統論
第四章 平安時代より吉野時代にかけ

ての思想

註

第九篇 室町時代

第一章 時代概観

(1) 前期…社会的地位の利用

(2) 後期…実力の競争

第二章 関東管領と室町幕府

(1) 関東と足利幕府

(2) 関東管領の成立

(3) 幕府の組織

(4) 京都と鎌倉との関係

(5) 関東管領の滅亡

第二章 室町時代前期の文化-

124 



(1) 文化の大勢

但) 東山時代

(3) 美術

(4) 併教・漢文学

(5) 室町時代の新文学

第四章 応仁の乱

(1) 義政の枇政

(2) 大乱の動機

(3) 東西陣の形成

(4) 乱の終局

第五章 戦国時代

(1) 朝廷の衰微

(2) 戸位の将軍

(3) 地方の形成

但) (ー) 関東及び北国

(5) 中園地方

加) 九州四園地方

第六章 日明の交通

(1) 懐良親王の強硬外交

(2) 足利義満の国辱外交

125 



(3) 釣明貿易

(4) 貿易港

(5) 外交官としての僧侶

(6) 航路

(7) 貿易品

第七章 日欧交通

(1) 西洋人の東航

(2) 鉄砲・基督教の伝来

(3) 西洋文化の輪入

第八章 国民の海外発展

(1) 国民の海事思想

(2) 倭冠の朝鮮半島侵略

(3) 倭冠の支那侵略

但) 戦艦・戦術

(5) 海軍の勢力

(6) 海賊の分布

第九章 戦国時代の文化

(1) 時代思潮

(2) 文化上に於ける平民の地位

但) 国一撲…農民の発展
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(4) 商人の発達

(5) 戦国時代の女性

第十章 室町時代の法制

(1) 地方分権の勢

(2) 国主の外交政策

但) 寄親・寄子の制

(4) 喧嘩両成敗の制

(5) 拷問・厳刑

加) 町村自治の外交

(7) 家族制度

(司 倹約令

(9) 賄賂請託の公行

ω 徳政
(11) 交通と経済状態

(12) 金融機関

(13) 商工業の保護者

(14) 営業の自由

(15) 為替の発達

註

127 



(資料 12 ) 

昭和 9年日本国民史 (下巻)

目次

第十篇 安土桃山時代

第一章 時代概観

第二章 安土時代

(1) 濃尾の形勢

(2) 信長の初陣

(3) 信長の入京

ω 信長・信玄の外交戦

(5) 近畿平定

(6) 信長の尊王

(7) 築城術の一変

(8) 信長晩年の征戦

第二章 桃山時代のタ卜征

(1) 信長と秀吉

(2) 秀吉の青年時代

(3) 城主としての秀吉

但) 信長死後の秀吉

128 



(5) 秀吉と家康

(6) 内海征服

(7) 諸大名の制御

(8) 秀吉の尊王

但) 秀吉の平和的事業

。。 国民統一

(11) 桃山時代の美術工芸

第四章 桃山時代の外征

(1) 秀吉外征の動機

(2) 文禄の役

(3) 失敗外交

(4) 慶長の役

(5) 我が軍の武器糧食

(6) 外征の影響

(7) 秀吉の南方経略

(8) 秀吉の人物

第五章 信長・秀吉の対基督教策

(1) 信長の基督教保護

(2) 九州二侯の少年使節渡欧

(3) 基督教拡布の原因

129 



但) 基督教の信仰と我が倫理思想

(5) 秀吉の禁令

第六章 安土桃山時代の法制と財政

(1) 統一的傾向

(2) 通貨政策

(3) 交通

但) 検地

(5) 度量の統一

(6) 通商政策

(7) 富力の増進

(8) 社会政策

第七章 安土桃山時代の特徴

註

第十ー篇 江戸時代

第一章 時代概観

(1) 封建の残塁に築かれた中央集

権制

(2) 文芸復興の意義と其の結果

(3) 経-済生活の向上と武家政府の

崩壊

130 



(4) 平民勢力の発展と平民文芸

(5) 文化の二中心の対時

(6) 旧日本の完成 新日本の基礎

第二章 徳川家康の覇業

(1) 家康と信長

(2) 関ケ原の戦

(3) 大坂冬・夏のニ役

第二章 幕府の政治機関

第四章 幕府の対朝廷策

(1) 朝幕の関係

(2) 禁中並公家諸法度の励行

(3) 東福門院入内と御附武家

(4) 東叡山寛永寺の建立

(5) 紫衣勅許事件

(6) 後水尾天皇御譲位

(7) 春日局の天機伺

第五章 幕府の対諸侯策

(1) 諸侯の配置

(2) 将軍と諸侯との関係

(3) 武家法度の励行

131 



但) 対諸侯策と土地経済

第六章 幕府の対浪人策

第七章 江戸時代の社会組織

(1) 階級制度の成立

(2) 武士

(3) 神主・僧侶

(4) 百姓

(5) 町人

加) 無宿

(7) 織多・非人

(8) 階級聞の法制的関係

第八章 家康の経済政策と貿易奨励

(1) 消極的経済政策

(2) 海外貿易と開放主義

(3) 邦人の植民貿易

(4) 邦人の海外に於ける武功

第九章 幕府の対基督教政策 鎖国

(1) 家康・秀忠の禁教

(2) 寛永の禁教令

(3) 島原の乱
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ω 鎖国令
第十章 文芸復興と元禄時代

(1) 幕府の文治政策

(2) 民間の儒者

但) 国学

(4) 平民文学

(5) 浮世絵其の他の元禄芸術

(6) 元禄の天地と平民文化

(7) 武士道と平民の思想

第十ー章 江戸幕府の文治主義政治

(1) 中央集権と文治主義

(2) 家綱の政治

(3) 綱吉の人物

但) 綱吉晩年の弊政

(5) 白石の政績

(6) 元禄時代経済政策の失敗

(7) 白石の経済政策

(8) 銅銭及び金銀貨幣の品質と其

の市価

(9) 文治主義政治の特色
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第十二章 武士の経済生活 平民の勃興

(1) 朱印制度

(2) 自然経済と貨幣経済

(3) 交通の発達

(4) 都市の発達

(5) 京阪・江戸商人の勢力向上

何) 掛屋札差の制

(7) 平民の勃興

(8) 階級打破の急先鋒たる町奴

第十三章 江戸幕府の中興 諸藩の治

(1) 文治主義の復興

位) 吉宗の善政

(3) 文明的専制政治

但) 吉宗の経済政策

(5) 諸藩の治 藩主の社会的地位

(6) 藩治の方針

(7) 懸命なる諸藩主

(8) 学問の普及

(9) 産業の振興

第十四章 江戸幕制の弛緩
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(1) 側用人政治の弊

(2) 積極的財政政策

但) 新気運の勃興

(4) 平民文芸の新気運

(5) 落書に現はれた平民の勢力

第十五章 文化文政時代の世相と文化

(1) 寛政の治

(2) 家斎の親政

(3) 儒学・国学

但) 平民文化の極盛

(5) 天保の改革

第十六章 勤王思想の発達 勤王論

(1) -排幕の先駆

(2) 神道と水戸学

(3) 山陵の修理及び公武調和

(4) 勤王の唱主

(5) 勤王志士の運動

(6) 譲位論者の理想

第十七章 世界の大勢と開国 対外交渉

(1) 世界大勢の推移と開国
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(2) 和親条約

(3) 通商条約

但) 開港当初の係争問題

(5) 撰夷論の外交に及ぼせる影響

(6) 幕府の遣外使節

(7) 条約勅許

(8) 蘭・米・僻・英の幕府に及ぼ

第十A章

(1) 

(2) 

(3) 

ω 
(5) 

但)

註

第十二篇

第一章

(1) 

(2) 

せる勢力の消長

幕府の表亡

表亡の原因

幕府表亡の三段階

表亡の第一期

衰亡の第二期

衰亡の第三期

大政奉還

現代

明治時代概観

前期 内政整理時代

第一小期
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(3) 第二小期

(4) 後期 国勢発展時代

(5) 第一小期

(6) 第二小期

(7) 第二小期

第二章 明治の新政

(1) 明治維新

(2) 王政復古

(3) 維新の役

但) 明治の新政府

(5) 版籍奉還

(6) 廃藩置県

(7) 新政府に対する不平

第二章 明治新政府の外交

(1) 新政府の外交

(2) 樺太問題

(3) 小笠原島問題

(4) 琉球の内附

(5) 台湾征伐

(6) 対韓政策

137 



(7) 秘露問題

(8) 条約改正問題

(9) 条約改正の端

。。 条約改正の完成

( 11) その後の改正

第四章 西洋思想の輸入と我が国民思

想の進化

(1) 王政復古と国民思想

(2) 民権自由の説

(3) 欽定憲法・教育勅語と国民思

想の統一

第五章 帝国憲法の制定と諸法典の編

築

(1) 憲政の端緒

(2) 自由民権の運動

(3) 政府側の準備

(4) 内閣制度・地方自治制

(5) 憲法起草の苦心

(6) 帝国憲法の発布

(7) 帝国憲法の発布

138 



但) 帝国議会の開設

(9) 法典編纂

第六章 帝国財政の確立

(1) 旧日本の財政制度

(2) 明治初年の歳計

(3) 国債

(4) 貨幣

(5) 紙幣

第七章 銀行・会社の勃興外国貿易

(1) 維新後の金融

(2) 銀行

(3) 手形交換所

但) 会社

(5) 外国貿易

第八章 通信・交通機関の進歩

(1) 旧日本の郵便

(2) 内国郵便

(3) 万国郵便

但) 電信

(5) 鉄道
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(6) 海運業

(7) 明治初年の海運

(8) 明治晩年の通運行

第九章 生産業の発達

(1) 農業

(2) 林業

(3) 水産業

(4) 鉱業

(5) 工業

(6) 工業法の設定

(7) 保険事業

第十章 国防の充実

(1) 陸軍

(2) 海軍

第十ー章 日清戦役 国民意識の覚醒

(1) 明治十五年京城の変

(2) 明治十七年京城の変

(3) 明治二十七八年戦役

第十二章 日露戦役 世界的日本の出現

(1) 対韓政策の失敗

140 



(2) 露国の清国侵略

(3) 独逸の世界政策と露独の接近

(4) 北清事変

(5) 明治二十七入年戦役

(6) 戦後の経営

第十三章 日露戦役の世界に及せる影響

(1) 日英同盟の効果

(2) 日露戦争後に於ける東洋の形

勢

(3) 日露戦役の欧州に及せる影響

(4) 日露戦争役後に於ける欧州の

国際関係の変調

第十四章 韓国併合 我が帝国の世界的

地歩

(1) 韓国併合

(2) 東洋の新形勢

(3) 明治天皇の崩御

第十五章 明治の新文化

第一節 宗教の新勢力

(1) 神道
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(2) 梯教

(3) クリスト教

(4) 大正時代の宗教

第二節 教育の一新

(1) 大学

(2) 国民教育

(3) 専門実業学校

ω 高等学校
(5) 女子教育

第二節 学術の進歩

(1) 哲学

(2) 実学の振興

(3) 史学

第四節 文学の主潮

(1) 明治文学の創始

(2) 革新の新気運

但) 演劇の革新

(4) 古調復活

第五節 美術界の趨向

第十六章 大正時代 世界大戦と我が世
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界的地位

(1) 大正天皇の即位

(2) 世界大戦の意義

(3) 世界大戦の主因

(4) 大戦の発端

(5) 大戦直前の外交戦

加) 我が国の参戦

(7) 支那革命と日支条約

(8) 西部戦場

(9) 東部戦場

。。 伊国其の他の参戦

(11) ヴェルダン要塞戦

(12) 海戦

(13) 潜航艇戦と世界諸国の参戦

( 14) 露国革命

(15) 独国の単独講和

(16) ブルガリア・土耳古の講和

(17) 独逸圏内の動揺

(18) 填旬国の分裂

(19) 平和条約
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(20) 米大統領の原則十四条

(21) 世界改造

(22) 我が帝国の世界的地位向上

(23) 皇太子の御外遊

(24) 摂政

(25) ワシントン会議

第十七章 昭和の聖代 我国際的地位の

向上

(1) 今上天皇陛下の御登極

(2) ジュネーブ会議

(3) 不戦条約

但) ロンドン会議

第十八章 世界の新主義・新思想と我が

国民思想の動向

(1) 民主主義

(2) 民族主義

(3) 産業革命と社会主義

(4) 社会改良主義

(5) 我が国の社会主義者

(6) 慈善事業
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(7) 

(8) 

(9) 

側

( 11) 

第十九章
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(12) 

国際主義と世界的事業の発達

社会政策

世界最近思想の動向

外来思想に対する吾人の態度

国民の覚'醒

極東の新形勢 国際連盟脱退

と帝国の使命

満州に於ける我が特殊権益

満州事変の勃発

満州国の独立

我が政府の満州国承認

上海事件

馬占山・蘇柄文討伐

熱河討伐

新興の満州国と国際連盟

リットン報告書

我が政府の報告書駁論

調査委員の認識不足と越権的

態度

リットン報告書の所謂解決十
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原則

(13) 国際連盟の態度

(14) 最終勧告案の内容

(15) 国際連盟総会の投票

(16) 国際連盟と東洋

(17) 連盟脱退と帝国の使命

(18) 将来の覚悟

註

参考書

叢書・辞書類

ー 通史ー-， 

ーーー ， 考古学・神話学

四， 上古一近古

五， 近世史

....... 
史学研究法ノ、，

七， 欧文日本関係書

総索引
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この『日本国民史』上・下巻は，第一篇で

従来どおりやはり「歴史とはなんぞや J とい

う歴史の性質・歴史学の定義を述ペ，この考

え方にしたがって，第二篇以下，歴史の内容

をどのように構成するのかという事を説明し

ていっている。この構成の仕方は，明治 4 1 

年の『歴史科教授法』や大正 2年の『実証的

見地心理的思索に拠れる歴史の内容的教授法

』の方法を踏襲しているものとなっている。

但し，内容の詳細さから言えば比べものにな

らず，まさに集大成にふさわしいものとなっ

ていた。
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第2節 斎藤受章の歴史教育の時期区分

前節において，斎藤斐章が歴史教育にどの

ように関わっていったのか，又どのように歴

史教育論を成立・展開していったのかを見て

きた。それによれば，斎藤斐章は実地教育を

通して，又，東京高等師範学校に学び三宅米

吉の内容構成論と谷本 宮の形式的教授法を

学ぶことによって，明治 3 5年に歴史授業論

を成立させていたと考えられる。そしてそこ

では，歴史の性質から歴史授業論を構成する

内容的教授法を目指していた。この目標は，

斎藤の歴史授業論にとって常に目標であり続

けたものであった。この明治 3 5年から欧米

留学の年(明治 4 2年)までを前期(斎藤斐
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章の歴史授業論の成立期)の歴史授業論とす

る。

一方，明治 4 2年から明治 4 4年までの欧

米留学(特にドイツ)の聞に，様々な歴史授

業実践及び歴史授業論を見聞することで自己

の歴史授業論に磨きをかけ，前期の歴史授業

論において，教授方法論の中心を占めていた

ヘルバルト派の教授方法論を，留学以後は，

歴史の 5要素 (Who，When， Wher  

e， W h a 七， W h y )の組織化を教授方法

論の中心に据え，前期の歴史授業論を進化発

展させた。この欧米留学以後の歴史授業論を

後期(斎藤斐章の歴史授業論の完成期)の歴

史授業論とし，以後，論を進めていくことに

する。
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[註]

1 )宮原兎ー「歴史教授法序説 J Ii'東京教育

大学教育学部紀要』第 12号， 1 9 6 6 ， 

同「明治歴史教授論史 J [j'東京教育大学教

育学部紀要』第 14号， 1 9 6 8 ，同「大

正歴史教授論史 J [j'社会科教育研究.!I N 0 

27， 1968，等に若干紹介されている

程度である。

2 )これらの著書・論文は，主として東書文

庫，広島大学及び東京大学の図書館に収め

られているものによった。また，唐津富太

郎編『図説 教育人物事典』中巻・下巻，

ぎょうせい， 1 9 8 4 ，が非常に参考にな

った。

3 )斎藤斐章『歴史教授法 全』金港堂 1

902・， 8 1頁。

4 )斎藤斐章『小学校歴史地理教授法講義』

目黒書庖， 1905， 111頁。

5 )斎藤斐章「地理歴史教授法研究のー進歩
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J Ii'教育研究』第 32号 .1906.10

3頁。

6 )同上. 1 0 3頁。

7 )同上. 1 0 3頁。

8 )斎藤斐章『歴史教授法』堂文館. 1 9 0 

8. 5 2頁。

9 )向上. 5 7頁。

10) 向上.• 6 7頁。

11 )斎藤斐章『実証的見地心理的思索に拠れ

る歴史の内容的教授法』目黒書庖， 191  

3 • 3 0 6 - 3 0 7頁。

12) 同上， 1頁。

13) 向上， 1頁。

14) 向上， 2頁。

15) 向上， 2頁。
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第3章 斎藤受章の歴史授業論
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第l節 歴史授業目的論

1.歴史教育の目的

斎藤斐章は r教則」に示されている「国

体ノ大要ヲ知ラシメ兼ネテ国民タルノ志操ヲ

養フヲ以テ目的トス。」と言う目的を否定し

ていない。歴史教育の目的を述べて，次の様

に言っている。

「歴史を普通教育に加えるは，その目的に二

様の意味あり。ーは形式上の目的なりとす。

ーは実質上の目的なりとす。実質上の方面に

おいては社会の制度文物国家の盛衰存亡並び

に国家の義務等に関する知識等，我ら日常生
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活に欠くべからざる知識を授け形式的方面に

おいては，忠君愛国の志操を養成し，更に記

憶想像判断の心理的作用を養ひて，社会的意

識を振起し以て品性を陶治するを目的とすな

り J 1) 

ここでは，実質的側面とは，現在の日本国

の体制(憲法の体制，国家の中で天皇の神聖

不可侵性・文化・精神など〉が歴史的な根拠

を持ち，長きにわたる歴史の発展の過程の中

で生まれた，我々臣民が，従い，守り，発展

させていかなければならない伝統であると言

う知識を理解させることで忠良なる臣民を育

成していくことを意味している。また，形式

的側面とは r忠君愛国ノ志操ヲ養フ」を最

大の目的にして，歴史的想像力，善悪の本当

の意味での判断力，国のために尽くそうとす

る態度等を育成することを意味している。

但し，ここで言う歴史的想像力と善悪の本

当の判断は，特に特徴があるのでその説明が
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必要と思われるので以下に示すことにする。

斎藤は，歴史的想像力に付いて以下のよう

に述べている。

「但し此に調う想像は，所謂空中に楼閣を描

く知き者ではなく，其慮に残って居た遺物，

遺蹟，或いは記録により，これらの活動した

跡を本にして，如何なる思想を以て，斯かる

産出物が出来たかを論理的に考察して行く，

所謂論理的想像である。 J 2) 

これは単なる想像力ではなく我々の言う歴史

的思考力に近いものである。

また，善悪の判断力については，以下のよ

うに述ペている。

『此に一人あり，先に笑い，次に泣き，後に

怒ったとすれば，其の笑い，泣き，怒ると云

ふのが即ち歴史的事実である。然るに，単に

其の事実のみを知ることは，其の人と為りを
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理解する上に何の用をなすか，なにもならぬ

ではないか。之れに反して，何の為に泣き，

何の為に笑ひ，何の為に怒ったかと云ふ動機

に遡って考えて見ると，ここに，初めて其の

人と為りを理解することが出来る。即ち其の

人が若しー盲人が謝って溝に陥ったのを見て

之を笑い，次には己れの財を失ったが為に泣

ひたとしたならば，それは其動機が卑しいの

であるから，其の人格が低いと云ふことが分

る。若し然らずして，其の人が己れの友の不

幸に同情して泣き，又友の幸運に向ったのを

見て喜び，売国奴の為す所に憤慨して怒った

としたならば，それは，其の人格が前の者に

比ペて数等高いと云ふことが分る。かく其の

人の動機を尋ねて，初めて其の人の人格も分

かり，又其の人の為した所を見て己れの教訓

とすることも出来るのである。 J 3) 

つまり，斎際にとっては，心情・動機こそ

が善悪の判断の基準であったのである。その
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ためには，行為の陰に隠れて見ることのでき

ない心情・動機の部分を明らかにし，その心

情・動機について善悪を判断しなければなら

ないのである。

又この心情・h 動機に触れることで，歴史上

の人物からも教訓・感化を受けて，武勇の精

神，愛国の精神，忠孝の精神等の，国家が望

む品性陶治ができると考えているのである。

このような特徴をもった教育目的の実質的

側面と形式的側面についての説明を rこの

両者が一体として同時に理解せられ感得せら

れるものであるから，心理的に之を云うと，

総合されたー全体としてはたらくので，実際

はこの両者を区別することが出来ない。 J 4) 

と言い，国家が望ましいと考える国民を育て

るには，実質的側面=知識理解と形式的側面

=態度との両面の育成を同時に行なうことが

必要であると主張している。

Z歴史授業の目標
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斎藤斐章は，この教育目的を達成するため

には「科学としての歴史研究の方法 J を応用

しなければならないとし，その歴史学の定義

である「社会における人類の活動」を小学校

歴史教育でも理解させていかねばならないと

し，歴史授業の目標にしている。①それでは

なぜ r科学としての歴史の方法」を授業で

行なえば先の，実質的側面と形式的側面の目

的が同時に養えるのだろう。②なぜ斎藤の歴

史学を応用すれば，この教育目標を育成でき

るのであろう。乙の 2つの問題の解決のため

には，斎藤斐章の主張する歴史学とはどの様

なものであったのかを見てゆかなければなら

ないであろう。

a斎藤斐章の歴史学

(1)従来の歴史学の問題 5) 

斎藤は従来の歴史授業では r昔こう言う

ことがあった，ああ言うことがあったと言っ

て」年代だの人の名だの地名などといった断
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片的な知識を求め機械的に暗記するだけのも

のとなってしまい教育的価値がないと批判し

ている。自}そしてそのような教育力のない授

業になる根拠を，歴史学(特に歴史認識方法

)そのものに求め「非科学主義」と称してい

る。

斎藤によれば，従来の歴史授業に応用され

た歴史学には「過去の記録を研究する学問 J

という学問観があり記録に書かれたもののみ

を研究対象とし「何年に，何某，何慮に何事

をなしたりと云う死灰の如き記録を J 7) 明ら

かにしてきたと言う。

斎藤はこのような歴史学に対し「科学とし

ての歴史」という立場から，次のように批判

している。

第 lに，歴史は歴史の本質(因果関係・心

情)を見なければならないのに，材料である

事実しか見ていない。

第 2に，従来の歴史学研究では研究材料を

記録にのみに求めていたが，現在では記録は
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最重要な資料であるがそれ以外にも遺物，遺

跡，建築，美術，言語，伝説等といった資料

も重要であり，それらの研究もしなければ歴

史の本質を十分見ることができない。

第 3に，歴史は記録時代(有史)以前にも

あったのであり，歴史は有史時代から始まっ

ているのではない。故に歴史を記録にのみ頼

るのは間違いであると主張している。

そして，斎藤はこのような歴史学に対し，

「科学としての歴史研究 J を主張し，それこ

そを歴史教育にも応用しなければならないと

主張している。裏を返して言うと r科学と

しての歴史研究 J こそが教育力を持ち，歴史

教育に応用しなければならないと捉えること

ができる。

それでは，斎藤によれば「科学としての歴

史研究」とはどのようなものであろうか。な

ぜ従来の歴史学に対するあのような批判がで

きたのであろうか.そしてなぜ r科学とし

ての歴史研究」には教育力があると言うのだ
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ろうか。

(2)斎藤斐章の歴史学の定義

斎藤斐章の主張する歴史学は，次のような

定義を持ったものである。その定義とは次の

ようなものである。

「歴史は社会に於ける人類の発達を研究する

学問なり。 J 8) 

それでは，との定義の意味するものとは何な

のだろう。それは次の 2の意味からなりたっ

ている。

第 lは，今日に至までの心理的発達の経路

を研究するということである。斎藤は次のよ

うに述べている。

「此宇宙には明らかに二様の法則が行なわれ

て居る。 1つは不変不易の法，即ち少しも変

化しないと云う法で，通例之を自然法と申し
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ます。それから第二には，其反対で変化極ま

りなきと云ふ法であります。(中略…筆者)

それで不変不易の法を研究するのは自然科学

でありますが，歴史は変化極まりない方の方

面を研究するのであります。或る進化論者に

聞くと，吾々の肉体は完全に進化して仕舞っ

たから，此の上は進化しまいと云ふ事を云っ

て居る。けれども，脳髄の発達即ち知識の方

は，まだまだこれから変化しいて行く。益々

限りなく発達して行こうと云ふのである。肉

体ばかり研究するならば，吾々は是で変化と

云うことは終わってしまうかも知れぬが，盤

神の方は益々進化していくから，其進化の経

路並びに其法則を研究して行かなければなら

金。それで歴史と云ふものは，肉体と云ふ動

物学的でなく，石器時代から今日に至まで，

段々進化して来た心理的発達の経路を研究す

る学問である。其進化の路の中でも，殊に有

形の方は生物学者に譲って無形なる精神の進

歩発達していく経路を研究するのが歴史であ
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ります。 J 9) 

第 2は，社会の進化発展を研究する学問だ

という意味である。斎藤は次のように述べて

いる.

「斯うなって来ると，歴史の仕事は難しくな

って来る。しかし，是れ丈ではまだ云い方が

足らない。何故と云ふに，一個人としての遺

伝とか何かが段々変化発達して，私なら私が

今日に至ったことを研究する学問ではない。

歴史は日本なら日本.支那なら支那と云ふ

国家全体.社会全体として，どう云ふように

発達進化して来たかと云ふ，即ち国家社会と

云ふ一つの大いなる国体の進化発達する所の

経路を研究する学問であります。 J 1 0】

このように，斎蕗斐章の歴史学の定義であ

る「社会における人類の発達を研究する学問

なり J とは r国家社会の開化発達の過程 J
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を心理的に研究する学問であるということを

意味するものであったということができる。

但)斎藤の歴史学の特徴

斎藤斐章が考えている歴史学には，以下の

ような 4つの特徴が見られる。

第 1は，人物行為を軸にした歴史認識方法

である。斎藤は以下のように述パている。

「例えば，奈良時代には都を奈良に移したと

か，仏教が盛んであったとかいふ，色々の歴

史的事実がある。此の歴史的事実は，何によ

りて起こったかと云ふと。是は人の活動に拠

って構成せられたものである。即ち人聞が如

何に活動したかと云ふ問いに答えて，奈良時

代には寺を建てた，都を移した，又美術，彫

刻をしたという事実を調パるのである。然ら

ば人間の活動は何によって起こったかと云ふ

と，其の源は人間の思想感情によって起こっ

たものである。 J 1 1 ) 
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「前申したと通り，人の行為は歴史思想の発

表である。だからして，人が或る考えを起こ

すか，或いは或る感情を起こすと云ふことを

しなければ，行為を為すことはできない。そ

れを反対に言ふと，人が或る行為をしたなら

ば，其人は何を感ずるか，或は何か考えてい

るから，行為に現われたと云ふことになる。

それであるから，人間の活動と云ふものは，

即ち其人の思想'感情を発表する機関である。

そこで，歴史家は人間の行為を調パて，其人

の思想感情を知るものである。であるから，

実は其行為などは知らなくとも宜いが，行為

を知らなくては思想感情が分からないから，

其行為を調べると云ふことになるのです。」

1 2 ) 

「出来事は結果であって，思想感情は原因で

あります。それで，歴史は其結果即ち出来事

によって，原因即ち思想を知るものである。

J 1 3 ) 
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これによれば，斎藤は，歴史的事実一行為

一心情という 3段階で，歴史を把握していた

といえる。(但し，ここでの人物行為として

の認識方法は 1人の人物という意味だけで

なく，ある時代の社会全体を人物と考え，そ

の社会の思想・感情・動機としての時代思想

および国民思想なども含むものである。)

そして，思想感情が行為の原因であり歴史

研究はここを研究するのだが，行為は思想感

情を知るために歴史研究には必ず無ければな

らないものなのであり，その点において行為

の研究も必要であると考えていた。

しかし，歴史的事実はあくまで事実であり

それのみでは意味を為さない，それ以上の因

果関係を求めなければ歴史は理解されないこ

とになるのである.

第 2は，時代の変遷を，変化と継続の 2面

で捉えようとしていることである。時代は前
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時代と後時代で変化している。しかしその変

化はまったく異なるものに変化するのではな

く，前時代の影響を受けて，前時代のものを

受け継ぎながら，新しい形態として進歩発展

していくものと考えていることである。

「変化の法則は即ち人の思想感情の新しき形

を取って進歩するものである。其の新しき思

想と云ふものは，まったく変わったかと云ふ

と，そうではない。継続の法によって，前の

時代と後の時代とは，互いに相連続して終始

して行くものである。 J 1 4 ) 

「要するに，継続的関係は旧時代の要素を保

存するので，変化の法則は新要素を持ち来し

歴史の内容に複雑を興へるものであります。

J 1 5 ) 

このような考え方から日本を見てみれば，

日本は国家開闘以来独自の日本文化を持って
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いたが，特に奈良時代に入っては，中国の文

明や朝鮮の文化的影響を受け入れながら徐々

に発達していき，平安時代にはそれらの文化

を日本化し，純粋な日本文化と同化し新たな

国風文化を作り上げた。そして鎌倉時代には

武家文化が現われ，室町時代，江戸時代と文

化を発達進化させ，明治時代には西洋文明を

も自己の文化に融合させ世界の列強に伍する

までの大国となった。

ごのように，日本は開闘以来現在に至まで

発達進化してきた。しかし，それではまった

く前時代と異なって変化進展してきたかとい

うとそうではない。前時代は後時代に影響を

あたえ原因と結果になって発達していった。

そしてその発達の歴史について継続という

視点で見てみれば，常に皇室を国家の中心に

戴き，大和魂・忠孝両全を受け継いで現在に

至っていることになる。このことは，現在の

日本がどの様なものかを，進化発達の経路に

そってみていく時に，重要なポイントになっ
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ていくのである。

第 3は，歴史の発展を 5つの方面の発展と

捉えている点である。斎藤斐章は，国家を有

機体と捉えており，人間の成長と同様に，発

達初期においては全ての機能は未分離で一体

化しているが，成長するにしたがって機能分

化して複雑となり，主に 5つの方面(政治的

方面・宗教的方面・教育的方面・生業的方面

・社会的方面)を持つようになる。そしてこ

の 5つの方面は，相互に影響しあい，又その

発展は 5つの方面の同時的発展でなく，ある

時代にはそのいくつかが発展していくといっ

た分散的発展を考えている点にある。

斎藤斐章は，この点に関して次のように述

ペている。

「さて，歴史を有機的に考察する時は思想の

発達は次第に分化せられ，この文化的生活が

或いは互に相助け或いは相制克して自然の成

長発達を促す事を見るのである。この国民の
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分化的生活 (Institutional

L i f e )はこれを大別すれば五方面に分た

れる。政治，宗教，教育，生産，社会即ち是

である。而して政治の中心は政府，宗教の中

心は寺院，教育の中心は学校，生産の中心は

職業，社会の中心は家族であって，あらゆる

史実は先づ此五つの中心に依って結合されて

居る。且つ又，此の五中心にも時代により盛

衰消長があって，或る時代は政治が非常に盛

で，教育宗教其の他のものは全く見るべから

ざることがあり，又或る時代には，宗教のみ

が大に隆盛となって，政治や教育は一向振は

ない，商工業も何ら見るべきものが無いこと

がある。従って此の五つの分化的生活には，

夫れ夫れ盛表消長があるけれども，常に互い

に相関連して居って，決してその中のーをも

取去ることは出来ない。此の五つの方面は，

初めの聞は殆ど一緒になって居て，文化の進

むに従ひ，次第に分化して行く。(中略…筆

者)要するに，歴史は総て其の五方面を中心
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として，有機的に研究して行かねばならぬ。

}
 
B
 ---・・J

第 4は，社会心理と個人心理に分けて考え

ている点である.

先に，第 1の特徴として人物行為を軸に歴

史を見ていくことは述べたが，その中心は思

想心情にあった。それ故，個人心理(一個人

としての心情)は理解しやすいが社会心理に

ついては説明が必要と思われる。

社会心理とは，ある時代の国民の思想・感

情であり，その当時の社会全体が持っている

考え方のことである。これを称して斎藤は，

時代思想と呼んでいる。

この個人思想と社会思想の考え方について

斎藤斐章は特徴を持っている。その説明に，

コントの説. (及び，その説の影響を受けて

考えだされたラシプレヒトの歴史学)を引用

して，次のように述パている。
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「心理的発達を研究する時には，自ら二つの

方面から見ていかなければならぬ。即ち個人

心理と，社会心理との両方面が互いに相関係

している。即ち個人心理の動機，行為，思想

は，総て周囲の社会心理から影響せらるるも

のである。されば.社会心理の研究が出来て

それによって個人心理の解釈が出来る。勿論

個人個人に依って多少変化はせられるけれど

も，大体に於て，社会心理の範囲を脱するこ

とは出来ない。其の社会心理を実験的に研究

して，それに依って初めて各個人並びに社会

国家の真相が理解せらるるのである J 1 7 ) 

つまり社会心理と個人心理の両方とも大切

ではあるが，時代の開化発達の次第を見てい

くには，社会心理を中心に見てゆかなければ

ならない。それは社会心理が主であり，個人

心理は従であるという考え方があるからであ

る.

斎藤はこのような考え方をもちいて，次の
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ように主張している。

「出来事の内容を能く考えて見ると，其の原

因には根本的即ち一般的のものと，格段的即

ち特種的のものとある。であるから，盤翠主

なすには，其原因を尋ねて，一般的，根本的

原因は何であるか.又特種的，格段的原因は

何であるかを考察せなければならぬ。そうし

て.其一般的，根本的の原因が分かると，他

の特種的，格段的の原因は，自然に従属して

理解せられるものである。殊に，初等教育に

於いては，根本的，一般的の原因さえ能く理

解させて行けば，特種的の原因は従属的のも

のと見て軽く取扱って行って宜い。前の例を

再び挙ぐれば，応仁の乱の原因に就いては，

つまり道徳が堕落し極端な利己主義に走った

ことが，根本的一般的の原因である。之に反

して，斯波義敏，義廉の家督争，畠山義就，

政長の家督争，将軍家の義尚，義視の家督争

管領細川勝元と山名宗全との勢力争，皆特種
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的，格段的の原因であるから，それらの者は

縦令忘れたにした所が，普通教育に於いては

極軽く見て宜い。 J 1 8 } 

斎藤は，コントの社会科学を応用し，一般

的原因を社会心理，特種的原因を個人心理に

当てはめて考えていたことが分かる。(別の

所では，社会心理のことを，時代思想=その

当時における国民の思想，国民思想=日本が

開闘以来持っている国民思想，とも言ってい

る o ) 

このように斎藤斐章の歴史学の特徴を見て

きたがそれでは，歴史学の方法とはどの様な

ものだったのだろう。

但)斎藤斐章の歴史研究の実証的解釈

それでは r科学としての歴史 J において

歴史的事象が分かるとはどういうことなので

あろうか。それには 2つの方法がある。

第 lは，綜合と分解である。斎藤はそれに
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ついて次のように述パている。

「故に解釈 1n 七 e r p r e t a t i 0 nを

なすには，自ら二つの方面がある。其の一つ

は，一事実の他の多くの事実と共通なる点で

あって，他の一つは其の事実のみに特有なる

性質を有するものである。即ち一事実に就い

て，他の多くの事実と，知何に類似の点を有

するかを見たときには，其事実の当時代の影

響を受け，又其時代の特徴として見るべきも

のがあるし，又其事実のみに格段なる点を発

見した時には，それが其事柄として特に注意

すべきことを見出すのである。有らゆる事実

は，此の両方面から解釈されて行って，初め

/ 
て其の時代の真相を知ることが出来る。即ち

一方は，他の事実と共通したる点に於て，其

時代の特徴を知り，他方に於ては，其事実.

独特の性質を知って，如何に其思想なり感情

なりが変化して行くかを知ることが出来るか

ら，解釈を施すに依って，歴史の攻究は出来

175 



上がるのである。還元すれば，或る事実が，

前時代の思想感情から，如何なる影響を受け

ているかが分ると同時に，又当時代の思想感

情が如何に前時代と異なっているか.即ち如

何に進化発達して居るかを明らかにするので

ある。 J 1 9 ) 

時代の開化が，どの様に進化発達していく

かを知るためには，前時代が後時代に知何に

影響を与えているかを見ていく必要がある。

そこで，時代どうし，事実どうしを比較・総

合という手段をもちいて，その特徴・共通点

を見ていくのである。

第 (2は，人物の行為認識として歴史を実証

的に解釈していくことである。

ある事象は偶然に起るものではない。必ず

なんらかの因果関係のもとに起っているので

ある.その因果の根本とは，人間の「思想感

情」なのである。なぜなら，あらゆる歴史的

事象は人間の活動に他ならない，その活動は
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人間の「思想感情」から起ったものだからで

ある。それ故，ある事象の本質とは「思想感

情」なのである。

しかし r思想感情」は目で見る事はでき

ない.又「思想感情」の表出としての行動す

民ら，歴史事象であるかぎり現実に見る事はで

きないのである。それ故に，ある操作を必要

とするものである。それは r思想感情」の

表出したものとしての歴史的事実の世界(記

録，遺跡，美術品，伝説等)から，行為事象

として再構成をなし，さらにそれから因果を

求める問いである「なぜ」という問いを発し

て r推論 J を通して読み取るということが

必要とされるのである。これが斎藤斐章の言

う科学的，実証的，心理的な歴史学であった

のである。これについて斎藤のことばを述パ

ると次のようになる.

「以上述ぷるやうな訳で，歴史は即ち一つの

実験の学問である。実物，或は文書，若しく
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は遺物遺跡を元にして判断するのである。そ

うして，而も，之を判断するには，心理的考

察，即ち心の実験をなすのである。 J 20) 

今それを図にすれば〈図 3)の様になる。

この考え方を応用したのが斎藤の歴史教育論

である。斎藤は教科書も記録の一部と考え，

事実を行為事象に再構成をなし r思想感情

」を取り出し因果関係を求めるのである。

このように，斎藤は，時代の開化発達を 2

つの方法で探求しようとしていた.しかし，

斎藤 lにとってより重要な認識方法とは第 2の

方法内あり，これが斎藤の歴史認識の特徴と

なっていたのである。

4. r科学としての歴史研究」の教育力

それでは，斎藤斐章は何故「科学としての

歴史」は教育力があり，先に見た歴史教育の

目的を達成できると言うのだろうか。

斎藤斐章の主張す歴史学は r時代の開化
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(図3)

記録，遺跡，遺物，伝説等

活動・行為

思想感情
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史 J を人物行為を軸にした認識方法で捉えて

いこうとするものであった。それ故，時代の

「五大潮流の進展 J r国家の盛衰 J r国家の

成立」等の実質的側面を育成させることは勿

論であるが，かっ同時に，歴史の事実から人

物行為を取り出し，その心情を深く尋ね，原

因結果の因果関係を研究するので，形式的目

的の歴史的想像力(思考力)が育成すること

がでミ/る。

また r解釈に於いて歴史の内容を究め，

人間の思想感情に立ち入る時は，其人は何を

目的とせしか，其の目的を達する為に果たし

て適当な手段を採りしか等が明らかになる。

J 2 1 )と言い，目的一手段の関係から事象が

認識でき，善悪の本当の判断ができるように

なると言っている。

また，同時に，人物の精神・心情からの感

化も得られ，忠君愛国の精神，国民武勇の精

神等の品性陶冶にも資することができると主

張している。
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このように歴史を「科学としての歴史研究

」として学パば，形式的側面と実質的側面の

両方を同時に育成できることとなり教育力を

持つこととなるのである。

!?に言えば，斎藤の主張する「科学的な

歴史学研究の方法」を歴史教育に応用するこ

とによって初めて，日本の開化発展の歴史が

理解でき，同時に，思想感情を児童の眼前に

見せ，善悪の判断力，忠君愛国の精神が育成

されるのであり，事実と事実の因果関係を求

めていかない歴史教授なら，時代や人名や事

象を機械的に暗記していくことになり，先の

歴史教育の目的の何 1つ達成することはでき

ないと主張しているのである.
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第2節 教材論

1.教材選択の原理

斎藤斐章は，教材選択の原理をどのように

考えていたのだろう。斎藤は，以下に示すよ

うに 3つの教材選択の原理を用意していた

と考えられる。

第 1の原理は r科学としての歴史研究」

からの要求である。それに依れば，日本史と

は，日本国が如何に変遷発達してきたかを因

果関係でとらえていくものであった。そのた

め，①「時代の因果関係との関連 J ②「歴

史の 5つの側面(政治的方面，宗教的側面，

教育的側面，生業的側面，社会的側面)を含

むこと J ， @ r時代思想・時代の特徴を表す
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典型的事例」が教材選択の基準とされること

になる。また r科学としての歴史研究 J の

認識方法に「人物の行為を軸とした認識」が

あり，そのため④「人物行為(目的一手段)

に還元できる事象」ということも重要な基準

とされていた。又 r是等外国との関係は，

日本の歴史の発展上，極大切なことであるか

ら，ここに注意を払はしめることも，歴史教

授の重要なる一つの任務である。 J 22】とし

⑤「外国との関係」という基準，又 r此文

化の筋道を生徒に能く理解せしむるととは，

歴史教授の中において尤も大切なることであ

る。 J 2 3 )と文化的由来を知るための@ r文

化の由来 J も重要な教材選択の基準とされて

いた。

斎藤斐章は，このような選択基準のなかで

も，特に①「時代の因果関係との関連」を，

最も重要だと考えていた。その事を強調して

次のように述ペている。
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「前時代の必然の結果として現われた重要な

る事項，或は現時代に起こった事の重要なる

原因として説明する必要があった時には，必

ず之を説明せねばならぬ。 J 2") 

「要するに，歴史の教材を選むには，因果の

鎖を以て繋ぐに必要なる事柄は，総て之を挙

げなければならぬ。因果の関係を有って居る

ものこそ，真の歴史というべきものあって，

因果の関係なき断片的の事は，単なる記憶に

過ぎない。 J 2 5 ) 

「斯く前時代が後時代に影響し，其の結果が

更に其次代に影響する跡を，因果の鎖を以て

結付けねばならぬ。前時代と後時代と何等因

果的関係を持って居らない史実を孤立的に挙

げる事は断然排斥すパきである o (中略…著

者)要するに，教材は前後に聯絡なきことは

之を教ふペからずと云ふ標準の下に選択せね

ばならぬ。 J 2 6 ) 
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第 2の原理は r育てたいと望まれる態度

・心情・精神」からの要求である。これは，

日本人として当時の国家が望む忠君愛国の精

神や道徳的態度の観点から，教材を選択して

いこうというものである。このような選択の

基準として，①「建国の体制」②「皇室統一

の無窮 J ③「歴代天皇の盛業 J ④「忠良賢哲

の事跡 J ⑤「国民の武勇 J を挙げている。但

し，乙こで④「忠良賢哲の事蹟」及び，⑤「

国民の武勇 J については，斎藤の特徴が出て

いるので説明が必要と恩われる。斎藤は，次

のような但し書きを述パている。

「併ながら，国民の武勇を歴史の上から説明

するに当って，単に戦争の話でもすればそれ

で足るかの如く考へて，恰も講談士が軍談を

語る如き態度を以てする教師があるが，此の

知き事は避けなければならぬ。歴史は勿論戦

争のみでなく，宗教，教育，学問，産業等，

色々な方面が含まれて居るのであるからして
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それらの社会全体の事柄を能く理解させるこ

とに努めなければならぬことは勿論である。

(中略…著者)殊に武勇は単に戦争それ自身

にのみある訳ではない，君国の為に己れの心

身を捧げて惜しまないと云ふ献身的精神は，

総て武勇である。例えば中大兄皇子が藤原鎌

足と共に蘇我入鹿を諒せられたことなども，

武勇の精神の現はれたものである。 J 2 7 ) 

ここから次の 2点のことを読み取る事がで

きる。第 1は，戦争にのみ重点を置くべきで

なく，歴史の 5方面ヘの注意をすることを主

張している点である。この考え方は，斎藤の

歴史学の論理から主張されたものであり「歴

史の 5方面」から教材を選択することが重要

視されたあらわれであると言える。第 2は，

「国民の武勇」や「忠良賢哲の事蹟」とは，

行為そのものでなく，その精神に基準を求め

ていることである。これは歴史教育の目的に

挙げた「善悪の判断 J の時，精神を持ち出し
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たのと同じ論理であろう。

第 3の原理は，心理学からの原理である。

それは，子供の興味関心から引き出された原

理としての人物教材である。

斎藤斐章は，小学校の児童に課すべき歴史

教材として人物教材が適当であると次のよう

に述パている。

r li'少青年は活動を好む者なり』とは，心理

学者の証明する所である。その生徒の天性に

適したる所の最良の教授材料は即ち人間の活

動其ものであることは，何人も証明し得ると

ころであろうと思ふ。児童は天性，自然を好

むとは，広く言ひ習わされた詞である。どの

子供も美しい草花や，瑞々しい葡萄の実の垂

れて居るのを見ると非常に喜ぶ。けれども，

之を活き活きした金魚，または緋鯉の泳ぐの

や，猿の木登りなどを見た時の喜びに比ペた

ならば，どうであろうか。魚又は獣の活動す

る有様は，動かない植物の花又は果実などの
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美しいに比べて，遥に子供の天性の噌好に適

して居るからして，草花や果実の美しいのは

初めの聞は，喜んでこれを見て居るけれども

子供は間もなく厭きて了ふ。これに発して動

物の活動であると，十分，二十分，三十分と

経っても尚厭かずして之を見て喜んで居る。

更に動物の活動と，人間の活動とを比ペてみ

た時には，動物の活動よりも人間の活動の方

が，遥に子供らの噌好に適して居る。例へば

今，此に犬と犬との岐合を見たとすれば，子

供等は大変に喜ぶに相違ないが，更に犬と人

との相撲，或いは獅子と人との角力，若しく

は人間の相撲などを見た時には，獣類ばかり

の活動よりも，一層愉快であって，何時まで

も，厭かず之を見て居る。(中略…筆者)児

童は.自然を好むけれども，静物よりも動物

の活動の方が，一層，其心理の噌好に適し，

又動物の活動よりも，人間の活動が，児童の

脳裡に知何に強く響くかと云ふ事は争われな

い事実である.さて，此の心理学者の比喰を
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味わって見ると，つまり人間の活動，殊に歴

史上に於ける人類の活動は，最も意味のある

活動で，市かも直接に自分の住んで居る国家

を打ち立て，又は其の文明を進むるに力のあ

った人々の行動を知る事であるから，少年の

心理的発達及び噌好には最も適して居る。 J

28) 

このように人間の活動が，小学校の生徒の

興味や心理的発達段階に適しており，人物教

材を教材選択の基準にすることを主張してい

る。また，その際に，心理的実験の結果とし

て，年令に応じて，その取り上げる人物を変

えていくことを主張して次のように述ペてい

る。

「歴史は十二三才頃までは，主に冒険家とか

軍人とか云ふやうな人の事蹟を撰んで話をす

る.或は，日本武尊でも，坂上田村麿でも宜

い。さう云ふ者を撰んで話していく。併なが

ら，十二，三才以上になったならば，少し変
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へなければならぬ。即ち政治家とか航海者，

或いは学者，詩人と云ふやうな人の事柄を加

八て行かなければならぬ。 J 29) 

このように人物教材の重視の主張している

が，それは人.物の歴史それ自体を授業の中で

行なおうとするものではなかった。その事に

関し，次のように述ペている。

「其の人の生時より死に至までの事蹟を説く

にあらずして，その活動が歴史に関係或る

範囲内に於いて採用すパきのみ。 J 30) 

「然らば自国史の材料は如何なるものを撰ぶ

かと云ふと，自国史の教材は従来の教科書見

たやうに，唯だ政治的方面のみを撰んではい

けないのであります。其外に学校の乙と，人

民のこと或は宗教のこと等，総ての方面を含

ませなければならぬ。前に申した軍人が宜い

と云ふのは，軍人のことでなければ，子供等
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には適当せぬから，唯それだけ教えていくの

でありますが，高等二，三年(1 1才・ 12 

才…著者)となれば分かつて行きますから，

全体の方面を教えなければならぬのでありま

す。それならば，どう云ふ標準にして宜いか

と云ふこと簡単に箇条書きにして申して見ま

せう。

先ず社会上重要な変遷を来したること，

例えば仏教が伝来したとか，幕府が立っ

たとか云ふやうなことであります。

不朽の功績を遣しし人物。其の人物は政

治家ばかりではいけませぬ。坊さんなら

ば弘法大師とか，事実業家ならば二宮尊

徳とか云ふやうな人を総て網羅するので

あります。

ー は道徳上の感化を輿ふる人。之に付ても

総ての方面を含むのであります。

四 或る時代の特質を表して居る人。即ち其

時代を其人の伝記によって凡て推量が出

来ると云ふ人を撰んで教えて行かなけれ

1 9 1 



ばならぬ。だからして，若し鎌倉時代の

特質を現はそうと云ふ時lには，頼朝を撰

んで行かなければならぬ。又足利時代を

現すには義満のような倣慢で賀沢をした

人を撰ばなければならぬ。 J 3 1 ) 

この主張からも分かるように斎藤斐章は，

ただ，人物教材であればよいというだけでな

く①道徳上の感化を与えるに適している人，

②不朽の功績を遣した人，③時代の特質を現

している人，@社会上の重要な変遺に関係す

るもの，という条件を人物教材の選択の原理

に付け加えている。(しかも，①の道徳上の

感化を与える人，②の不朽の功績を遺した人

も，総ての方面，つまり r歴史の 5大方面

」から広く選択することを主張している。)

このことから，先に述ペた選択の原理であ

る「歴史学」からの原理と「育てたい態度・

心情・精神 J からの原理を基礎にして「心理

学」からの選択原理として人物教材の重視を
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主張していたものと言うことができる。

一方，この人物教材重視ということについ

ての説明では別の見方ができるのである。そ

れは r歴史学の認識方法 j として「人物の

行為を軸にした認識」方法があったことは先

に見た通りである。それ故に，必然的に斎藤

の歴史教材選択の基準に，人物教材の重視が

主張されたとも言うことができ，それを心理

学の立場から，子供の興味・関心として「人

物」に対する興味・関心があることを主張す

ることで，歴史学からの基準を基礎付けたと

も見ることができる。

以上，見てきたように斎藤斐章の教材選択

の原理には 3つの原理があった。第 1は「歴

史学 J 第 2は「育てたい態度・心情・精神

J 第 3は「心理学 J であった。しかし，そ

の原理には重要性において軽.重段階があり，

教材選択原理の最も重要な原理は「歴史学 J

の原理にあったということができ，その原理

にしたがって「育てたい態度・心情・精神」
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や「心理学」からの選択原理が主張されたも

のということができる。

Z教材排列の方法

斎藤斐章は，先に見たように開化発展の歴

史を教授しようとしていた。それ故，教材排

列の方法はヘルバルト派の「開化史的教授法

J を適当なものとして取り上げている。この

方法を示せば次のようなものである。

「開化的発達に依りて，時代時代を分かち之

をー全体とし年代順に依りて教授すペし J

3 2】

「そうしてそれをー全体として，鎌倉時代な

ら鎌倉時代，奈良時代なら奈良時代をー全体

として，此時の政治はどうである，学問はど

うである，衣食住の有様はどうであると云ふ

やうに全体に付いてチャンと組めて教えて

行く.さう云ふ風にして教えて行くと，其の

時の文明の有様を知るに必要の事は挙げてい
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くが，必要ならざる事は皆省いて住舞ふ。で

あるから，必要の度によって自由に教師が選

択することが出来る。前の方法であると，斯

う云ふ事は出来ない。それで理論としても，

又実際教授する上に於ても適当なものとして

居ります。故に今日の中学校は勿論小学校に

於ても，此排列法でやって行く。 J 33) 

この方法は，日本全体を時代時代に分け，

それを 1つのまとまりのあるー全体として，

開化発展の時代願に教授しようとするもので

あり，これによれば 1時代は 1つの中単元

となりその中を，先に述べた教材選択の原理

によって選択された事象を小単元として構成

しようというものであった。

それでは，斎藤斐章はどの様に時代区分を

しているのであろうか。それは次の 10区分

ないし 1 1区分の時代区分であった。①「神

代 J ②「上古 J ③「新政時代」④「平安時代

」⑤「源平時代(院政時代) J ⑥「鎌倉時代
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J ⑦「吉野朝廷時代」③「室町時代 J @ r織

豊時代 J ⑩「徳川時代 J ⑪「明治時代 J

この中で注意を要するのが⑤「源平時代(

院政時代) J ①「吉野朝廷時代 j であった。

先に，時代区分を 10区分ないし 11区分

としたのは，大正 2年の『実証的見地心理的

思索に拠れる歴史の内容的教授法』以外の著

書では，)⑤「源平時代(院政時代) J は@r

平安時代」のなかに組み込まれており， 1 0 

区分ほうが用いられているのであるが(j'実

証的見地心理的思索に拠れる歴史の内容的教

授法』ではその部分が独立し， 1 1区分法を

取っているからである。私は，この事につい

てはさほど重要な意味をもって居ないと考え

る。なぜなら，⑤の「平安時代 J の中を従来

のものでは， (1) r平安朝初期〈王権隆盛時代

) J ， (2) r藤原時代 J ， (3) r源平時代(院政

時代) J と 3つに区分しており，その中の 1

つを独立した単元としたという意味に外なら

ないからである。
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また，⑦「吉野朝廷時代」いうのは，明治

4 4年の「固定教科書」修訂で，従来の「南

北朝 J が改められたもので，その方針に従っ

たもの-ということができる。

乙の様に，斎藤斐章は，教材排列の原理を

「開化に史的教授法」に置いており，この方法

を，小学校だけでなく中学校においても行な

うべき教材排列の原理であると考えていた。

そしてこれは，日本史全体を大単元として考

え，それを分かるために時代を中単元として

組み，そしてその時代中の重要な事象を小単

元とし構成しようという，非常に組織化され

た構造を持っていたということができる。

それでは，何故このような排列法がよいと

考えたのであろうか。それは，まさに斎藤斐

章の歴史学そのものが，開化史を求めたもの

であり，その考え方に最も適合した方法であ

ったからであろう。
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第3節 教授方法論

斎藤斐章の教授方法論は，前期(明治 35 

年から明治 4 2年の洋行まで)と後期(洋行

以後〉において異なっていた.それでは，①

前期の教授方法論とはどの様ものなのであっ

たのだろうか。②後期の教授方法論とはどの

様なものであったのだろうか。また，③前期

から後期へと変化したのはなぜなのか。そし

て，前期から後期への変化には，どの様な意

味があったのだろうか.これらの聞いに以下

答えていくことにする。

1.前期の教授方法論
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当時，ヘルバルトの 5段階教授法が全盛に

あったなか，斎藤斐章は，次のようにその機

械的適用を批判している。

「吾人は，此の形式を適用することの寧しろ

甚だ機械的なることを感ぜずんばあらざるな
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「五段階の形式は，固より完全概念を構成す

べき形式なれば，不完全概念を形成するに方

りては，必ずしも此の完全形式を履行せざる

べからざるにあらざる。 J 35) 

それでは，斎藤斐章はどのような教授方法

を主張しているのであろうか。斎藤は，歴史

教授を「而して，其の教材を取り扱ふに当り

て，一々の事実を取り扱う場合と，開化史的

観察をなさしむる場合とによりて少しく其の

方法を異にせり J 3 6 )と主張し r事実教授」

と「開化史的観察の教授 J の 2つの段階にわ
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けて教授方法を設定し r前者はヘルバルト

派の所説未だ直ちに従うペからざるものあり

J" 37¥ 「後者即ち開化史的観念をなさしむ

る場合に於ける教法は，全然ヘルバルト派の

所説に従ごうの可なるを見る J 38) とし，前者

を 3段階(予備ー提示一応用) ，後者を 5段

階(予備ー提示-比較一概括一応用)で教授

する事を提唱している。

ここから読み取れることは，斎藤斐章は，

「事実教授 J には(比較一概括)という操作

は必要がなく，一方 r開化史的観察 J には

(比較一概括)という特徴や共通点を明らか

にしたり，具体から抽象する操作が必要であ

ると考えていたといえる。それでは，なぜ斎

藤斐章は，教授方法を「事実教授 J - 3段階

と「開化史的観察 J = r 5段階 J に分けて考

えたのであろうか.

それは，斎藤斐章の「歴史学の認識方法 J

に由来する。斎藤斐章の「歴史学の認識方法

J では開化発展の次第を認識していく方法と
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して，前時代が後時代に知何に影響を与えて

開化してきたのか「分解」・「比較 J ・「総

合」して，その時代の特徴，前時代からの影

響，そして，その時代が，更に後の時代にど

のように影響を与えて行ったのかを見ていく

方法と，一方，それらの時代のなかの事象は

どの様なものであれ「人物の行為」によって

生み出されたものであり，その行為は r人

物の心情 J から生み出されたものとして r

人物の行為を軸にした認識方法 J が必要とさ

れており「開化史的観察」の認識方法と，事

実(人物行為)の認識方法とは区別されてい

た。それ故，歴史学の認識方法の区別によっ

て.r事実教授 J - 3段階(比較一概括を必

要としない)， r開化史的観察 J = 5段階教

授(比較一概括を必要とする)とを，区別す

る事なく，機械的に(比較一概括)の形式を

取る 5段階教授法を当てはめることはできな

かったものと考えられる。

斎藤斐章は r開化史的観察 J について次
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のように述パている。

「開化史的観察は，歴史上の事実の全体を考

察せしむるにあるものなれば，是等事実の相

互の関係を審にし，歴史上の変遷時期の全般

に渉りて，其の変遷発達の状態を明らかにす

ることを主とするなり。 J 39) 

「実に歴史は，各時代々々の終りに至りて始

めて，開化史的観察を為し得ペきものにて，

決つして各一時間毎に比較概括する用なきな
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つまり r開化史的観察 J とは，時代のな

かの重要な事実の「事実教授」が終わった後

に r前時代との関係，後時代への影響 J r 

時代と時代の関係 J r時代の変遷発達の過程

J r時代の特徴」といった概念を理解させる

ために 1時代の最後に行なわれるものだと

されている。それ故に r開化史的観察 J の
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方法には， (比較一概括)をともなう 5段階

教授が適当なものとして適用されることにな

り，一方，事実教授には(比較一概括)とい

う操作を省略した 3段階という教授方法がと

られることになったのである。

以上のように r開化史的観察 J = 5段階

教授 r事実教授 J - 3段階教授という教授

方法の根拠は，斎藤斐章の「科学的歴史研究

の認識方法」に由来するものと，言うことが

できょう。

但し，との前期の段階では 5段階教授法

を機械的に当てはめる事なく，歴史学の認識

方法から r開化史的観察 J には 5段階教授

法 r事実教授」には 3段階教授と，教材の

性質により教授方法を区別しようという方向

性は示されているが，依然として「教授方法

論」とは形式的段階を踏む事であると考えて

おり，歴史認識の方法論そのものが「教授方

法論」の原理として理論化されないでいたと

言える。
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Z後期の教授方法論

斎藤斐章の後期の教授方法論は，形式的段

階にとらわれる事なく，歴史学の認識方法で

ある「人物の行為を軸にした認識方法」を教

授方法の原理とし，歴史の 5要素である W

ho， Where， When， What， W 

h yという問いを Whyを軸に組織し，教授

方法としていくものであった。斎藤斐章は，

その教授法方法論を主張して次のように述ペ

ている。

「歴史は地理と同じく常に『何故に.!I rrなぜ

か』を以て教授の出発点とせざるべからざる

なり換言すれば c a u s a 1 i t y を考索し

て歴史教科書に記載せる事実相互の関係を O

rganizeするは教師の任務なり J 4 2) 

「某年，某，某慮に何事かをなしたと云ふ丈

にては，死したる事実に過ぎない。単なる年

代記に過ぎない。死灰の知き事実単なる年代

204 



記丈では，普通教育上，何らの必要あるを認

むることは出来ない。何故に然りしかを知る

によって，始めて歴史教授の真の目的を達す

ることが出来，また歴史を活きた学科として

取り扱うことが出来る.故に(W h y )は，

歴史の五要素であって，然かも前の四要素を

有機的に干係せしむる唯一の連鎖である。 J

4 3 ) 

「蓋し，歴史は，常に『なぜか.!l [j'何故に』

等の問いに応じて推究的に教授すパきもので

ある。 J 44) 

このように「なぜ J という聞いを重視し，

「なぜ J によって他の 4つの聞いを組織し(

図 4) 45¥ 歴史事象の原因・結果(心情・

動機・目的一手段)の関係を推究して，事実

を組織してい乙うとする教授方法であった。

この考え方はまさしく歴史学の認識方法であ

り，後期の歴史教授方法論を根拠づけ理論化

したものは「歴史学の認識方法 J にあったと
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いうことができょう。

ところで，斎藤斐章は，この「なぜ」とい

う聞いによる C a u s a 1 i t y の追求と

いう教授方法を理論的に根拠のあるものとす

るためには解決しなければならない 1つの問

'題があった。それは rなぜ J の追求という

ような高度な歴史学の問題を子供が追求し，

理解していくことができるのかという問題で

あった。斎藤斐章は，この問題に対して，次

のように答えている。

「幼童に対して決して理解し得ざる高速のも

のにあらざる J 4 6 ) 

「なぜかといふ連鎖によりて結合すること即

ち C a u s a 1 i t y を説明することは，単

複難易等，幾多の段階があって，小学生徒に

は小学生徒の知力相応に推理せしめることが

出来る。成る程，連絡なく関係なく，年代的

に記述せる歴史書から，断片的の教材を本に
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して，これを推理的に考究することは六づか

しいことに相違ないが，其の材料を提供する

時，よく有機的関係をつけて説明すれば，小

学児童にも，よく理解せしめることが容易で

ある o J 4 7 ) 

斎藤斐章は rなぜ J という聞いに答える

ことは，教授方法次第では，小学生にも知力

相応に答えることができると述パている。①

それではどうして rなぜ J という問いに答

えることが「決して理解し得ざる高遠のもの

にあらざる J ものであると言うのだろうか。

②また，どの様に教授すればよいというのだ

ろうか。

この間いに答えるためにまず見なければな

らないのは，斎藤斐章の心理学的実験の報告

ある.斎藤斐章は，子供に歴史の話をしたあ

と，どの様な聞いが，何才頃から出てくるの

かという心理的実験を行なったり，又，その

関連文献により，解答を引き出している。そ
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れを示せば以下のようになる。

「年代の観念は一般に十二三歳までは正しき

概念を有って居らぬ。故に教える場合には，

必ず或る具体的のものを借りて現して行かな

ければならぬ。然らば今吾々の小学校で，高

等一年から歴史を教えるとすると，年代の観

念は発達して居らぬから教へないかと云ふと

それはいけない。矢張り教へて行かなければ

ならぬ。それには具体的の方法に依ってやっ

て行く o J 4 8 ) 

「原因結果に関することは，初めは無意識的

に，兎も角も原因結果に関することをやるが

十二三歳に達すると批評的になる。即ち無意

識的の反対で意識的になって行くのでありま

す.故に吾々は高等小学一，二年で教へる歴

史は，其時に原因結果の話をするのは宜いが

これは無意識的に話するやうにして，決して

批判的にやってはいかぬ。批判的は高等三年
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以上からで宜い。 J 49) 

「殊に生徒をして各時代々々の真相を洞察せ

しめんが為には，沿草地図や，絵画，その他

の教具を整頓し，巧みに之を利用する。 j

5 0 ) 

これらから読み取れることは，因果的関係

は 1 2 ......， 1 3才で本格的に起こってくるもの

であり，高等小学 3年からは十分に行なって

もよいが，高等小学 1 ・2年はあまり推理的

にせず原因結果を分かりやすいように直感教

材を多用しながら授業を行なえというのであ

る。又，年代観念のように未発達なものは，

より具体的に教授するようにと主張している

のである。つまり，その観念の発達する年令

に達していない場合は全く教授してはならな

いかというとそうではなく，その観念が発達

する以前の年令でも観念発達の準備的意味で

教授して行かねばならないものであり，その

教授方法を，より具体的に，より直観的にし
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ていくことで，教授して行くことができると

考えているのである。

このように「なぜ」という聞いの追求は，

歴史認識の方法によったものであるが，心理

学的にも一応の根拠を持つものであったと言

うことができょう。

a前期の教授方法論から後期の教授方法論ヘ

それでは何故，前期の教授方法論から後期

の教授方法論へと変化したのであろう。それ

は，まさしく明治 4 2年から明治 4 4年まで

の欧米留学にあった。斎藤斐章はそこでの体

験を，次のように述パている。

「自分は，初めて独逸国の小学校を参観した

時に当って異様な感を起こしたのは，旦主 (J)

教授と違って，教授上.何等の段階をも踏ま

ず.形式的段階をば眼中に置かないことであ

った.初めはヘルバルト派に反対の意見を有

って居る教師であろうと思ったから，他の教
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師又は他の学校を，成るパく広く参観した。

所が何れの教師，何れの学校に於ても，日本

で見るような形式的段階を踏んで，型に当て

様めたような授業をして居る所は無かった。

最後に自分は教師・校長に質問した。Ii'貴国

に於いてはヘルバルト派の教育学教授法を排

斥 Lて居るのか，我国に於ては，教師と言八

ば，必ずヘルバルト派の教育学，教授法を一

通り学び，多くの教師は，ラインの所謂形式

的段階を金科玉条として守って居る。然るに

貴国に於て我国に見る如き形式的段階を踏む

事をしないのは，頗る異様に感じた』と。此

の間いに対して，彼国の教師は，異口同音に

答へて『我国に於ては，勿論，ヘルバルト派

及非ヘルバルト派の二潮流が教育界に流れて

居るけれども，教授の形式，教授の方法等が

心理学を基礎としている点に於ては，ヘルバ

ルト派の説く所を是認して居る。であるから

誰人もヘルバルト派の心理的基礎に築き上げ

た教授法を知らない者はない。学ばぬ者もな
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い。又従って其方法を掛酌して居らない者は

ない。唯我が国に於ては，其形式に捕はるる

乙とをしない。其基く所の原理を是認し，生

徒の心理的発達に適するように教授する。 J

5 1 ) 

「自分はヘルバルト派の本元たるエナ大学に

行って，其開催に係る夏期講習会の講義を三

週間聴講した。其教授科目の中に，歴史教授

法，国語教授法等の実地教授もあったので，

之を聴講した。訓導は多年ラインの指導の下

に，同大学付属の訓練小学校を担任して居る

一文学士であった。其教授する所を見るに，

問答を以て始まり，問答を以て終り，生徒を

して決して瞬時も受け身とならしめず，常に

自ら働き，自ら工夫し，自ら思慮せしめる点

に就ては，至極感服した。併し，我が国に於

て見る如く，一時間を第一段，第二段，第三

段，第四段，第五段と云ふやうに分割して授

ける事は，会ってしなかった。であるから，

日本で見た目を以て之に参観して居ると，何
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時予備が始まり，何時提示し，何時比較総括

したかは，少しも分らない。形式的段階の本

家本元と言はる〉エナ大学の演習学校に於て

既に然りである。此実況を我国の教師に見せ

たならば，何人も異様の感を起こし，なぜラ

インは形式的段階を主唱しながら，身自ら之

を行なわないかと訪かるであろう。併し，是

は所謂ラインの形式的段階の形式を知って，

其本義を知らぬ所から来るーの誤想である。

つまり，児童心理発達の理法に従ひ，児童を

して旧観念と新観念とを聯合せしめて.孤立

的観念若しくは機械的記憶をさせない様にし

さへすれば，それで宜いのである。 J 5 2 ) 

斎藤斐章は，この留学の中で，形式的段階

の本場とも言えるドイツにおいては，一切形

式的段階の型が踏まれていない事を知り非常

に驚いている o 5段階教授全盛の日本のなか

で 5段階教授の機械的適用に批判をし，そ

の形式にこだっていなかった斎藤斐章ですら
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教授方法といえば，形式的段階の型を踏むも

のと考えていたことが分かる。しかし，斎藤

は，この留学で，形式的段階の形にこだわる

事をやめ，次のように 3段の形式すら踏む必

要はないと述パている。

「歴史又は地理の教授に於ては，殊にさうで

ある。何となれば，地理，歴史に於ては，完

全なる概念を構成する場合が甚だ少い。殆ど

総てが不完全概念として生徒に印象せしむる

ものであるから，一時間を第一段より第五段

までに区別して授ける必要がないのみならず

第一予備，第二提示，第三約習の三段の形式

さへも機械的に踏む必要はない。 J 53) 

それでは，この形式的段階は，全く顧みら

れないのかというと，そうではない.形式的

段階の型は捨て去られ，生徒の心理的発達の

理法として，旧知識と新知識とを，結付けて

教授方法を基礎付ける理法として，形式的段
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階は解釈され，次のように述べられている。

「つまり生徒の心理的発達の理法を考へ，新

観念は必ず孤立的ならしめず，常に旧観念と

聯合せしめ，無数の旧観念が夫れ夫れ新観念

と聯絡関係して，其一端を挙ぐれば他端が聯

続して伴生する様にすることを努めさへすれ

ば宜いのである。是が即ちラインの所調形式

的段階の本義である。此本義を忘れて，単に

形式(即ち型)のみに拘泥し，形式に囚われ

る時は，其教授は支離滅裂となって，却って

ラインの形式的段階案出の根本原則に背くや

うになる。 J 54>. 

このように斎藤斐章は，留学によって(特

にドイツ)• ，形式的段階を，むしろ，その本

義を取り教授方法を心理学的に基礎付けて行

く理法と考えるようになり，前期の教授方法

論と比ペると，教授方法原理としての形式的

教授法の重要性は相対的に低下していったと
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言える。そしてその事により，形式的段階に

変わる教授方法論を用意する必要に迫られた

斎藤斐章は，前期においても意識されていた

が，教授方法の理論としては主張されていな

かった歴史認識の方法を前面に出し，教授方

法の理論として整備していったものと考えら

れる。

それでは，形式的段階の本義としての心理

学的立場からは，歴史認識方法を応用した教

授方法は，どの様に評価されるのであろう。

第 1に r観念聯合の法則 J (必ず旧観念

と新観念との聞に聯絡を付けるということ)

から言えば，歴史認識の方法は，前時代と後

時代の因果関係，及び，事実と事実の因果関

係を推論によって結付けており，知識獲得の

理法によく適合していると述べている。

第 2には，歴史認識の方法によれば，心理

作用の最も高尚なる推理作用も入っており，

最も心理学の法則に適合したものと言えると

次のように述パている。
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「前にも数々言ひし知く，歴史は決して事実

のみを教へるものにあらず C a u s a 1 i 

t y 即ち事実聞の因果の関係を教ふるもので

ある.此 C a us  a 1 i t yを教ふることは

即ち心理作用の最も高尚なるものである。単

に継続法の知き観念聯合の法則に依って結び

付けられたものと違ひ，永久的知識となる。

されば教材を選択する上に就いては，決して

孤立的でなく A. B. C. D. Eと互いに聯

絡関係するやうにし，且つ其の教授に際して

は C a u s a 1 i t yを求め，概念の必然

的関係を以て結合せしめることを努めなけれ

ばならぬ。 J :;:;) 

このように，歴史学の「歴史認識方法」を

応用した後期の教授方法論は，心理学の理法

にも適応した教授方法として完成されていく

ことになるが，それは全く新しい論理を教授

方法として応用したものではなく，前期の授
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業論から積み重ねて完成した論理ということ

ができる。

以上，斎藤斐章の教授方法論をまとめてみ

ると，斎藤は r歴史学の認識方法 j により

歴史事象の認識の方法を「事実認識」と「開

化史的認識(時代認識) J との 2通りに区別

して考えており，それを教授方法論にも応用

し，前期の段階では 5段階教授法の機械的

当てはめでなく r開化史的観察」は 5段階

教授 r事実教授 J は 3段階教授と，認識対

象の性質によって，形式的段階の型を変えて

行くことが教授方法論であり 5段階教授の

機械的当てはめを克服したものだと考えてい

た。それは，明治 3 0年代においては画期的

なことであったが，欧米留学を期に，形式的

段階の型を教授方法論だと考えること自体を

克服し，歴史学の聞いである「なぜ」という

聞いを解いていくこと，そのものが歴史教授

方法論であると，教授方法論の一般原理(法

則)を完成するに至ったのである。しかし，
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「歴史学の研究方法 J を歴史授業論の教授原

.理にするという考え方は，すでに明治 3 5年

の r歴史教授法 全』には表されており，そ

の内的発展としてこの一般原理に到達したと

いえる.
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第4章 斎藤安章の歴史授業の実際
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第l節 歴史教授カリキュうム

1.年間構成

斎藤斐章の授業年間構成は 2年間で日本

史全体(国家開問=神代，から現在まで)を

学、習していき，それを小学校段階で 2.回繰り

返すもカリキュラムになっていた。そのよう

なカリキュラムになる理由が 2つある。

第 1は，当時の小学校教育の制度的理由に

よる。 1】明治 3 3年から明治 4 0年までは，
\~ 
、/〆

尋常小学校 4年，高等小学校 4年に分かれて

いたため，その聞は，高等小学 1 ・2年(1 

0 ・11才)で日本全体を 1回，高等小学 3

4年(1 2 ・13才)で 1回づつの，計 2

回通して日本史全体を学習することになって
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いた。また，明治 4 1年以降は，尋常小学校

6年，高等小学校 2年制に変わったために，

尋常小学 5 ・ 6年(1 0 ・ 11.才)で 1回，

高等小学校 1 ・2年(1 2 ・ 13才)で 1回

の計 2回通して日本史全体を学習していくこ

とになっでいたからである。

第 2は，斎藤斐章自身が，円周的排列法(

古代から現代までを繰り返す方法)を，支持

しているからである。斎藤は，次の 2点で，

その理論を支持している。

第一戸J は，順進的排列の欠点を補えるからで

ある。順進的排列とは，古代から現代までを

時間経過の順序にそって 1年では上古史，

2年では中古史 3年では近古史 4年で，

近世史・現代史という具合に学習していく方

法であり，子供も理解しやすいが 2つの欠

点があると指摘している。 1つは，下級段階

で学習したことは忘れてしまい，歴史のつな

がりが分からなくなりやすい。 2つは，高等

小学校 4年まで学校に全員が行くわけではな
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い。それ故，日本の歴史全体を学習する前に

学校をやめ，日本史とはどの様なものかが分

からなくなると言う点である。これらの欠点

は，円周的排列法の場合は，補うことができ

ると考えている。

第 2には，早くから日本史全体を見させる

ことで，歴史の基礎観念ができ，学年が上が

るに従ってさらに詳しく見ていくことができ

ると考えている点である。

このような考えにより上記のカリキュラム

構成を行なっているのである。今それを示せ

ば(図 5) 2) のようになる。

Z単元構成

斎藤斐章は，日本史全体の学習をするため

に，以下のように時代を， 1 0ないし 11に

区分している.①「神代」②「上古」③「新

政時代」④「平安時代」⑤「源平時代(院政

時代) J @ r鎌倉時代 J ⑦「吉野朝廷時代」

@ r室町時代 J @ r織豊時代 J ⑪「徳川時代
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(図 5): 
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」⑪「明治時代」。ここで 10ないし 11の

時代区分になるのは，⑤「源平時代(院政時

代)が④「平安時代」のなかに吸収される場

合とされない場合とがあったためである。

斎藤斐章は，この時代区分方法によって区

分された 1時代を 1単元(中単元)として

構成しており，日本史全体を大単元として教

授する構想がなされていたものと考えること

ができょう。

このそれぞれに区分された時代は，前時代

の影響を受け，さらにその時代が後時代ヘ影

響を及ぼすという，時代の連鎖の上に成り立

っており，それ故 1単元は，次の単元の予

備となり，且つ，前の単元から必然的に導か

れるものとなっている。

単元内の構成は 1時代の特徴や時代思想

をあらわす典型的事例，及びその時代へ大き

な影響を与えた事蹟や人物，次の時代の単元

の学習の時必要となるような事例を，主要な

教材として選択し，その選択された事象や人
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物を小単元として 1時間ないし 2時間の授業

で行なうものとして構成されていた。今それ

を示せば(図 6)の様になる。
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(図6)斎藤受章のカリキュラム構成

日本史全体
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第2節 歴史教案の実際

斎藤斐章は，どの様な歴史授業実践を行な

おうとしたのであろうか。ここでは 2つの

教案例をしめすことにする。第 1例は，明治

3 5年の『歴史教授法 全』の中で実践例と

して掲げている「足利時代の出来事 J という

題目の教案及び授業記録。第 2例は，明治 4

5年の「小学校に於ける歴史科の位置 J Ii'教

育研究』第 100号の中で掲げられている「

日露戦争」についての教案例である。

これらの 2例を取り上げるのは，資料的自j

約という意味もあるが，より積極的意味が 3

つある。
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第 1には，これら 2つの教案が，斎藤斐章

の歴史授業論の前期と後期にあたっていると

いう意味がある。

第 2には r足利時代の出来事 J の教案例

は，時代のまとめとしての授業であり，時代

の特徴や時代の変遷をどのように授業として

教授していくのかがわかる典型的事例であっ

て，しかも，前期の歴史授業論では「時代 J

の授業は 5段階教授法によるものとされてお

り，斎藤斐章の歴史授業論がよく反映さいる

授業実践例となっているからである。

第 3には r日露戦争 J の教案例は r事

実教授」の事例であり，しかも rなぜ」と

いう聞いを中心に授業が組織されており，こ

れも斎藤の授業論に従った典型的授業実践例

であるからである。

このような理由により「足利時代の出来事

J と「日露戦争 J の教案例を見ていけば，斎

藤斐章の授業実践がほぼどのような形で行な

われたのかがわかることになる。以下，順に
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検討していくことにする。

1. r足利時代の出来事 J の場合

この「足利時代の出来事 J の授業は，実際

には大橋銅造氏によって東京高等師範学校附

属小学校高等第 3 ・4年生(合級)に実地教

授されたものであるが，当時(明治 35年)

高等師範学校助教諭の斎藤斐章もその授業実

践を親しく参観しており，この実践は高等師

範学校と附属小学校の実験授業的なものであ

り，理論的には斎藤斐章の歴史授業論が用い

られたと考えられる。

それでは r足利時代の出来事 J の授業実

践の実際とはどのようなものであったのだろ

う。その教案と授業記録を示せば以下の(資

料 2) 3) のようになる。

そして，その授業記録を「聞いと答えの構

造」に分析しなおしたものが，以下に示す(

表 13 )の「足利時代の出来事 J の聞いの構

造となる。
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(資料2)

※教案例(教授2時間)
明治35年3月13日，大橋銅造氏が小学校高等第3・4年(合級教授)
生 (12......13才)にむかつて実地教授したものである。この授業は斉藤
斐章氏も，親しく参観し，同君に請ふて転載することとしたものである。

これは，足利時代を通じて概括したものであり 2時間にわたって教授した

ものである。

歴史教案(教授2時間)

一，題目 足利時代の出来事

細目との関係

細目には， 3学期に於て，第一週より，第5週までに南北朝を授け，
第6週以後に於て，南北朝以後の変遷の大略を授くべきこととなし居
れども，種々の事情の為めに，実際の教授は，少しくこの配当に後れ，

前時間に於て足利尊氏より義満までの政治及び内乱などのことを授け

たれば，此時間には義満以後足利幕府滅亡迄の出来事の大要を授け，

次の時間には，織田豊臣次は徳川幕府のことと，進みて本学年の課程

を終ふる考えなり。

二， 目的

南北朝以後の事蹟は，此の学年に於て極めて簡単なる概説のみに止め，

来学年に於て，更に之を詳しく教授すべき予定なれば，この時間の授

業は，足利三代将軍以後の許多の出来事を，一々明瞭に知らしむるこ

とを目的とせず。むしろ此の時代が南北朝より現代に至るーの過渡の

時代として，知何なる影響を与八たるか，またわが国史中の一時代と

して如何なる特徴を有せしかを暗々の裏に概想し得しむることを得，

かねて来学年に於る教授の予備たること(但し三学年生につきて云う

)を得ば，教授者の予期は略々達せられたりというべし。此の理由に

よりて，教授の体裁も一々の史蹟を詳細に言ひ尽くさずして，多くの

出来事を列挙し，その中より或る特点を発見せしめんことに力を専ら

にせんとせり。

三，教具

足利氏系図

日本地図

銀閣寺の図
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四，取扱方

1目的指示(説話体)

前時間には，足利尊氏より義満までの出来事を話したれば此時間には

これにつづきて尊氏が築きあげたる足利幕府は果たして知何なる影響

を国家及び自己に持ち来たしたるかを話すペし

2予備復習(問答体)

前時間に授けたる所にては，足利幕府は如何なる出来事に遭遇せしか，

其の出来事は，如何なる苦痛を自家に与えたるか，

(備考)

前時間には尊氏の時には直義との不和 直冬の叛高師直師康の専横及

殺害義詮の不能 義満の時には明徳応永の役等ありて殆んと寧歳な

かりし事，義満漸く諸侯を圧服するに及んで，騎修に耽り使を明に出

して，之に臣事せしこと等を話し置けり。

義満の圧制はいつまでも其の力を維持せらるべきか

3提示
足利氏系図提示

(談話体)

義満の子義持の時は，や〉小康なり。義量酒毒にて父に先ちて死せり。

義量嗣なし，義教還俗して将軍となる。

是に於て関東との車L蝶破裂の時に達せり。

(問答体)関東管領の起源(復習)

(説話体)氏満以後の関東管領の騒慢

義教の憤怒及関東攻伐持氏自殺義教の凶難

(問答体)義政の時の出来事(復習)

応仁の乱の主動者 原因結果

(説話体)義政以後将軍は全く臣下の左右する所となり権力次第に下

移せし事

将軍一細川一三好一松永
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小総括(問答体)

以上の争乱を列挙せよ。併せて各其原因をい八。

これらの諸原因に共通したる特徴を発見せよ。

4比較織綜(討論体)
之を北条氏との時と比較せよ。(三学年生をして足利の事をいはしめ，

四学年をして北条のことをいはしめ，以て相 難せしむ。)

イ，天皇に対し奉りては

ロ，外国に対しては

ハ，政治につきでは

ニ，徳義につきでは

ホ，総評

5推究(問答体)

備考

足利氏はか〉る寧日なき有様にて，天下を有すること凡二百四十年に

達したるが，知何なる攻果を後世に伝八得たりしか。

か〉る乱世となりしは何に原因するか。

足利氏の後継者(織田豊臣徳川諸氏)は，如何なる範を足利氏の失敗

より取り得たるか，又よく其の失敗を避け得たるか。

1三学年と四学年とは細目の上にて区別なし。

2此の学年の生徒は共に高等一二学年において日本史の全体を二回教授

されたる筈なり

3教科書としては金港堂出版小学内国史補習を用ふれども，南北朝以後
の細目は，全く此の教科書と離れて編制せられたれば，此の教授に於

ても亦教材を一一教科書より取らず，教科書よりも一層概括的に教材

を取り扱はんとせり。

左に掲ぐるは同氏が，実地教授せられたるものをー記者が速記せしものなり。

0第一時
教 おしまひの時間になって，皆さんも大分疲れて居るでしょうに，今日

の御話は随文こみ入って居りますから，注意して考えないと，訳が分
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かりませぬ。夫れで前の時間には，足利の三代までの御話をしました

から，今日はそれから幕府の末までの出来事を御話して，尊氏があん

なたくみで以て築き立てた幕府が，おしまひには，どうなるかという

ことを考えましょう。一体尊氏が悪いことをしたと申しますが，其の

悪い事といふのはどんな事がありますか。

甲生 寵愛された天子様に叛いて，勝手な天子様を立て入自分が気ま〉

をしたこと，

乙生護良親皇を謡言して，之れを試したこと，

丙生義貞を殺そうとしたこと，

教 よろしい，尊氏の悪事は，一々言い尽すことが出来ますまい，それな

らば，そんな悪人が，何故そんなに気盛なことが出来たでしょう。

生 大きな園をもって居て，家来が沢山あったから。

教 何故，そんな悪人に，沢山の家来がついたでしょう，
甲生家柄がよかったからです。

教 そうです，大変よい所に気がつきました，尊氏に家来の沢山ついたの

は，家柄のよかった為でもありますが，一つは土地やお金や賞与をちっ

ともおしまないでやったからでしょう。尊氏は悪人ですけれども，これ

だけは，なかなか人のできぬ事です。 坊では，とても人のかしらにな

ることはできませぬ。けれども，そんなことで味方をこしらえたのです

から，其の家来にはろくな人聞がまいりませぬ，皆欲深き人の，道を知

らない真実の忠義ということを考えないものばかりより従ひませぬ，夫

ですから，罰は 面で，足利の幕府のまだ出来もしない中から，内乱が

ぞくぞくもち上げてきましたでしょう。どうですか，尊氏の時にはどん

な乱がありましたか。

甲生直義が叛きました，

教 そうです，家来の叛くのは，まだしもですが，現在自分の弟で，しか

も第一の骨折りをした直義から，兄に叛き出しました，夫ればかりでは

なく，子のた直冬といふものも亦父に手向ひまして，親子の中でさへ敵

同士となったのです。其の他には，

乙生高師直，康時，

教 そうです，これも尊氏のーの家来でありますのに，また尊氏の意に従

はないで，随分尊氏を困めました。其の他には， (挙手するものなし)

教 それでは，次の義詮の時には， (挙手するものなし)

教 義詮という人は，お父様ほどの働きがなかったから，其の聞はごたご

たと内輪もめが絶えませぬでした，つまり気佳な家来があっても，之を

抑ヘ付けるほどの気力がなかったのでしょう。
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夫れでは，次ぎの義満の時はどうでしたか。

甲生 明徳の役がありました。

教 夫れはどうして起こったのですか。

同生 山名氏清が十園も園を持っていたものですから，義満を侮って之に

叛いたのです。

教左様，それから其の他には。

乙生 大内義弘の戦がありました。

教 これも氏清と同じで，大国を持って居りましたから，功を んで義満

の命令を奉じなかったのです。ですが，義満はうまく之を平げて一時幕

府の威光を振りまはして，諸侯をおさへました，義満は矢張足利将軍の

中では，一番のやりてずあったのでしょう。

けれども，これは義満ほどの豪い人であったから，一寸治まったので，

尊氏自身がちゃんとわるい手本を示してをりますから，すパての諸侯が，

決して足利に忠義になったのではありませぬ，隙がで出来たら，叛いて

やろうやろうと思ふて居るものばかりですから，義満が死んでしまひま

すと，直ちにまた騒動が起こるのです。

こんなに，始終家来に騒がれて，それで将軍の価値があるでしょうか，

これも，皆尊氏が悪いことをした罰ですが，此の罰はまだこれだけでは

なかなか仕舞ひませぬ，是からだんだんに大きな罰が，足利氏に落ちて

くるのですが，今日は其の天罰をそろそろならペてみましょう。

誰か，義満の次の将軍を知て居りますか，

(挙手するものなし)

(教師足利市の系図を取りて，板上にか〉げ，之を指しつ〉説明す)

教 義満の子に，義持といふ人がありましたが，其の時はまづまづぶじで

ありました，しかし子の義量は，父より早く死にまして，後継がありま

せぬでしたから，義持がなくなりますと，其の弟の義教といふ人が，還

俗して将軍となりました，そこで，忽ち一族内での競争が起こりました，

それは誰だと思ひますか。

(挙手するものなし)

教 夫れは，関東管領です，関東の管領といふのはなんでしたかね，

生尊氏が，関東を鎮める為に置たのです。

教 左様，尊氏は鎌倉の方に居りたかったけれども，さういふわけには行

きませなんだから，此の(系図を示しつ"))義詮の弟の基氏を，関東管

領として，鎌倉に居らせたのですが，此の基氏は京都の方とも中よくし

ました，関東をもよく治めましたが，基氏がなくなりましてからは，鎌

倉管領は，いつも京都の将軍の戚力のないのを馬鹿にして居りまして，
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京都も又実際の兵力成光などを較ペましたら，そうそう勝てそうにも思

ひませんから，其の無礼を尤むることが出来なかったのです。ですから，

鎌倉の方では益々増長して来まして，義満が，自分を公方といはせまし

たのを真似して，自分から関東公方と申しますし，又執事の上杉氏を管

領といはせまして，以て京都の幕府と同じように致しました，殊に持氏

の孫の満兼などは， (系図を指示す)大内義弘と謀を合わせまして，東

西から義満を京都に攻めゃうとした位でした。

慮が，義持の亡くなりましたのは，丁度満兼の子の持氏の時でありまし

たが，義持の跡取りはなし，其の弟等は皆僧侶となってしまって，一人

も残ってお居りませぬから，今度の将軍は言ずとも己の番だと，独り合

点を致しまして，頻りに其の心構へをして居たのです。慮が以外にも，

義教が還俗までして将軍となったものですから之れを聞いた時の持氏の

心というものは，腹立しいというてよいか，くやしがるちいふてよいか，

実に申様もないないようなわけで，自分の勝手な事を考へていたのが，

悪るかったとも心づかないで，あんな還俗将軍が何になるものかと，何

を申して参りましでも，其の言ふ通りにしようとせず，反てやけ腹で将

軍の悪口ばかりを申して居りました。それで執事の上杉憲実といふ人が，

それでは上下の分ちが立ちませず且つ御為にもなりますまいと諌言しま

した，処が心のひがんでをる持氏は，反りて之を義教に忠義立てするの

であろうと邪推いたしまして，とうとう之を殺してしまおうとしました。

ですから憲実もじっとして居ることはできず，自分の城に逃げていきま

して，持氏の様子はこれこれであると委しく義教に訴へて出たのです。

さあ愈騒動がもち上って参りました，義教は始めこそ少し遠慮をして持

氏の無礼なことを我慢して見て居りましたが，もともと高慢の強い人で

あったのですから，憲実の申し出た事を聞きまして，とうとう堪忍袋の

緒を切らせました。己れ悪き持氏だ，もう一日も許して置くことは出来

ぬと申しまして，直に兵隊を出させて憲実を助げて持氏を攻めさせまし

た。持氏は腰抜けの還俗将軍に何が出来るものかと，油断しておりまし

た慮^，兵隊をさし向けましたから，一支へもありませぬ，散々にまけ

まして，とうとう死んでしまいました。これが紀元二千O九十九年で，
まづ，二千百年と覚えて居てよろしい，

そうして基氏の管領となってから，まだ九十年より経て居ないのです。

どうです，皆さん憲実のした事はょいと思いますか，いけないと思いま

すか，皆さんが自分で憲実になったと思って考へて御覧なさい。

甲生 いけないと思ひます。

教何がいけませぬ。
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甲生 持氏を攻め殺したのがいけませぬ。

乙生義教に告口をしたのがいけませぬ。

教 それならば若しあなたであったらどうしますか。

丙生職を辞します。

丁生 自殺します。

戊生 持氏が悪いのですから，之れを攻めたのは少しもわるくはありませ

ぬ。

教 そうですか，皆さんはどちらに賛成しますか，持氏のした通りでよい

と思ふ人は(挙手少数)

教 よろしい，私も憲実のしたことは矢張りいけない慮があると思ひます。

しかし此の上杉氏は，足利の家来にしては割合に忠義でありまして，前

にも管領の非望を諌めて自殺した人がありました，・そうして，憲実も元

から持氏を設そうといふ考八ではなかったのですから，持氏を攻めた時

も其の助命を義教に乞ふたのでありますが，義教は之を聞き入れなかっ

たのです，そして上杉氏に関東を預らせました。さあこうなってくると，

多くの諸大名は，上杉氏に対して何と思ふでしょう，これまでは，先づ

仲間同士といふて居てよかったのが，俄に管領となりました，ばかりで

なく，其の人が前の主人を攻め滅ぼした家筋であったとすれば，世間で

は之れを何と思うでしょうか，……勿論之に心服するものはありません

で，これから関東の政治はめちゃめちゃになってしまふのであります。

けれども義教は之れに気がつきませぬ，反て義満以来日の上の癌だと思

ふて居た管領家を，自分がたった一撃で滅ぼしてしまったと思いまして，

高慢の鼻を高々とふりまはして居りました。然るにあの尊氏の味方をし

て南朝の妨げを致しました赤松氏が，大国を領しておりまして，中々勢

力がありましたが，義教は其の領地を取り上げて他の人に興ヘゃうとし

たものですから，赤松は大変に義教を怨みまして，わざと義教を己れの

邸に招待して，御馳走をして其の油断につけこんで之れを殺してしまい

ました。これが持ち氏の亡くなった翌々年で，ちょうど紀元二千百一年

の事でありますが，此の年嘉吉と改元されましたから此の騒動を嘉吉の

変と申します，…

生赤松はあとどうしましたか。

教 赤松は，義教を殺して置いて，直に己れの国の播磨に帰りまして，兵

隊を白旗城によせまして，京都の兵が来たら潔く一戦してやらうと待っ

て居ります。幕府では義教の試されたるを聞いて大層騒ぎましたが，す

ぐに其の子の義勝といふ坊ちゃんを将軍にして，兵隊を繰りだして白旗

城を攻めましたが，あの山名氏清……覚え居りますか……氏清の一族で
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あるところの山名宗全H ・H ・知って居るでしょう……あれが功を立てて家

を起そうと思って必死に働きましたから，城は難なく陥りまして，赤松

は主殺しの天罰で，一時に亡びてしまいました。余り御話が長くなりま

すから，一寸ここらで休まうと思ひますが，どうです，始めに御約束し

た足利氏に天罰があたると申しましたことは分かりましたか，どうです，

どんな天罰がありましたか。

生義教が殺されました。

教其の他には，

生 関東管領の家が亡びました。

教 よろしい，関東管領は如何にして亡びましたか，

生 持氏が義教を馬鹿にしてかかったから，反って義教に亡されました。

教 義教はどうして殺されましたか，

生 赤松の領地を取り上げようとして反りて殺された。

教 よろしい，関東の騒動はいはば将軍と管領との争ひと管領と執事との

争ひの様なもので，つまりは下のものが上のものを馬鹿にするから起こ

ったことです，又嘉吉の変の方は家来が主を試した之で，これほど乱暴

の事はない，これ等はどっちも余り外の時代には類のない争乱で，足利

時代のみにあったことですが，何故こんな乱がこんなにつづくでしょう，

甲生尊氏が大国を家来にやったから，

乙生 尊氏が慾で以て悪い家来をよせあつめたから，

教 先づ左様でしょう，いくら将軍でも，こんな家来が気億をしたり，将

軍を殺そうとしたりしては， 1虫も叶ひますまい。まあ将軍となって一生

心配ばかりして居なければなりますまい，これが即ち足利氏の受けた天

罰です。しかし此の天罰はまだまだ之ばかりでは足らぬと見えまして，

これからだんだん大きな罰がやって参りますから，それは此の次の時間

に御話し致しましょう，

O第二時
教 さあ，今一時間足利氏の天罰を蒙った御話を致しましょう，此の前の

時には，どこやらまで御話し致しましたね，

生義教の殺されたまででした，

教 左様でしたかね，義教は何代目の将軍でしたかね，

生六代目です。

教 左様でした，何故殺されたのでしたか。

生 赤松の領地を取り上げようとして殺されました。

教 赤松はそれからどうなりましたか，

生 自分の園の播磨ハ逃げて帰りて，白旗城で山名宗全等に攻め殺されま
244 



した。

教 夫れから将軍の方はどうなりましたか。

生義教の子の義勝が立ちました。

教 左様，しかし義勝はまだ小児でしたが，間もなく死にまして，其の弟

の義政が将軍となりました。さあこんなに小児の将軍がつづいて足利幕

府はどうなるでしょう。

生乱る〉でしょう。

教何故，

生 家来が皆な我佳なものばかりですから。

教 そう，義満や義教のやうなえらい将軍の時でさ八，戦争が絶えなかっ

た位ですから，ましてこんな坊ちゃんが将軍であって見れば，家来は愈

々我僅をするに違ひないですね，つまり将軍はだんだんに，家来の玩具

となってしまって将軍となってをるために，反て苦しい思ひをするやう

になるのです，これが所謂天罰なので，此の時間は其の天罰がだんだん

大きくなって来て，とうとう聞くもあはれな状になって，足利氏の亡ぶ

る様になる事を御話し致しましょう。

此の義政の折りには，大変な名高い出来事がありましたが，皆さん大抵

それを知って居るでしょう，

生応仁の乱がありました。

教 そうです，応仁の乱はどんな戦でしたか，

生 細川勝元と山名宗全との戦です。

教 山名といふはどんなですか，

生 嘉吉の乱に功を立てた人です。

教細川勝元はどんな人ですか，

生管領です，

教管領とは何ですか，

生 幕府の政治をとった人です，

教 左様，足利幕府には三管領といふて主になって政治をあづかるものが，

三家ありましたね，誰れか覚えて居りますか，

甲生細川畠山山名

乙生 山名ではありませぬ，斯波です，

教 左様，細川畠山と斯波とでありまして，それが，かはるがはる管領と

なるのでした，そして山名は三管領の内ではありませぬでしたが，嘉吉

の変の後は宗全の勢いが非常になって来まして，勝元と縁組などをして

将軍はまだ小児であるし，幕府はまったく勝元と宗全のもの〉様でした，

それだのに，何故此の二人が戦を始めるやうになりましたか，
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生 将軍様に子がなかったから，弟の義視を後継ときめて置いたのに，後

になって子が生まれたから，義視をやめて自分の子を立てようとしたか

ら。

教 それが何故応仁の乱となりましたか，

生 義視は勝元に仲良くして居たから，それで将軍は宗全を味方にして，

そして義視をやめようとしたのです。

教 うまく答へましたね，全くそうです，勝元は初めから義視を助けて世

話をして居ましたから，義視をやめさせようとすれば，勝元が腹をたて

〉りきむに違ないと義政が考ハたのです，そこでだれか勝元にまけない

やうなものはないかとさがしますと，宗全よりありませぬ。慮が宗全は

勝元と縁組などをして居ましたから，味方になってくれぬかも知れぬと，

内々で様子を見て居りますと，勝元と宗全とはこのごろ互いにまけぬ気

になって競争して居りまして，親類づきあいは昔しのことで，今は互い

に腕み合って居る様子ですから，義政は大へんよろこびましてこれなら

ば大丈夫と思って宗全に此のことを打明けました。慮が宗全も将軍を味

方とすれば勝元を抑へつくるに便利だと思ひまして，早速に引き受けた

のです。これで戦争の原因は一つきまったのですが，しかしこれだけで

はまだ大戦とまでになって来ませぬ。慮が此の将軍家の内輪もめとよく

似た事柄がありましてとうとう兵隊を動かす事になったのですが，どな

たかそれを記憶して居りますか，

生畠山政長，

教政長がどうしました，
生 H ・H ・...
教 そう，話が大分混雑して参りましたが，畠山H ・H ・あの管領の畠山の内

にも義就と政長と二人の後継がありまして，政長は勝元に助けてもらっ

て家督をとるという事になりましたが，其の後両方が互いに家督を争う

ようになって，とうとう力づくで強い方が跡をとることになりました。

随分乱暴ですね，すると二人は愈々戦争をしようと云うことになって，

誰も二人を助けぬといふ事であったが，宗全は横着な人間ですから，こ

っそりと義就を助けてやりました。すると政長が散々に敗けたものです

から，勝元は大変に腹を立て入自分の一族から味方のものをすっかり

諸国から呼びよせて，とうとう十六寓の兵を京都に集めたといふです。

すると宗全も何勝元位にまけてたまるものかといふて，又兵隊を諸国か

らよぴょせまして，凡そ十一高ばかりを引き出しましました，さあと〉

で三十寓近くの兵隊が此の市中に繰りこんで来て街の中で戦争を始める

こととなったから，どうでしょう，実にこの時の京都市中の騒ぎといっ
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たら，何ともかとも云ひょうのないことであったといふ事です。なるほ

どそうでしょう。しかも両方の軍が，立派に男らしく一戦に勝ち敗けの

きまるやうなことをしないで，毎日彼方此方でこせこせ戦ばかりして居

りましたから，いつまで過ぎても時が明きませぬ，戦の間に宗全も勝元

も病死致しまして，応仁元年から始まって十一年目でやうやう両方の兵

隊が分かれ分かれになって国に帰りました。真実に此の戦ほど長びいて，

そして何が何だか謬の分からぬ戦は日本にもこつとありませぬ。どうで

す，こんな十一年も続いた戦が此の東京にあったとすれば，市街はどう

なると思ひます，誰れも安心して暮して居ることは出来ますまい，家屋

建物などもとても無事でありますまい，此の時だって，やはり左様で，

市民は多く地方に落ちて行きましたし，家や建物は火事にあふやら，兵

士に荒らされるやらで，だいなしになりますし，立派に出来て居た京都

の市街も此の戦で全く荒野となってしまったのです。

そんなであるのに，将軍はどうして居たかといふと，義政は一向平気な

もので，こんな大騒動が天皇の御膝下で起って居るのを制しゃうともせ

ず，又制する事の出来ぬのを恥かしいとも思はず，申訳がないとも考へ

ず，毎日ゃれ御茶だの何だのと遊ぶこと〉賛沢をする事ばかりを仕事に

して居りました。どうです不都合ではありませんか，あの義政の著修を

した事について何か聞いて居る事はありませんか，

甲生銀閣寺を建てました。

教 如何にして知って居りますか

甲生京都に行った時見てきました。

教 そうですか，こ〉に銀閣寺の図があります， (図をか 3げ示す)此の

図にては，よく分かりませぬが，行って見ますと，なるほど著修をやっ

たと云う事が分かります。

教 その他に知った事はありませぬか，

乙生徳政をしました，

教 どうして知って居りすか，

乙生 いつか先生の御話しで伺ひました。

教 どんな事をするのですか，

丙生 貸借を消して仕まふ事として自分の借りた金を返さないやうにした

のです。

教 そうです，義政は無暗に著修ばかりをしますから，お金がありませぬ，

大名から取り立てやうとしても言ふことをよく聞く大名はありませぬ，

夫れで商人などの金持のものから何度も何度も借金をしました，そして

徳政を何度も致しました，こんな法令は天下どこにもありませぬ，それ
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でもまだお金が足りませぬから，今度は使いを支那にやりまして，色々

とたのみまはりてお金を借りました，実に物もらひに行った様なもので

す，真実に日本の恥さらしを致しましたものです。

こんな風でしたから，誰も誰も皆将軍を馬鹿にしまして，一人として其

の命令を奉じ之に忠義を尽くさうと思う大名はなかった位で，応仁の乱

に京都に集まって居た大将たちは，固に帰りて銘々に勝手な事をやり始

めまして，とうとう強いもの勝の世の中となったのですが，それから後

の事を何とか言ひましたね。

生群雄割拠

教 それはどういふ意味ですか，

生沢山のえらい大将が，銘々勝手に土地を取ていばった事です。

教 よろしい，全くそうなった，ですからこれから後の将軍は誠にあわれ

なものでありまして，あの勝元ですね，あの勝元の子の政元といふのが，

管領で威張ちらして居まして，将軍はあれどもなきが知くで，自分の気

に入らぬ将軍は追ひ出してしまって，すきな将軍を立てましたが，とう

とう其の家来に試せられてしまいました，そんな騒動の聞に細川氏の家

来の三好と云ふのが段々に勢いを得て来まして，主人の家の事を気ま〉

に致しますし，又々将軍までも思ふ憧にしました。すると亦三好の家来

に松永といふのが出て来まして，主人も主人の主人の細川も，主人の主人

の主人の将軍まで随意にしまして，とうとう此の将軍(義輝を指示す)

を試するまでになりました，松永は将軍の家来の家来に当るのですね，

将軍一細川一三好一松永

それがこんな大変なことをやって，政治をきま〉にして，平気なゃう仁

なったのです，こういふ松永のやうなのを天子様からはどういう臣とい

ひますかね，

生陪審。

教 そうです，丁寧にいへば松永は陪々審に当るですね，そんな臣がとに

かく政治を執るといふ事は，前後に決して無いことなんです。それで此

の義輝の弟に義昭といふ人がありましたが，兄様の試せられたのを見て，

是ではたまらぬと思ひまして，京都を逃げ出して近江美濃の方に来まし

て，誰か極く強い大将に頼んで京都を鎮めてもらはうと考えました。さ

あ夫れから誰の躍に行きましたか，

生織田信長。

教 そうです，尾張の信長を頼みましたです。すると信長はどうしました

か，

生京都に上ります。
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教京都に上ってどんな事をしましたか，

生 天子様を大切にして近傍を平らげます。

教 夫れから足利はどうなりますか，

生信長に亡ぼされます。

教 左様，信長は義昭をも大切にしたのですけれど，義昭は反って信長を

疑ったものですから，信長は腹を立て〉之れを放逐しました。是れで足

利氏は全く亡びてしまったのです，此の年は紀元二千二百三十三年です。

二二三三といふおぼえやすい年です。尊氏の幕府をこしらへたのは何年

でしたか，

生紀元二千年。

教 左様先づ二千年と覚えておくといひましたね，すると足利氏の幕府，

これで(系図を刺す)見ると十五代で年数を見ると二百三十年余りです

が，其の長い聞に真に無事太平であった年は，殆んどないといっていい

ですね，

先づ其の聞に叛いた人の名を並ペて御覧なさい，

甲生直義，

乙生直冬

丙生大内義弘，

丁生 山名氏清がそれより先です，

戊生関東管領，

教誰ですか，

同生満兼と持氏，

教其の他には，

巳生赤松満祐，

庚生応仁の乱，

教 まあそれも入れましょう，夫れから，

辛生細川政元，

壬生三好，

英生松永，

教 よろしい，随分ありましたね，しかし実はまだまだありますが，そん

なものをいふてをると日が暮れますからよします，こんな風に家来が主

人に叛いたり気盛をしたりする事が平気で，あたりまえのやうでありま

したから，こういふ有様を言ふ辞ばに，下刻上といふことがあります，

魁といふ字はわかりますか……分かりますまい，余り使わぬ字ですから

……夫れでは下刻上といふ事は何の意味だろうと思はれますか，

甲生下のものが上を馬鹿にした事。
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教 そうすると姐の字は馬鹿にしたといふ事になりますね，

乙生下が上を侮ること。

教 それでは，姐は侮ることですね，まあそれでもよろしいが，魁は勝と

いふ字ですから，下が上に勝つ即ち下のものが上のものよりも勢の強い

事を悪口したのです。こんなことは他の時代になかった事です。どうで

す，此の前の北条氏の時には，

生

教 なぜ北条氏にはなくて足利氏にはあったでしょう，
生 H ・H ・・

教 よろしい，夫れでは北条氏と足利氏とが，どっちがよかったか，比パ

て見ましょう。皆さんはどちらがすきですか，足利の方が好きな人，

(挙手数名)

教 は〉あ両方ともきらひだという人が多いですね，成程最もです，それ

ではこうしましょう，四年の方は北条のことを並ペて見てください，三

年の方は之れにくらべて足利氏のよいことやわるいことを言ってみてく

ださい，よろしいか，まづ私から題を出しましょう，

第一に天子様に封しては，両方にどんな行ひがありましたか，

四年甲生承久之乱に，義時が後鳥羽上皇様などを流しました，

教 何故承久之乱が起ったのでしたか，

同生義時が余り天子様に無礼をしたから，

教其の他には，

四年乙生高時が後醍醐天皇を流しました，

教 もうありませんかH ・H ・それでは三年生足利はどうです，

三年甲生尊氏が後醍醐天皇に叛いた，

教.左様，南朝三代の天子様を因らせましたね，

そうすると足利と北条と皇室に封してはどちらがよろしいか，

一二生足利

教 両方とも不忠不臣な事をしてをりますね，足利には天子様を流しもの

にした事はありませぬけれども，天皇の廃位は殆んど気盛にして居りま

して，そして自分はお著りをしました，けれども天皇様をすて〉置きま

したし，殊に応仁の乱以後になりましては，天子様は屋根が漏れても壁

がやぶれでも垣がこわれれでも繕ふことが出来ず，天子様が御代りにな

っても即位の御式さへ挙げられなかったので，本願寺とか大内とか毛利

とかなどにより御金をさし上げて，夫れでやうやうその式をあそばした

といふことです。こんな事も前後にないことで，足利氏の蹄甲斐ないこ

とは是れでも分かります。夫れで天皇に封しては両方勝負なしとして置
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きましょう。

第二に外国に劃してはどうですか，

四年甲生北条時宗は元冠に功を立てました。

三年甲生義満が明に使をやりました，

同乙生 そして金をもらったり日本国王の名をもらったりしました。

三年丙生義政も明に金をもらひました。

教 夫れではどちらがよろしいか，

丁生北条氏(級決教可)

教 第三には政治のよしあしはどうですか，

四年甲生泰時，時頼はよろしい。

同乙生時頼は行脚に歩いて方々をめ巡りたりした。

同丙生青砥藤綱を裁判官としました。

教 左様，泰時時頼など，皆人民を憐れんで政治を公平にしました，北条

氏のよくつずいたのは，こんな人があって人望をとったからです。足利

はどうですか，

三年甲乙義政の徳政で人民を困しめました。

教 左様，徳政では怠惰ものは喜んだかも知れませぬけれど，全体の人は

大へん困りました，

同乙生世が乱れて戦いがつずいた。

教 左様，夫れで人民は終始困ったです，すると政治は足利と北条とずっ

ちがよろしいか

四年乙生北条がよろしい(級決教可)

教 では，第四には修身の事で，何かくらべられることはありませぬか，

四年甲生北条氏は倹約したのに，足利氏は著惨でした。

教 よろしい，夫れはよいことでした。北条に倹約した人はどんな人があ

りますか，

四年乙生泰時時頼松下禅尼青砥藤綱

教足利はどうですか，

三年甲生義満が金閣寺を起てて著をしました。

同乙生義政は銀閣寺を立てたりお茶を飲んだりして遊びました。

同丙生 天子様に真似して公方など〉いひました。

教 よろしい，すると是れも足利の方が北条よりわるい事はきまって居り

ますね，夫れでは大抵のことは足利の方が北条よりわるいですが，何か

足利氏の世が北条氏の世よりよい乙とはありませぬか，

生
教 たった一つあるんです，夫れは義満義政などが著をした為めに起った
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ことです H ・H ・分かりますか，

甲生美術の進んだことです。

教 どうして分かりますか，

生読本で習ひました。

教 左様，読本にありましたね，夫れだけは足利氏の世が進んだですが，

其の他には何も足利氏に採ることがありませぬ。

こんなに比パますと，足利は惑いこと許りのやうですが，何故足利氏に

はこんなに悪いことばかりなんでしょうか，

甲生尊氏が悪いからです。

乙生尊氏が天子様を固めた前です。

丙生 尊氏が家来に沢山な賞典をやったから，家来が段々に増長したから

です。

教 大変によろしい，全くそれに違ひありませぬ，尊氏が自分勝手なこと

をしたから家来を慾でつりました。だから悪い家来ばかりでした。主人

を決して主人と恩ひませぬ，夫れ故段々に家来の勢いが強くなって，家

来のために二百四十年間，毎日毎日いぢめられ，どうしであったのです。

どうです，あんな将軍様は何の役に立つでしょう，まあ，あんな将軍に

ならばならぬ方がよいですね，そうですから，次に出て来た織田信長は，

大変に注意して尊氏の真似をしないように勉めました。夫れは次に委し

く御話しいたしましょうが，あなたがたも考へておいて下さい

※引用文献

斎藤斐章『歴史教授法全』金港堂， 1902，171ー 208頁。
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(表13) 歴史教案例の分析
「足利時代の出来事J問いの構造

問い 事実 心情・動機・目的

ー開H
(f自〉

MMQ 幕府がおしまいtUどうなるか?
(MQl JE制三代まで目どのような時代)

Ql 尊氏却しt:1いとtt拡? Al 天子Eそむ<.
護服皇を設す

制諒を設す

Q2何故そん鳩民主綜がつほか? A2耕。賞与を借しまなわた

(Q3献のまま目どのような舗をもった人) A3 道を知抽，忠義を知ら出，

政課さ人

Q4尊陶胤肱どんな内乱があっ帥 A4直義・直初反乱

繭直・師事

Q5説。臨? A5内摘もめ峨えなわt
(Q6凶1) A6気加帥った

Q7舗の臨? A7明伽乱

(Q8桜島帥1) A8舗を梅ヲt

Q9 その外凶? A9 大内義弘01¥¥

(QI0 なぜか) AI0舗の命令悼むなかったた幼 l 

Qll識障ー時内乱扮めたが凶か? All 義満障やり手，豪い入

(Q12 ~れで内側泊まったか，1) A12 泊まらない

Q13 なぜか?) A13尊氏紹呼杭示していtから
(忠義を附るものかなか味的)

.............__....................................... -・・・・・・・・・・・・・・・・・・・............................................................. 

〈提示〉

(MMQ 間三代以降印ょうほるのか，?)

Q14舗のk鮒鞄? A14耕
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Q15義陶締陸?

(MQ2 誠即時内側起つt: ~OJような内帥，7)

Q16内乱雌施とし帥
q16-1関東間協?

(Q17関東聞の喜肱対する邸前)

(q17-1 基氏自制7)

(q17-2 基氏以附7)

(q17-3基氏以降の聞のおごり目7)

A15 知義蹴，~より早〈肱

見の!OJ義榔E揺して榊t
なる。

A16 関東管簡
a16-1関東繍腕前

a17-3公方自悦

執事の上島財閥t~lb

世て将軍の真相をする

(Q18善協のt<わt蜘関東師陣7) IA18紙

a17-1 良い

a17-2 京都の将軍を馬鹿tLt:

(Q19跡取りの蜘嚇死んで持氏目的思ったか?I IA19今度凶知将軍ほ碍

(Q20実腕どうなっ帥7) IA20義制E信託して僻ぬる
(Q21持駒皇制7) IA21 I~札〈やし制，榔雌日

(Q22上協案値どのようE対応Lt:か7)

(Q23持蹴どう対応し帥7)

(Q24 なぜか?)

A22持政譲言しt
A23誠仁忠義立てするもOJt鵬

して憲史を在そうtLt:

(Q25持陶とのような舵時刻どのよう IA25部て義教師えた

附応し帥7)

(Q26富実印申し出掛川識障どう対応しt:OJIA26兵を出した
か7)

(Q27 なぜか7)

(Q28持氏を攻防協知7)
(Q29持蹴何制批帥7)

Q30皆さん憲史旬以輸ょいとtUlいますか附
ないはいます117皆さん純分で草案tt"JH
Z~\考えてぬきい

A28散は附紙臨んE

254 

を言い，将軍E逆らう。

A24 心がDがんで~\るから

A27 批枇高慢の強い人であり持氏

は識の簡を切らしt:'I1;

A29紙時教のとtt殿町のE鮒
軍t馬鹿tL油断しtぃtから

A30よい。動。(生徒州腕前)



Q31 何故~\ij~~\のか?

Q32 もしあなtならどうしますか?
(Q33持蹴tOJ結賜淵東師約帥?) IA33上級

Q34 ~<の語大名抵上械をどうおもうか?

(Q35 上杉附預かったその結綿?) IA35関東詰乱れる

(Q36関東慨を波乱減教の支持ち即)

(MQ3何綿古械が起ったの骨?)

(Q37蹴氏tU)
(Q38耕跡紙仰をし帥?)

(Q39赫蹴どうEっ帥?)
(Q40 ~んど結果匝?)

(Q41 ~印刷をMtいうか?)
Q42純凶tどうなっ士か?
q42-1中心ほっt励t:UJU?
Q43耕民何故胤，.，5のか?

A37尊陶味方E味。現在城主。
A38領地を取り上げ油入Eやろう
tLt: 

A40舗を避した
A41誌の変
A42 幕府Eよって攻めら減向
a42-1 山名氏清

市
剛

6
7
吊
B
&に4a
，
 

事
専
ふ

e巳
'
fム
帽
副
m

4
t

、
'
h
u
 

机
酎
柿。eE
、、，，

'Aハ
mw

キ
ゐ
ム
&
制
U

4
生n
d
 

A
A
 
，，.‘、

A36 ますます自慢Eなる。おごった。

A39識を却、へん加点

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・......................................................................................

A43 主人設しの天罰

くまtめ〉

MQ4 i利駒糊陸?
Q44白紙罰がありましたか?

Q45関東開胸故制まし帥?

Q46説醐放置されたか?

Q47関東町騒動凶?

Q48 何故起ヲtか?

Q49討の変t即
Q50 このようなとは他即時fttjj"Jt:fI?
Q51 何故Z純脚立t制陥るのか?

Q52 i利将軍の受批瑚tU?

A44義制産されたとt
関東管制崩t:u

A45持氏施設を馬肱したから

A46若柳赤訟の領域別上臥
うtしたから
A47将軍t慨，傾t締の争昔、

A48 tUJ制上の者鵠肱するから

起った

A49家制主人を置しt
A50船、

A51尊脱患で収動家来桟砂防ら

A52 ままが気ままをし制，将軍を

置そう tL t:~t

(二開目)

....・.........・H ・......・.._-・......・H ・....-_.・・....・..41......・・....・H ・......................ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・H ・H ・..............
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〈閥〉
Q53何路樹齢枇帥7 IA53胸悦を取りMょう l:~'k1I;
Q54赫悦tゆらどうなっt帥? IA54山線鉱攻油断さ泌

Q55 識の~0将軍陣7 IA55 IJ伽諦，つ川誠

MMQ IJ、胸将軍撒いたら幕府UE:)tQのか?

〈提示〉

(MQ5応切WM腕北帥7)
Q56義政械の大事問?

Q57応t0乱憾の恥?

Q58 山名l:Uどんな人?

Q59 組J111元l:Uどんな人?
q59-1慨t酬?

q59-2三官領凶器t量?
(Q60 幕府内での勢力障7)

(Q61二人側側7)
Q印刷二人跡、をするようほったか?

(Q63将輔棚出1)

A56応t0乱
A57踊J111元t山名京全自動、
A58皇制鉱挽立て払

A59餓
a59-1 幕府の政治をわt人

三矧

a59-2期並，細JII，畑山
A60曲名給，個)1腕組る

A61縦でして凶
A62将軍の蝋問題

A63 UG械器E決まっていた0t

義政の子(鞘)を蝦遺りつ

りょうl:Lt:

(Q64 義!i躍したの臨7) IA64 如111元
(Q65 将軍閥抗勢力tしてまを見付tt'k1l7) IA65 山名京全
(Q66航時錦抑良い防措7)

(Q67 /ii綜錨将軍持続ほっt帥7)

邸8将軍家の内総批枇事件があったがそれ陸 1A68自山氏の餓仲

跡?

(Q69髭齢和7) IA69舗は長

(Q70 Ma:跡取り争いが勧妙17)

(Q71 政長を推したの臨7)

(Q72 義ii推したの世7)
(Q73その時的批約束臨7)

A71担JIII元
A72山鯨全

A73 ft争ほっ功二人を手助りし
ない
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A66織づきあいE初日村蹴

みあっていた

A67院を抑える肋

A70加代動的繍を取ろう

tLt: 



A74山綜全(Q74制拘束扱ったか?)

(Q75 なぜか?)

(Q76約束をl'1i:結果世?)
A75 横着な人聞だから

A76 I頑推してい紙隊員りた
(Q77 I元首どう思ヮ帥?)
(Q78 I元世どうし帥?)
(Q79宗錦どう思ったか?)

(Q80宗錨どうし帥?)

(Q82京駒野tttどんなもんどっ削減?)

A78 16万脱獄拡蜘た

A80 11Jjの兵t集枇

(Q81蹄凶軸nt?帥?) IA81 11年間

(Q83 応仁町乱はどのような眠いか?) IA83 日杭こっt船端い
Q84 もしとんな聴い桝の東京協っtらどうなるflA84安心できない。建物憶が火事
ろうか? や兵士であらさ柿，

Q85 -方将軍駐どうしていたか? IA85.献をしていt。

(Q86 将軍配t底討しどう思っていたか7)

-Zんな大騒動が天皇のお接元で

あるのE止めようtもしtいない
.お初却をしていた。

Q87搬の者側どん納のがあっ帥7 IA87蹴寺

蹴

q87-1鰍tU肱? la87-1 I鈍櫛比してお鈍
払bないとt

Q88鰍鰍をもた帥7 IA88轍抵紛でありお卸量かっ

tしかも大名目言うとtをきか
ず，商人的信金をほ。

Q89 rんな誌側天下Eありまし妙? IA89 今までない
(Q90 ま飴鋭;iijずどうしまし帥?) I A901t.¥i支部tl'1"(s鈍lijt;

A77大lItil1i:。

A79鮒てなるも帥tf.味。

A86 ー航平気であった。
-恥も思ヮていない。

-申し訳がないtも考'i"(いない。

(Q91そんな将軍日嗣人目どうおもいま抑?)I IA91 dん蹴航していた。

(Q92その結果どうわ抄?)

Q93椛拠出どういうま肋?

A92 伽E手な事を臨むめt。
群雄割拠。

A93駒怖が島我土地時っtい

っtrto
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量も命令凶おうtしない。
臓を尽くそうtl!lbない。



(MQ6応仁の似伽榔知どうなるのか。)
(Q94 とれから援の将軍家臨どういう蹴?) IA94 &加子脚慨で掘って

おり将軍uうがままtLてい
t。

(Q95 細JII家臨どうなっ帥?) A95. ままの三好成I~t品。
(Q96三好氏陣どうわ帥?) A96ままの跡肱置らi品。
(Q97松紙陸将軍仰をしたか?) A97 将軍基輝を試した。
Q98駄目ようなla好助抑制どう言 A98 賠呼
えるか?

Q99 そんな脚政治t執るrtJA¥まどかつて IA99 ~してな凡
あったか?

(QI00耕搬されたのを見詰郎防 IAl川
思ヲ妙?) 大将E京都枕めてもらおう。

(QI0l それで翻陸どうし帥?) AI0l制践を額脱
QI02 するt厳世どうしまし帥? AI02京都E昇る

王子様を大切tLl近n平ら
向

QI03 Jl樹氏臨どうなるか? IAI03 I!t脈拍
Q104何蹴ぼされt聞か? IAI04餓酬を畑tLtUJftl&

って疑tm置を立てた料。
〈小縦〉
(MMQ 制時代ttlどのような時代7)
QI05肌鮪蜘欄続いた? AI0415jt，230持。
(QI06その間闘の太平抵あったか?) AI06 措どない
QI07そm問問いた人目名目? AI07 直義，直冬，大内義弘

山名氏清，関東矧(満枇持氏)

赤松蹴，応仁の乱

却JIト三好ー松永

MMQ Jl側代ttlどういう時枇いえる? IMMA榔主人tiいたり錨をしたり
する聯平気であった時代

下目上

QI08他備はとういう事がめたか? IAI08 ない
(騒の恥匝?)

QI09 tif北紙凶な(lJl制民凶あ北
のでしょう?

MQ北紙聞紙どちらがよかったですか?
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削減さ雌どちらがすきです帯?

Qll0天子島附してどんな行いがあっ帥? IAll0株比献の舵鶴羽上皇
(雄氏臨?) 等減した

Ql11 PI蹴~U)UFt'Jt帥? IAlll抑制E好刷協
っtから

Q112他凶? IAl12麟搬醐連続した
Q113刷版どうでし帥? IA113尊師農醐理助法

醐三伽天子細~i!t

Q114皇室附して比北条t閥どちらが良時?IA114両方不息不臣
Q115政治の善し悪し臨?北紙陸 IA115政治t公平tLt
(Q116何故公平Eし帥?)
Q117 i紙抵どうか?

A116 人民を京れんでいた語ら
A117鰍で入院苦し批
人民臨時しんf

Q118 政治目どちらが蜘ゆ
Q119腕わい，nt?(北紙駐)
Q120 i和目?

A118北知良い
A119故障民的，

A120舗世舗を医者っt
誠峨闘を建t械を最み
寄っL天子伽真相松方
tいった。
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MQ M縦割目Zん拡悪いは励りな帥?
(HQ尊陶した事がどのような結果ti?帥7)
MQIi長目どのような教請を自帥

MA主人を主人凶勘制的(尊師
臥 240年闘いじめられどうし | 臨むめ凶呼杭示した)
MA尊氏の真目をしないようtLt
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(1)単元構成

この授業の単元構成は r前時間に於て足

利尊氏より義満までの政治及び内乱などのこ

とを授けたれば，此時間には義満以後足利幕

府滅亡迄の出来事の大要を授け，次の時間に

は，織田豊臣次は徳川幕府のことと，進みて

本学年の課程を終ふる考えなり。」と教案に

書かれているように「足利時代」を前期と後

期にわけ構成したものの，後期の「足利時代

」の授業と捉える事ができる。そして r足

利時代」は前時代の続きであり，また「織豊

時代 J ， r徳川幕府」の単元に続いていくも

のであり，日本史全体を「時代」に区分し学

んでいくことになっている。(図 7の 1) 

(2)主題の決定

この授業の主題は，目的に「足利三代将軍

以後の許多の出来事を，一々明瞭に知らしむ

ることを目的とせず。むしろ此の時代が南北

朝より現代に至るーの過渡の時代として，知
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(図7)歴史授業の特徴

1.単元構成

…・…日本全体の歴史…...・H ・-…

→鎌倉時代→足利時代→織田・豊臣時代→江戸時代→

Z時代を理解するための事例

(1)足利前期( 代まで) I一天子に叛く
護良親王の殺害

①尊氏 H 新田義貞の殺害
直義・直冬の乱

Lー高師直・泰時の乱

足利時代

②義詮

@義満 :L明徳の乱
応永の乱

(2)足利後期(足利滅亡まで)

@義教 L永享の乱
嘉吉の乱. 

⑤義昭 : 応仁の乱

L将軍-IJII一三好一蹴

唱....................................................."司.................................................
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何なる影響を与八たるか，またわが国史中の

一時代として知何なる特徴を有せしかを暗々

の裏に概想し得しむることを得」とあるよう

に日本}史全体を時代区分し，その全体の中に

おける「足利時代 J の意味 r時代」の特徴

(時代思想)をつかむことができるように目

指されている。

何)教材構成

この授業の教材構成は r時代 J の特徴(

時代思想)を下刻上(忠君を忘れた時代)と

してとらえ，それがわかる典型的事例として

明徳の乱，応永の乱，永享の乱，嘉吉の乱，

応仁の乱，将軍一細川一三好一松永と下姐上

されていった戦争の事例を挙げている。(図

7の 2) 

そして，これらの事例は，人物による行為

とし教授学習されるように人物教材として教

材構成がされている。例えば，永享の乱は，

将軍足利義教・上杉憲実と関東管領足利持氏
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との争い，嘉吉の乱は将軍足利義教と赤松満

祐との争いとして教材が選択され，これらの

人物がいかなる心情・動機でこのような歴史

事象を起こしたのかが分かるように教材が構

成されていっている。

また，これらの事例のなかでは如何に忠孝

の精神が廃れていたか，自己の利害を第 1に

考えたかという動機・心情，そしてその動機

・心情からとった行動(手段)として，皇室

をないがしろにした事，親子兄弟の骨肉の争

いをした事，主従関係における下姐上を行っ

た事等を知り，このような行動が如何に道徳

上悪いことであり，避けるべきかということ

が，理解でき，善悪の判断ができるようにな

るための教材構成にもなっている。

また，足利時代の「著修の結果，美術が発

達した J と僅かではあるが「歴史の 5方面

」への配慮もされた教材構成になっていると

言える。
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(4)教授一学習過程

それでは授業過程はどのように組織，展開

されているのだろうか。授業過程は予備，提

示，比較織綜，推究という 4段階(5段階教

授の比較と織綜を 1つの段階にしたもの)か

らなっている。

まず，予備において前時間に教授した，足

利尊氏から足利義満までの重要な出来事の復

習から始まっている。その重要な出来事とは

「尊氏が天使に叛いたこと J r護良親王の殺

害 J r新田義貞の殺害 J r直義・直冬の乱 J

「高師直・師康の乱 J r明徳の乱 J r応永の

乱」である。そしてそれらの乱の原因を心情

に求め「気力がなかった J r侮ったから J r 

尊氏が悪い手本を示したから(忠義を解する

ものがいなかったから) J としている。

提示の段階に入つては r永享の乱 J r嘉

吉の乱 J r応仁の乱 J r将軍一細川一三好一

松永の下魁上 J が「なぜ j 起こったのかを，

人物の行為を軸にして問答し，その行為の原
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1¥¥1  

因として動機・心情を明らかにしている。そ

して，その問答の過程では，人物の気持ちの

過程を追い「どのような気持ちだったか?J 

「もしあなたならどうしますか?J というよ

うな自己投入，立場の置き換えをするような

聞いを発し追体験的理解や判断をさせようと

している。

例えば r永享の乱 J を例に取れば r永

享の乱」を足利義教と関東管領足利持氏との

・争いに還元し r将軍義持が亡くなった時，

持氏はどう思ったか」→「今度は自分が将軍

になる番だと思った J 実際には義教が還俗

してまで将軍となり，それに対して義持がく

や'しがり，還俗将軍を馬鹿にしたから「永享

の乱 J となったと，人物の行為を軸に問答を

し，原因を動機・心情に求めている。また，

「皆さん憲実のした事はよいと思いますか，

いけないと思いますか，皆さんが自分で憲実

になったと思って考ヘて御覧なさい。」と立

場の置き換え，判断を求める聞いを発してい
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る。

このように，他の「嘉吉の乱 J r応仁の乱

J r将軍一細川一三好一松永 J の事例も，人

物の行為を軸に rなぜ」という問いを発し

て，動機・心情を問答によって求めていく授

業過程として展開している。そしてそれぞれ

の事象を帰納してみると，足利時代は乱が絶

えなく，その原因は「自己の利益を最優先す

る思想 J r下姐上(忠君を解するものがいな

い。) J にあったという「足利時代」の特徴

及び時代思想を引き出している.

比較織綜の段階では，前の時代の北条氏と

比較し，その特徴をより明らかにしている。

その比較の観点は，①天皇に対して，②外国

に対して，③政治について，④徳義について

(倹約か著修か)の 4点である。そしてここ

では，これらの観点より見て，足利氏と北条

氏とどっちが好きかを生徒に聞い，良いこと

悪いことの判断をさせている。

そしてここで悪いことだらけの足利時代も
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1 つだけ良いことがあったと.し，美術の発展

を挙げ r歴史の 5方面 J を教授しようとい

う意識があらわれているといえる。

推究の段階では，足利時代が乱世となった

のは「なぜか」を聞い r主人を主人と思わ

ないから」と答え，今日の授業のまとめをす

ると同時に，織田信長は，足利氏の失敗を教

訓にどのような治世を行なうのかを，次の時

間に学習することを予告してこの授業を終わ

っている。

乙のように，教授学習過程は，時代を分か

るために，まず時代の典型的事例を，人物の

行為に還元し，人物の行為を軸に原因結果を

求め rなぜ」という聞いを発し，動機・心

情(目的一手段)を問答によって追体験的に

理解させると同時に，その行動や心情の善悪

の判断や評価をさせるように組織，展開して

いる。そしてそれらの事象を帰納して一般化

(概念化)し，その特徴を他の時代と比較織

綜し，全体として 5段階教授になっていると
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言うことができる。

2. r日露戦争」の場合

この「日露戦争」の教案は，欧米留学直後

の明治 4 5年に，その欧米留学の成果を報告

するという性格を持つ論文「小学校に於ける

歴史科の位置 J Ii'教育研究』第 100号の中

で掲載された教案例である。この教案例は斎

藤斐章の後期の授業論をよく反映しており，

「今この一節につき歴史教授として取扱ふに

方り如何に Causalityを考索せしむパきかを

示し且つ因果の関係 CCausality) を尋ぬる

ことの決して高速にして初歩の小学生徒に適

せざるものにあらざるを述パんとす。 J 4】と

この教案を掲載する趣旨が Causalityを尋

ねる小学校歴史授業のモデルを示す点にあっ

た事を述パている。(但し，ここでは何年生

に教授するのかは書かれていない。又，実地

教授されたかどうかは分からない。)この教

案例を示すと以下の(資料 3)になる。
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(資料3) r日露戦争」の教案例

今 この一節につき歴史教授として取扱うに方り如何にcausalityを考

索せしむべきかを示し且つ因果の関係 (causality)を尋ぬることの決

して高速にして初歩の小学生徒に適せざる者にあらざるを述ペんとす。

※日露戦争が知何にして起りしかを授くべき事を予告して後前時間に授

けし北清事変につきて復演せしめこの北清事変に際し

一清園のー領土たる満州の有様は如何(盗賊起れり)

ー露園がこの機会を知何に利用せしか(露園出兵)

を説き露園の望み小ならざるを知らしめ満州用地図を展開して

海軍の根拠地としては何処(旅順港の 砲台の修築の有様を当

時の画報[何処の僻阪にもあるペし]により示す)

商業の根拠地としては何処(大連湾大規模の状況を示す)

東清鉄道につき工事を急ぎし動機

韓国森林の伐採鴨緑江下流(龍岩浦)の経営等韓国に手を染めた

る所以

を考索せしめば我が国が韓国に於ける勢力を失い海上権の安全ならざる

ことは小学児童にも思ひ及ぶ所なるパし更に

一露園の極東に於ける発展は我が国の死活問題なること

一 日露の国力の比較(面積，人口，兵力)

を示さば我が国は独力露園に当るの危険なるを悟り我が政府の日英同盟

を結ぶの時機を得たるものにして我が国の之が為に蒙りし利益大なるこ

とを理解せしむるを得パし。

日英同盟の条約文の大意は教科書にあるを以てこの全文を示し(根本

資料として尤も貴きものなれば大幅紙に大書して衆生に示すを要す)

外交文の鐙は知何

一他の二園以上は何園を指すか(生徒は日清戦争の後三国が干渉せ

しことを思ひ起こし僻独を指せることを考索し得ペし)

等を領解せしめば日本はこの同盟によりて知何に意を強うするを得しか.

は生徒の容易に思い及ぶ所なるパし。
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附，独若しくは仰が露園を助けざるは日英同盟の力なること日英同盟

なくんば日露戦争は如何に長引き如何に悲惨の状況に陥りしかに

思ひ及ぼしめ同盟の功大なることを知らしむるこを忘るべからず。

斯くして後日本は

一満州の撤兵を迫りしこと

一露園の約定ふまざりしこと

等を知らしめ且つ露園が撤兵せざるのみならず却って軍備を整へたるこ

とを述ぷる時は生徒は

一露園の暴慢なること

一開戦の己むパからざること

を領解し得ペし

以上は一時間に教授すべき教材の大要のみを挙げたものなれば勿論直

ちに以て教案となすこと能わざれども因果の関係 causalityを説明す

ることは

歴史教授の骨子して

ー 幼童に封して決して理解し得ざる高遠のものにあらざるのみなら

ず

ー 却って生徒をして感情を奮起せしめ身当時にあるが知き感あらし

め政府の苦心と成功とに同情し且つ愛国の志操を喚起し，又，

四国と国との交際の必要

五外交文書の体裁

等を幼童に知らしむるを得べきなり

※引用文献

斎藤斐章「小学校に於ける歴史科の位置J [j'教育研究』第100号
1912，160-161頁。
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(1)単元構成

明治時代を分かるための重要な事象である

日露戦争を，前時間に教授した北清事変につ

づいて教授しようとしている。別の言い方を

すれば，北清事変を原因とし日露戦争をその

結果として因果関係で結んだ単元構成になっ

ている。

(2)主題の決定

日露戦争が rなぜ」起こったのかを因果

関係(目的一手段)として捉え，当時の日本

政府の苦心・苦悩・努力，そして，その苦労

がいかに実って成功したかを理解させること

で，愛国の志操を養うことが目的とされた。

(3)教材構成

日露戦争という歴史事象を，日本政府と露

国の行為事象に還元し，一種の人物教材とし

ている。そして r北清事変の際の露国の満

州出兵 J r満州における旅順・大連の状況 J
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「東清鉄道の工事 J r露国が韓国の森林事業

の経営に乗り出したこと J 等を事例とし，露

国が極東の侵略の意志をもっていることを理

解させ，日本の韓国における勢力拡大の意志

と利害関係において相反していることが理解

できる教材構成になっている。

一方，露国の国力(面積，人口，兵力)を

日本のそ・れと比較し露国が強大であることを

知らせ 1つは，日本が露国と戦争を決意し

た勇気，そして，戦争をして勝った日本軍の

勇敢さを理解し愛国心を養うごとの伏線とし

て教材が構成されている。 2つは，日英同盟

の必要性とその役割の重要性が理解できるよ

うに教材が構成されている。

このように日英同盟を結び戦争ができる準

備をしながら，露国に満州からの撤兵をせま

ったが撤兵するどころか軍備を整えたことを

知らせることで，露国の態度が知何に倣慢で

あったかという事，それ故，開戦のやむ得ざ

る事が理解できるような教材構成となってい
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る。

そして全体として，露国の極東侵略の意志

と露国の倣慢な態度が日露戦争の原因である

ことがわかり，そのことで愛国心が養える教

材構成となっていると言える。

(4)教授学習過程

それでは教授学習過程はどのように組織，

展開していくのであろう。この「日露戦争 J

の教案では 5段階教授 3段階教授と言っ

た形式的段階の型にはこだわっていない。し

かし，前時間に授けた北清事変についての復

演から教授は始まっており，既有の知識と新

知識を結びつけるための導入(予備)の段階

は設定されていると言える。

つづいて，露国が満州，韓国でどのような

行動を取っていたかという事実の正確な理解

のあと，推論によって露国の目的がどこにあ

ったのかという事を理解している。そして，

そのことが日本にとってどのような意味をも
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っているのか，また，日本はどのような対応

をしたのか，と言った意志決定の過程を追体

験的に見ていっている。さらに，その意志決

定の過程を見ていくときは，子ども自信によ

る徹底的な研究ではなく，斎藤斐章によって

解釈・評価された，日露戦争の内容から，そ

の正当性を示すことができるように選択され

た教材を，人間の行為を軸に意志・動機・心

情を事実を通して子どもに追体験させながら

伝達するような授業過程になっていると言う

ことができる.
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[註〕

1 )明治 4 0年 3月に勅令第 52号を以て小

学校令が改正され，尋常小学校修業年限は

6ヵ年に延長されることとなった。

2 )斎藤斐章『歴史科教授法』同文館， 1 9 

o 8， 5 5頁。

3 )斎藤斐章『歴史教授法 全』金港堂 1

902， 171-208頁。この教案は，

大橋銅造「歴史科教授の実例 J Ir教育学術

界』第 4巻第 6号， 1 9 0 2 ，同「歴史

科教授の一例 J Ii'教育学術界』第 5巻 第

2号， 1902， 45-50頁，にも掲載

されている。また，この授業を分析したも

のに稲垣忠彦『明治教授理論史研究一公教

育教授定型の形成』評論社， 1 9 7 7。吉

田太郎「明治前期 (1872......1903)

における歴史教育方法の研究」横浜国立大

学教育紀要第 8集， 1 9 6 8 ，等がある。

4 )斎藤斐章「小学校に於ける歴史科の位置
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J Ii'教育研究』第 100号， 1 6 0頁。
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第5章 斎藤受章の歴史授業論の特質と評価
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第l節 斎藤受章の歴史授業論の特質k評価

1.斎藤斐章の歴史授業論の特質

以上考察してきたことから，斎藤斐章の歴

史授業論の特質とはどの様なものであると言

うことができるのであろうか。

第 1は r内容的教授法」を主張し，歴史

の性質，及び，その歴史の性質をわかって行

くための方法としての歴史認識の方法を，授

業論の構成原理としたことである。斎藤によ

れば，歴史の性質とは，①時代の開化発達の

変遷を知ること，②歴史の 5方面(政治的方

面，宗教的方面，教育的方面，生業的方面，

社会的方面)を知ること，@時代の特徴，及

び，時代思想を知ること，@歴史事象を人物
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行為として把握すること，以上の 4点であっ

た。この歴史の性質を認識していくための方

法が，①時代を「分解 J r比較」・「総合

J するという方法と，②人物の行為事象とし

て歴史事象を把握し，そこから動機・心情を

「なぜ」という聞いで推論していくことで歴

史事象に因果関係を付けるという方法であっ

た。このように歴史授業を歴史の性質・歴史

学の認識方法から立論したのが「内容的教授

法」であり，斎藤斐章の歴史授業論の特質で

あった。

しかし，斎藤斐章の歴史授業論はまったく

「内容的教授法」のみからの立論であったか

と言えばそうではない。それが第 2の特質で

ある心理学・一般教授法からの「内容的教授

法 J への基礎付けである。斎藤は，子供の興

味関心は歴史上の人物にあることを主張し，

心理学上からいっても人物教材は有効である

と主張している。また，子供が歴史事象に対

し，いつごろから，どのような「聞い J を持
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つようになるのかという実験を行い rなぜ

J という問いを追求していくことが小学校段

階で可能であることを主張し r人物の行為

を軸にした歴史認識 J を基礎付けている。ま

た，形式的段階を知識獲得の理法と考え 5

段階教授法にこだわる事無く，歴史認識の方

法による授業構成の方法を r観念連合の法

則 J r推理作用」といった心理学的理法にか

なったものとして基礎づけている。このよう

に，一般教育学，及び，心理学は「内容的教

授法」から立論された，教材構成論，教授方

法論を基礎付けるものとして，斎藤斐章の授

業論を支えていたということができょう。こ

のことを図示すると，次の(図 8)のように

なる。

第 3は，歴史授業論の原理である，歴史の

認識方法から，教材構成論と教授方法論〈教

授一学習過程の組織・構成)が構成されてお

り，内的に論理整合性を持っていることであ

る。教材構成は，時代の特徴を示す事象やそ
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(図8)斎藤菱章の歴史授業論の構造

内容問教授~

-歴史の性質

①時代の特徴②歴史の5方面

③時代の開化④人物行為

-歴史学の認識の方法

①歴史事象一行為一心情

②「分解J r総合J r比較」

「なぜ」

↑(基礎付ける)

心理学・一般教育学

-子供の発

-子供の興味・関心

-観念連合法

-推理作用

-形式的段階
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の時代にとって重要な事象を選択し，それを

人物行為に還元し教材化させていくものであ

った。一方，教授方法(教授学習過程の組織

化)は，歴史事象を人物の行為を軸に動機・

心情を rなぜ J という問いによって推論す

ることにより，歴史事象に因果関係を付けて

いくものであった。このように，教材構成と

教授方法(教授学習過程の組織化)が，内的

に結びつきを持っていることが，斎藤斐章の

歴史授業論の特質であった。

第 4は，単元構成，教材構成，教授方法(

教授学習過程の組織化)のそれぞれが，斎藤

斐章の歴史授業論の原理である所の，歴史認

識の論理から構成されており，しかも，非常

にシステマチックに構成されていることであ

る。

まず，日本史全体が，どのように開化発展

して来て，現在に至っているのかということ

が分かるために，時代区分をし，その 1時代

を中単元に構成し，中単元の中は，その時代
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ーがわかる典型的事例，あるいは，その時代の

重要な出来事が選択され，それを小単元にし

て構成し，その事象は，人物の行為として把

握され教材化されていくという一連の手順の

なかで単元構成，教材構成がなされている。

そして，教授方法(教授学習過程の組織化

)では教材の性質により r時代の開化発展

を教授」する場合と「事実教授」の場合を区

別し r事実教授」の時は，歴史事象を人物

の行為として把握し，行為事実の正確な理解

を行ない，そこから「なぜ J という聞いを立

て動機・心情を取出し，歴史事象に因果関係

を付ける「人物行為を軸とした歴史認識方法

J が用いられ r開化発展の教授 j の場合は，

「事実教授」の前提にたち r分解」・「比

較」・「総合 J という方法をもちいて教授す

るとされている。そして，授業を構成してい

く時は「なぜ J という「問い」を立て，それ

に対し下位の「聞い J として「いつ J rどこ

で J rだれが J r何を」という「問い J を構
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成すること主張している。

このように，斎藤の授業論によれば，斎藤

の考えているような授業が，一般的に再構成

できるものとなっている。

第 5は，人物行為を軸にした追体験的理解

である.斎藤斐章の歴史授業論では「科学的

歴史研究の方法 J として，人物の行為を軸に

動機・心情を rなぜ」という問いによって

推論することにより歴史事象に因果的関係を

付けていく事が主張されていた。しかし，そ

れは実際の授業のなかでは，子供による，歴

史学の方法によった，徹底した歴史研究とし

て授業過程は構成されることなく，教師が解

釈した歴史の内容を，歴史学の方法であると

ころの「人物行為を軸にした歴史認識の方法

」によって動機・心情を迫体験的に理解させ

るものになっており，この追体験的理解の仕

方によって，歴史の事実を通してより効果的

に「国体ノ大要ヲ知ラシメ兼ネテ国民タルノ

志操ヲ養フ」という目的が達成されることと
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なったと言える。

第 6は，第 5で述ペた「国家主義的歴史教

育」と言う価値的評価は別にして，歴史授業

に歴史認識の方法を応用し，歴史の授業とは

歴史認識教育である事を，はじめて授業論化

したことである。

歴史教育とは，歴史認識教育である事を，

初めて意識し，歴史教育論化したのは三宅米

吉であった。しかし，三宅は，内容構成論(

「歴史編纂法 J )として教科書編纂に結実し

ていったのだが，授業論としてその理論を受

け継ぎ，発展させたのが斎藤斐章であると言

える。但し，その授業論的考え方の基礎(フ

レームワーク)を与えたのがヘルバルト主義

教授法の，目的，内容，方法と区別して歴史

授業論を構成する教育学の研究方法や，授業

に認識の方法を取り込み，その認識の論理を

一般化させた形式的段階の考え方であったと

考えられる。(このように考えれば，従来の，

ヘルバルト教授法が近代歴史教育において呆
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たした役割を 5段階教授法の紹介，定着に置

いでいた評価を改め，むしろ，教育学研究の

方法，及び，歴史科における認識論の重要性

に気付かせ歴史科教育研究のフレームワーク

を造った点に評価のポイントを置くべきであ

ろう。)

以上見てきたように，斎藤斐章の歴史授業

論の特質は，斎藤の主張する「科学としての

歴史研究の方法 J の応用にあった。この教授

原理に導かれて，歴史授業論を目的論，教材

論，教授方法論に分けて考え，しかもその目

的論，教材論，教授方法論に論理理整合性を

持つ，根拠付けられた歴史授業論を主張，展

開していたといえる。しかも，その教材構成

論や教授方法論は心理学の理法にも適合して

おり心理学的にも基礎付けられたものという

ことができる.

Z歴史教育完成期における歴史授業論の特質

それでは，このような歴史授業論の特質は，
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斎藤斐章によってのみ考えられていたものな

のであろうか。結論から先に言えば，斎藤斐

章の歴史授業論の持つ特質は，完成期におけ

る歴史授業論の特質を典型的に表したもので

あった.

例えば，棚橋源太郎は明治 34年に，金港

堂より『小学各科教授法.!l 1)を刊行している

が，その「本科教授の要旨 J = r目標論」の

中で，次のように①歴史とは人物行為である

こと②歴史とは社会の内部の状態を知ること

である③歴史とは各時代の変遷・発達を研究

するものであると述ペ，この歴史の性質及び

研究によるから教育目的が達成できると主張

して，次のように述ペている。

「小学校に於ける歴史教授の目的は，且 OO~主

中の重要なる歴史的事実，並びに人物の国家

に対して行ないたる行動を考察せしめて，尊

王愛国の志気を養ひ，社会的・政治的知識を

与へ，依って以て現社会の生活に適応せしむ
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るに在り。 J 2) 

「各時代の重要なる歴史的事実を考察して，

其の時代に於ける社会の内部の状態，並びに

変遷の次第を知らしむるが故に，善く其の社

会・国家の目的を解し，之に対して強盛なる

同情を換気せしめ，同時に有要なる社会的・

政治的知識を得しむ J 3) 

「歴史は，古来の偉人の行動，すなわち人間

の共同団体なる国家の一員が，其の団体に対

して行ないたる事業.行為を研究せしむるが

故に，児童をして善く人の内心本質を解せし

め，同時に其の国民的・道徳的性格の影響を

受け，其の人物に対して同情を喚起せしむ

J 4 ) 

また，教材構成では①開化史の重要性，②

歴史の 5方面への注意，③ 1時代の重要なる

人物・事象を選択すること，を次のように述
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ペている。

「学年の進にした随ひて，漸次に開化史的事

実増加し.政治史的事実と共に.其の国家の.

発達に大いなる影響を及ぼしたる文学的，宗

教.経済的事項などの一般を授.以て政治史的

事実との関係を知らしめざるべからず。 J 5) 

「高等小学に進めば，重要なる時代をー全体

とし，その中に在りて，最も顕著なる人物事

実を採りて之を中心とし其の他の政治史的，

開化史的事実を之に従属せしめ，学校の種類

に応じて，或は二年間に，或は三年間に，旦

本歴史の全体を更に繰り返して授くペし。」

6 ) 

また，教授方法論では，歴史教授は，事実

教授であり 5段階教授法を踏む必要がない

と 3段階教授法(予備ー提示一応用)を主張

して，次のように述ペている。
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「而して本科教授に於いて取扱はしむるもの

は，歴史的事実にして，其の理法に非ざるが

故に，之が教法は五段の形式を踏むを要せざ

るなり。 J 7) 

予備

「予備の段にては目的の指示に次ぎて，其の

教授せんとする所を理会せしむるに必要なる

前時間の課業，又は実科，修身科等にて授け

たる所と関係ある事項を問答復習す。 J 8) 

提示

「提示の段にては，地図・絵画・遺物等の直

観的方便を用ひ教師の講話に由りて，歴史的

事実を授け，児童の想像作用に訴えて之を理

会せしむべし。歴史の目的は，単に事実を知

了せしむるのみならず，徳性の滋養にも資す

るものなれば，其の談話は，平易にして解し

易く，多少感情的にして児童を動かすに足る

力あるものたるを要す。…(中略…著者)
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斯くして事実の概要を知らしむれば，豆主去

の真相を理解せしめんがために，問答式を用

いて，人物の行為に関しては，深く其の意志

心情に立入り，事変に関しては.其の原因結

果を窮せしめ，個々の事実問に存する関係を

明らかならしむパきなり。 J 9) 

応用

「応用の段にては，講話したる事実を順序立

てて，表に製し，或は文章又は談話に之を表

出っせしめ，或は史上の人物の行動につきて，

道徳的判断をきださしむべし o J 1 0 ) 

ここで注目しなければならないのは 3段

階教授で授業が構成されているが，歴史認識

にかかわる教授方法(教授学習過程の組織)

は，提示の段で示されている，歴史的事実を

授けた後，人物の行為を深く意志心情にまで

入りこむこと，及び，事象の因果関係を付け

ることが主張されていることである。
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以上，見てきたように棚橋源太郎の場合，

目標論，教材構成，教授方法に歴史学の「人

物を軸に Lた認識 J r時代の認識(歴史の 5

方面，時代の変遷，時代の特徴) J が深く関

わり，授業論の根拠になっているといえる。

また 5段階教授法に拘泥する事無く，むし

ろ，教材の性質に応じて，人物行為を軸にし

た認識方法を教授方法(教授学習過程)とし

て定式化しているといえ，そこに，教材構成

と，教授方法の論理整合性が見られるものと

なっている。

また，森岡常蔵は，明治 32年，金港堂よ

り刊行の『小学教授法 全.!I 1 1】のなかで，

歴史の認識方法を応用し，教材構成と教授方

法の論理整合性を持たせようとして，次のよ

うな歴史授業論を述ペている。

教材選択については，①社会の事実を了解

させること，②その時代の社会の状況・特徴

がわかるものように歴史の政治，経済，文化

という歴史の 5方面ヘ注意すること，③時代
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の変遷にかかわるものを重視する〆ことを主張

して以下のように述ペている。

「歴史教授が修身との関係を考えざるべから

ざるは勿論なれども，此修身の目的の他に歴

史の特色として児童をして社会の事実を了解

せしむることをも主要の務めとなし，即ち種

々の社会ありて其住事の相同じからざること

等をも十分に了解せしめざるべからず。故に

史談，選ぶべき人物は道徳上必最良の者たら

んを望みて只一二の社会に偏せんよりは，人

物は仮し最良たらずとも男女士農工商又其各

小部門のもの換言すれば成るペく多くの相異

なれる社会より選ぶを可とす。 J 1 2 ) 

「然れども純粋なる伝記体は笑際上の困難あ

りて存す。何ぞや 時代を代表すべき人物の

常に必ずしも存せざればなり。又其の人物が

名相忠臣の一方に傾き易ければなり。故に多

少之を修補せざるパからず。そは，繋説体と

2 9 3 



か輪切り体とか喚ぴ作す方法にて，其時代を

代表すべき人物若くは重なる出来事を中心と

し，その時代の文化発達等其の中心に繋ぎ付

けて説き示さんとするなり。但し年代の上よ

り順進的に排列するなり。 J 1 3 ) 

また，教授方法については 5段階教授法を

理法として捉え 5段階教授の形式を常に踏

む必要はなく，むしろ，教材の性質に従った

教授方法を主張して次のように述パている。

「五段ノ順序ハ理論上教授ノ正式タルヲ失ハ。

然レドモ実際ノ場合ニハ，常ニコノ形式ノス

ベテヲ踏マザルベカラズトイフ調レナシ。抑

五段階ノ説ヲナスハ，教授上一般ノ手続ヲ述

ベタルモノニテ，特殊ノ事情ト場合トハ之ヲ

眼中ニ置カザル論ナリ.個々特殊ノ場合ハ勝

ゲテ数フベカラズ.故ニ理法トシテ一般ノ手

続斯クアルペシト云フニアリ。 J 1 4 ) 
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「其ノ中ニ抽象スベキ概念ヲ含マパ五段階教

授ハ採用スベキコト論ナシ。即チ歴史ニテ制

度法律等ノ説明，地理ニテ地文二関スル理由

ノ説明ノ知キ是ナリ。其他普通ノ記載地理，

事実ノ歴史ヲ教フルニ五段階ヲ踏ナントセパ

其ノ総括ハ事実ノ抄録ニ過ギズ。真ノ概念ニ

ハアラズ。 J 1 5) 

また，森岡は 5段階教授法(予備ー提示

一比較・総括一応用〉の提示の段階における

説明で注目すべき主張をしている。それは，

事実の正確な理解の後に，その行為の動機・

心情を明らかにし因果関係を付けていくとい

う「人物行為を軸にした歴史認識の方法 J を

主張していることである。そのことについて

次のように述ペている。

提示

「提示には次の手段あるを要す。第一に其の

事実を把握せしむパし。こは普通に教師の談
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話講述による。此こに最も必要なるはその講

述の巧みなること是なり。平易の言にて熱心

に生気ある表出をなし，生徒の想像に訴八，

以て心中に躍知たらしむるに在り。…(中略

) 更に其の知識を現実にする必要あり。こ

れは教師の巧みなる講述に吸収せられて，生

徒をして身恰も其状態中に在り，其人物の位

置を占め，其時代に共働しある如き思いをな

さしむるに在り。第二に其の事実の真相を了

解せしむべし。即其歴史上の事実たる意志行

為につきて考察し，公明真実に道徳上の標準

より判定せしむるに在り。又其原因を追究し

て如何にしてかかる事実のあらわれたるかの

動機を明らかにするに在り。 J 1 6) 

以上，見てきたように，森岡常蔵において

も r時代の教授(①時代の特徴②歴史の 5

・方面③時代の変選) J や「人物を軸にした歴

史認識方法」は歴史授業論のなかに応用され

ており，それ故に 5段階教授法を理法と捉
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え，歴史教材の性質に従って，形式的教授法

を使い分け，教材構成と教授方法(教授学習

過程)との論理整合性を図ることを目指して

いたと言えよう。

このように歴史教育完成期(明治 30 ・4

0年代)における歴史授業論の事例として，

斎藤斐章の他に棚橋源太郎，森岡常蔵を見て

きたが，それらの歴史授業論に共通した特質

として，①「人物の行為を軸にした歴史認識

J ②「時代の教授(時代の特徴，歴史の 5方

面，時代の変遷) j @ r 5段階教授にとだわ

らないこと(3段階教授法) j ④「歴史の性

質から歴史授業論を作っていくこと J ⑤「教

材構成と教授方法(教授学習過程)の論理整

合性をねらいとしていること J の 5点を挙げ

ることができるであろう。

それでは，その完成期における斎藤斐章の

歴史授業論の評価とはどのように言うことが

できるのだろうか。それは，上述の完成期に

おける 5つの特質を典型的に表しているとい
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う以上に，他の完成期の歴史授業論と比ペて，

以下の 3つの点において特徴を持っている。

第 1は，歴史学の性質・歴史認識の方法を，

より前面に押し出し授業論を組織・展開して

いこと。第 2は，より体系的な歴史授業論と

なっており，非常にシステマチックな構造を

持っていること。第 3は，目標論・教材構成

論・教授方法論(教授学習過程の組織化)が

より論理整合性を持っていること。この 3点

において，斎藤斐章の歴史授業論は完成期の

歴史授業論の最も完成された形態であるとい

うことができょう。
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第2節 完成期の位置付け

それでは，なぜ斎藤斐章の歴史授業論にお

けるような特質を持った歴史授業論が主張さ

れるようになった時が，歴史授業論の完成期

だということができるのであろうか。

第 1章で見たように，明治 10年代後半に

は，三宅米吉が提唱した，歴史学を軸にした

内容構成論(歴史編纂法)から，内容構成の

改善がはかられ，原因結果の関係の認識の重

視及び開化の進展による時代区分を重視し，

教科書の構成に根本的変化を与えた。このこ

とにより授業における教材構成に変化が起こ

ったことは確かであろうが， .教授方法(教授
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学習過程の組織化)に関しては，三宅米吉の

場合理論を持っておらず，歴史授業論として

は完成されたものとは言えなかった。なぜな・

ら，目標論に導かれ，目標を達成するための

教材構成論及び教授方法論が，内的関連を持

ち提示され，授業が一般的に再構成できるも

のとなって初めて授業論が完成したといえる

からである。その意味で，三宅米吉の場合，

教授方法論に欠け教授学習過程が再構成でき

ない構造となっていたと言え，それ故，授業

論としては完成していなかったのである。

一方，明治 20年代初等にヘルバルト教授

法が歴史教育にも導入され，心理学・一般教

育学から立論された 5段階教授法が提唱され

教授方法論(教授学習過程)が根本的に改善

されてきた。しかし，この 5段階教授法にお

いては，教授方法(教授学習過程)は一般化

され再構成され得るものとなっていたが，教

材構成論が立論されておらず，目標論にそっ

て，既成の教育内容を教材とし，教授学習過
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程と教材構成が内的に結合しておらず，論理

整合性に欠けるものとなっており，やはり，

授業論としては完成していなかったと言えよ

う。

明治 3 0年代に入り，授業そのものに目が

向けられるようになって r国体ノ大要ヲ知

ラシメ兼テ国民タルノ志操ヲ養フ」という目

的を知何に，子供に授業の中で養うかという

課題が生まれ，それの問題を解決するために，

三宅米吉の内容構成論の考え方とヘルバルト

派の教授方法論の考え方をアウフヘーベンし

て，目標論，教材構成論，教授方法論(教授

学習過程)を歴史の性質と歴史の認識方法か

ら立論し，内的に結びつけ歴史授業論に論理

整合性を持たせ，非常に体系的に作り上げ，

一般的に授業の再構成を可能にした，斎藤斐

章の歴史授業論が，近代歴史授業論としての

完成形態であったということができょう。そ

して，この明治 30 ・4 0年代の歴史授業論

は，先に見たように斎藤斐章の歴史授業論の
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特質を持っており，それ故に，歴史授業論の

完成期は，この明治 30 ・ 4 0年代だという

ことができょう。そして，歴史教育の本質を

歴史授業論に置くならば，まさに，歴史教育

の完成期は，歴史授業論の完成期である明治

3 0 ・4 0年代であることになるのである。
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[註]

1 )棚橋源太郎，Ii'小学各科教授法』金港堂，

1901  (-Ii'近代日本教科書教授法資料集

成』第 4巻，東京書籍， 1982，所収)

2 )棚橋源太郎『近代日本教科書教授法資料

集成』第 4巻，東京書籍.， 1 9 8 2 ，所収，

197頁。

3 )向上， 197頁。

4 )向上， 197頁。

5 )同上， 19  7頁.

6 )同上， 198頁。

7 )向上， 198頁。

8 )向上， 198頁。

9 )向上， 1 9 8 - 1 9 9頁。

10) 向上， 1 9 9頁。

11) 森岡常蔵『小学教授法 全』金港堂，

1 8 9 9 ( Ii'近代日本教科書教授法資料集

成』第 4巻，東京書籍， 1982，所収)

12)森岡常蔵『近代日本教科書教授法資料集
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成』第 4巻，東京書籍， 1982，所収，

150頁。

13) 向上， 1 5 0頁。

14) 同上， 8 2頁。

15) 同上， 8 4頁.

16) 向上， 1 5 2頁。
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終章
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第i節 本研究のまとめ及び歴史的評価

以上考察してきたように，斎藤斐章は，明

治 3 5年の『歴史科教授法 全』以来 r内

容的教授法 J を主張し，歴史の性質及び歴史

の認識方法から歴史授業論を構成しようとい

うしていた。そして斎藤は，歴史教育の目的

を「国体ノ大要ヲ知ラシメ兼テ国民タルノ志

操ヲ養フ」に置き実質的側面(現在の日本が

どのようにして成立したのか)と形式的側面

(尊王愛国の態度，愛国心，歴史的想像力，

善悪の判断力)の両方を同時に育成する事を

目指し，その方法原理として「科学的歴史の

研究方法 J を応用し，教材構成を日本の歴史
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がわかるために時代を区分し，その時代がわ

かるために時代の特徴を表す歴史事象を選択

し，その歴史事象を人物の行為として構成し

た。また，教授方法(教授学習過程の組織化

)では r人物の行為を軸にした歴史認識の

方法」を応用し，動機・心情を「なぜ」とい

う問いによって人物行為から推論することに

よって，歴史事象を迫体験的に理解し，因果

関係を認識していく方法を用いた。

このように，斎藤斐章の歴史授業論は，目

標論，内容構成論(教材構成論) ，教授方法

論(教授学習過程)に論理整合性のある体系

的な歴史授業論を展開し，一般的に歴史授業

が再構成できるものとなっており，歴史授業

論を完成させたものと言うことができる。そ

して，このような斎藤斐章の歴史授業論は，

明治 30 ・4 0年代における歴史授業論の典

型的事例であり(しかも，最も完成された歴

史授業論) ，明治 30 ・40年代が歴史授業

論の完成期であると言うことができょう。
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それでは，なぜこのような歴史授業論を完

成させることができたのであろうか。斎藤斐

章は東京高等師範学校時代以来，三宅米吉に

師事していた。そこでは，三宅米吉から直接

に歴史授業論(内容構成論)を学び，歴史授

業論にとっての歴史学の重要性を学びとって

いた。また，当時(明治 20年代末期)ヘル

バルト派の教育学を最も理解し，その最も重

要な担い手であった谷本 富等の東京高等師

範学校のヘルバルト派の教師達から，ヘルバ

ルト派の教育学を学び，目的論，内容論，方

法論に分けて教育学を研究する研究方法，教

育学を心理学的に基礎付けること，ヘルバル

ト派の教授方法論，教育学における認識論の

重要性等を学びとっていた。そしてこれら 2

つの歴史授業論をアウフヘーベンし r科学

的歴史研究の方法 J を方法原理としてまった

く新しい斎藤斐章自身の歴史授業論を作り出

したのであった。(斎藤斐章は，小学校・中

学校で実地教育の経験を豊富に持っていたこ

308 



とも，もちろん重要な要因であろう。)そし

て，そのような歴史授業論の基本的構造は，

明治 35年においてすでに成立しており，明

治 4 2 - 4 4年までの欧米留学を通して，完

成するに至ったのである.

このように考えるとき，近代歴史教育にお

いて「社会科歴史」が真に克服すべきであっ

たのは，国家主義的歴史教育という価値的な

評価は別にして，教師が解釈した内容を，歴

史学の認識方法であるところの「人物行為を

軸にした歴史認識の方法」によって，歴史事

象を人物行為として捉え，そこから「なぜ J

という聞いを発して，動機・心情を追体験的

に理解させるという歴史授業論(教材構成論

・教授方法論)にこそあったと言うことがで

きょう。
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第2節 今後の課題

今後の課題についてはあまりにも多くあり

すぎるが，特にポイントを絞るならば次の 5

つとなろう。

第 1は，斎藤斐章の歴史学は，だれの歴史

学からとったものなのか，あるいは，多くの

歴史学を合体させたものなのかと言った聞い

に応えることができていない点である。

第 2は，第 lの問いに答えるためにドイツ

の歴史学の状況を分析する必要がある.それ

が第 2点である。例えばランプレヒト，西南

ドイツ学派，ベルンハイム等の歴史学そのも

のの検討と当時のドイツにおける歴史学的状

310 



況における主流，反主流の関係等。

第 3は，第 2 の問いの答えである，ドイツ

歴史学の日本歴史学に与えた影響について考

察し，当時の歴史学の分野で，そのドイツ歴

史学がどのような位置にあったのか，又，ど

のように日本で評価されていたのかを知る必

要がある。

第 4は，ヘルバルト派において歴史授業論

を中心に主張していたのはどのような人物が

おり，彼らの歴史授業論とはどのようになっ

ているのか，又ドイツでどのように評価され

ていたのかということ。

第 5は，斎藤斐章の歴史授業論を基礎付け

た心理学的研究は当時日本において及び世界

においてどのような研究状況にあったのか，

また，筆者の力不足で，斎藤斐章の心理学の

基礎になった実験を掲載することができなか

った.それを明らかにしていくことも今後の

課題である。
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あkがを

広島大学学校教育研究科で学び始め，はや

2年たとうとしている。この 2年間，常に社

会科教育を研究するとはどういうことなのか

ということを自問自答してきた。そして，論

を尽くしているとは言いがたいが，曲がりな

りにも，ここに 1つの研究成果として拙稿を

完成するに至ることができたのは，多くの方

々の御指導・御助力を頂くことができたから

である。特に研究室の溝上 泰教授・小原友

行助教授には，本稿の完成に至るまで，常に

暖かい目で私を見守り，適切な御指導・御助

力を賜わった。本稿がこうしてあるのもひと
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えに溝上 泰教授・小原友行助教授の暖かい

御指導があればこそである。ここに，心から

感謝の意を述ペたい。また，研究室の諸先生

方には，直接あるいは間接的に御指導を賜わ

り，ここに深く感謝の意を捧げたい。また，

本研究科に入学してから今日に至まで，様々

な形で私を支えてくれた平成 3年度生の皆さ

んの友情に対して深く感謝の意を表したい。

最後に，私が最も苦しいとき，いつも励まし

てくれた家族に対し，感謝の意を表すと供に

との書を捧げたい.
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